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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一巻のあらすじ

　　　　　　　　　　　　　３日目　00:00

一章　　　　　相坂アイト　３日目　01:00

二章　　　　　小鳥遊颯真　３日目　03:00

三章　　　　　小鳥遊颯真　３日目　16:00

四章　　　　　小鳥遊颯真　３日目　17:00

エピローグ２　相坂アイト　３日目　19:00

また別な世界

終章







　一巻のあらすじ








　見知らぬ場所に来た颯そう真ま・七なな海みら二年Ｆ組のメンバー。




　颯真は魔ま女じよリゼットからクラスメイトが騎き士しに捕とらわれたという話を聞き、クラスメイトを助けるため行動を開始する。

　その中で颯真は自分の招かれたのが〝異世界〟であるということ、そして自分が〝意い思し疎そ通つう〟の能力に目覚めていることを知る。

　途と中ちゆう、〝化け物〟に邪じや魔まされながらも相あい坂さかアイトの協力で化け物を退け、騎き士し拠きよ点てん内部にいるクラスメイトとの再会に成功した。

　騎士への誤解も解けて、彼らと協力して残りのクラスメイトを捜さがすことにする颯真。

　加えて、騎士は『化け物を操あやつっているのは魔女ではないか』という疑いをもっており、それも解かなければならない。

　化け物の出る世界でクラスメイトを捜すための戦力確保、同時に魔女の疑いを晴らすべく、リゼットとともに颯真は魔女の拠きよ点てんへ向かうことになった。

　しかし魔女たちは排はい他た的で颯真の話を聞こうともしない。

　仕方なく騎士拠点へ帰る颯真たちは、途中で化け物に襲おそわれる。

　リゼットや、リゼットの安全を見届けるためつけてきていた魔女たちの助力もあり、化け物を退けることに成功する。

　だが、リゼットは化け物との戦いで意識不明に陥おちいってしまう。

　リゼットを引き取りたがる魔女たち。

　しかし、怪け我がをしたリゼットを助けるには騎士拠点へ運ぶのが一番効率的だと颯真は説得する。

　魔女たちは颯真の理を認めて、颯真に協力することを決める。










　一方、七海は半はん獣じゆうと呼ばれる勢力のジューゾー、ゼロと出会う。

　見た目が人間と違ちがう彼らに最初怯おびえつつも、話していくうちに彼らが危険な勢力ではないことを実感していく。

　そんな中、クラスメイトの行方ゆくえを知るアイトと出会う。

　彼は注意を促うながす目的でこの世界に存在する〝化け物〟の死体をアイトとジューゾーに見せる。

　しかし、〝化け物〟はかつてジューゾーたちの仲間だった〝半獣〟だった。

　この世界で目覚める能力によって、半獣たちは〝獣化〟し、暴走してしまう事実を聞かされる七海。

　そして〝この世界で能力に目覚める原因〟はアイトたち〝未来人〟だった。

　ジューゾーの未来のため、ゼロは仲間を暴走させられた恨うらみや悲しみを乗り越こえて未来人と和解しようとする。

　しかし、和解が成立するかと思った瞬しゆん間かん、ゼロは暴走してしまう。

　ゼロの願いを汲くんで七海は暴走したゼロを殺す。

　そして、七海はジューゾーとともに、彼女の抱かかえる〝いずれ暴走するかもしれない〟という問題に立ち向かうことに決めた。










　颯真、デボラと七海、ジューゾー、アイトが合流する。

　その時、倒たおしたはずの化け物が目覚め、颯真へと襲い来る。




　七海は颯真をかばった。

　いや、かばおうとしたのだが──その場にいたデボラによって、化け物は今度こそ完全に息の根を止められた。




　差し迫せまった脅きよう威いをすべてくぐり抜ぬけた。

　颯真は改めて七海の無事と再会を祝おうとする。

　しかし──
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　小鳥遊たかなし颯そう真まはあるモノを捜さがして、周囲を見回す。




　月明かりのやけにまばゆい夜だった。

　あたりには、背の高い金色の植物が一面に広がった景色。

　背後には歴史を感じさせる灰色の石いし壁かべがそびえ立っている。

　壁の中には廃はい墟きよのような場所があった。

　王おう冠かんのようなシルエットの、石造りの建物に代表されるその場所は、一見してかなり古い景色のように見えた。

　実際、とても古い。

　建造された年代は、おそらく、颯真からすれば五百年ほどは昔だろう。

　しかし、あの建物は五百年の時間を経へてはいない。

　騎士の時代からそのまま、颯真の目の前に現れた代しろ物ものだ。




　ここは様々な国や時代の、様々な人や物が入り交じる異世界だ。




　颯真は二〇一五年から来た高校生だが──

　他ほかの時代や国から来た、普通であれば意思疎通すら困難な人々が入り交じる不思議な場所であることを、颯真はすでに経験している。

　だから西洋騎士の時代の集落もあるし──

　はるか未来の建造物だってあるのだろうし──

　そもそも、周囲の地形だって日をまたぐごとに一変するし──

　来た人間が急に魔ま法ほうとしか思えないような異能力に目覚めるぐらいなのだ。

　おかしなものなど、数えればキリがない。







　だが、捜し物は建造物や景色ではない。

　人物だ。

　颯真はよろめく足で、ぐるりと体ごと周囲を見回す。

　周囲には何人かの人物がいた。







　すぐそばには女の子がいた。

　幼げな少女だ。

　目め尻じりの下がった眠ねむたげな顔立ちが、余計に彼女の幼さを際きわ立だたせている。

　一見して異質なのは、その服装だ。

　つばのついた大きな帽ぼう子し──

　全身を覆おおう暗い色のローブ──

　すぐにでもハロウィンのコスプレパーティーに出向けそうなほど堂に入った〝魔女〟の格好をしている。

　しかし、颯真は知っている。

　異質なのは服装よりも存在そのものだ。

　彼女は……デボラは事実、爆ばく炎えんを操る〝魔女〟で──

〝魔女〟という信じがたい存在のデボラは、今、彼女ですら吞のみ込めぬ事態を前に、驚きよう愕がくの表情で硬こう直ちよくしている。







　やや離はなれた場所には、派手なジャケットを着た少年が立っている。

　かけているメガネもあり、顔立ちは理知的に見える。

　だが、よくよく見れば手足が長く、背が高い。

　体つきも細身ながらよく締しまっており、かなり強そうだ。

　そして──実際に強い。異常なほどに。

　見た目は十代の少年だ。

　けれど颯真は、彼が未来から来た能力者だということをつい先ほど知った。

　相あい坂さかアイト──

　颯真の知らない様々な知識をもち、この場所についても多くの情報の分ぶん析せきを終えている彼が──

　呆ぼう然ぜんとずり落ちたメガネの位置を直しながら、とある地点を凝ぎよう視ししていた。







　石壁側には、多くの少年少女がいた。

　全員がまだ十歳かそこらの幼い子供たちだ。

　ひと目見てわかるぐらいの異質さがあった。

　幼い少年少女たちは、誰だれも彼もがサイズの合わないぶかぶかの鎧よろいを着ており、長さの合わない剣けんを腰こしに差して引きずっていた。

　騎き士し──

　その時代から来た彼ら彼女らは、ありえない事態を目の前に、ただただ立ち尽つくしていた。







　捜している二人はいない。

　一人は仮か名な七なな海みというクラスメイトだ。

　もう一人は──ジューゾー、が名前なのだろうか？　仮名が一いつ緒しよに連れて来た、獣のような雰ふん囲い気きの少女だった。




　その二人は、颯真や、デボラや、アイトや、騎士たちが見ている目の前で、唐とう突とつに、跡あと形かたもなく消え去った。

　颯真は震ふるえる声でつぶやく。

「なんだアレは……え、ひょっとして、死──」

　その言葉を遮さえぎるように、未来から来た少年・アイトが首を横に振ふった。

「いや、死んだって死体は消えねえ。それに、仮名もジューゾーちゃんも、怪け我が一つなかったはずだ」

「じゃあ、なんで……」

「アレはこの世界から別な世界へ移動する前兆……の、はずだが……どうして急に？　わからねえ……装置を使ったようには見えなかったが」

　考え込むように、顎あごに手を当てた。

　颯真はアイトを見る。

「色々知ってそうだね」

「……まあな。だが、仮名たちが消えた理由は心当たりがねえ。瞬間移動にしたって世界間移動にしたって、特別な装置が必要なはずだ。人間大の物体がそうそう出たり消えたりできるもんじゃねえし──」

　悩なやむようにアイトがメガネのフレームを撫なでる。

　颯真は思い出した。

　ある魔ま女じよとの会話の記き憶おくだ。

　リゼット・オールポート──

　今は颯真をかばって化け物にやられ、意識不明の少女だ。

　その彼女と暗い森の中でした会話を鮮せん烈れつに思い出していた。







「ねえソーマ、あんたはこの世界に来る人間の共通点ってなんだと思う？」

「……共通点？　高校生と、魔女と、騎士の共通点なんてないと思うけど」

「そうかしら。あたしは、なんとなくわかる気がするわ。元いた場所を平和な世界と言いながら、帰る方法を探してないソーマ。戦う集団のくせに子供だらけの騎士団。それに、弾だん圧あつされて排はい除じよされたあたしたち。あたしたちは──」







　彼女は、なんと続けようとしていたのだろう。

　化け物の襲しゆう撃げきに遭あって言葉は遮られ、今、リゼットは意識を失っている。

　──アイトに思い当たるところはないのかな？

　颯真は口を開いた。

「リゼットさんが言ってたんだ。この世界に来た人には『共通点』があるって。詳くわしい話は聞けなかったけど、仮名はその『共通点』から外れたんじゃ……」

「話を聞いてみる必要がありそうだな。そのためには、治療しねえと」




　リゼットは意識不明の重体だ。

　見た目の外傷はあまりなかったが、内臓や骨には損傷があるだろう。

　意識がないということは、脳にダメージがあるかもしれない。

　そんな彼女を治療するなど、この医い療りよう機関も道具も満足にない世界では、絶望的だ。

　しかし──颯真はアイトの正体を……そして仮名との話を思い出す。

　未来人。

　未来の技術であれば、意識不明のリゼットを治療することもできるかもしれない。




　颯真はアイトに向けてうなずく。

「お願いするよ。……デボラさんもそれでいい？」

　かたわらにいる、魔女のデボラへ問いかける。




　彼女はリゼットと同じく〝魔女〟だ。

　同じ時代の同じ国からこの世界におとずれた。

　それだけではなく、前にいた世界でも個人的な付き合いがあったらしく、デボラはたびたびリゼットに対する強い執しゆう着ちやくを見せている。

　かなり排はい他た的なところがあり、颯真とリゼットがともに行動しているのが気に入らない様子だった。

　颯真は何度か『ぶっ殺すよ』と言われた。

　今、一応の協力関係にあるのは、リゼットの身の安全のためという部分が大きい。

　だからこそ颯真はデボラに問いかけた。

　彼女の納なつ得とくなしに、リゼットの身み柄がらを他者へあずけることはまかりならないと考えたからだ。




　デボラが頰ほおをふくらませた。

「……デボラは不満だよ」

　颯真は苦く笑しようする。

「反対はしないんだね？」

「しないよ。ソーマが判断したなら、デボラは信じることにしたよ。だって……デボラじゃどうやってリゼットを助けたらいいか、わかんないもん……」

　元気なさそうに声がしぼんでいく。

　颯真はほとんど無意識に彼女の頭を撫でた。

　ぼふん、と大きな帽子がへこむ。

　デボラが颯真の手を振り払はらい、帽子のかたちを整えながら言う。

「でも！　リゼットが無事じゃなかったら、デボラはお前をぶっ殺すよ！」

「……わかったよ。ねえアイト、僕は君を信じていいんだよね？」

　アイトへ問いかける。

　彼が力強くうなずく。

「ああ。任せてくれ。今度こそ……今度こそ、颯真を助ける。前は助けるって約束しておきながら自分の復ふく讐しゆうに夢中になっちまったからな。……夢中になって、俺は、人間だったはずのやつを──」

　震える声でなにかを言いかける。

　しかし、アイトは拳こぶしを握にぎりしめて首を横に振った。

「──とにかく、任せてくれ。生きてる限りは治せるはずだ。俺の時代で見つかってない奇き病びようとかじゃねえ限りはな」

「……奇病云うん々ぬんが必要な注ちゆう釈しやくなのはわかるけど、言われると不安になるね。なにせ異世界だからどんな病原菌きんがいるかわかったもんじゃないし」

「あ、悪い……」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。それじゃあ拠きよ点てんでリゼットさんを受け取って、運ぶために手伝いが必要──ない、か」

　颯真は笑う。




　この世界では、いわゆる〝異能力〟〝魔ま法ほう〟としか呼べない力に目覚める者がいる。

　実際、颯真もとある能力に目覚めている。

　そしてアイトも、能力を持っていることを颯真はすでに知っている。

　腕わん力りよく。

　人間をはるかに超こえた力の持ち主──言うなれば〝ただただ強い〟という能力を持っているのを、颯真は確かく認にんしていた。




　人間一人ぐらい運ぶのはわけもないだろう。

　それどころか、下手に手を貸そうとすれば足手まといになりかねない。

　一刻も早くリゼットを治療してもらうためには、アイト一人に搬はん送そうを任せるべきだと颯真は結論した。

　その結論──信しん頼らいに応こたえるように、アイトが力こぶを作るような動作をした。

「おう、任せろ。これでも『学力テストを腕力でどうにかする男』とか『（背骨折られそうなので）抱だきしめられたくない男ナンバーワン』とか言われてるんだ！　安心しろ！」

「……生きるのってつらいかもしれないけど、がんばってね」

「慰なぐさめるな！　とにかく……あーっと……任せろってことだ！」

「じゃあ、僕はここでやりたいことがあるし、中で騎士に事情を話してリゼットさんを受け取って──って、そうだった。話すのは僕しかできないんだった」

　颯真はガリガリと頭を搔かいた。




　颯真はこの世界に来て、とある能力に目覚めた。

〝意い思し疎そ通つう〟──
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　ことなる国家、ことなる時代、ことなる文化で過ごしてきた人々が集つどうこの世界において、言葉の壁かべというものは大きい。

　しかし颯真は無自覚に行使している能力によって、その壁を無視することができる。

　リゼットに曰いわく『争いをこの世界から消す能力』らしい。




　颯真は石いし壁かべの方向を向く。

「とにかく、リゼットさんの身柄をあずけるよ。僕が騎き士しに話を通すから、アイトは搬送と治療をお願い。仮名が消えた原因とか痕こん跡せきを調べたいけど……今は、リゼットさんが先だ。そっちのほうが優先順位が高い」

　冷静に思考する。

　正直言って、消えた仮名のことは気になる。

　もっと冷れい酷こくに考えれば〝人が消える〟という現象が気になる。

　だから颯真はこの場所を仮名が消えて時間が経たってしまわないうちに検分したかった。

〝人が消える〟という現象が、いい現象で仮名とジューゾーの身にしか起こりえないことならば問題はない。

　しかし、別な可能性をまったく検討しないのは危険だ。

　このわけのわからない世界で最低限生きていくためには、あらゆる危機を把は握あくしておく必要がある。

　もし、仮名やジューゾーの身に起こった〝人が消える〟という現象が危険なもので、なおかつ誰だれの身にも平等に起こりうる災害だった場合──

　対処法を考こう慮りよしておかないというのは、はっきり言って論外だ。

　仮名とジューゾーを助ける必要もあるだろう。

　けれど、どうにもならないのもまた事実だった。

　なぜ消えたのか、どう消えたのか、消えてどこに行ったのか──

　能力に目覚めて透とう明めい化した可能性やテレポートした可能性──

　消える者の共通点は場所なのか身体的特とく徴ちようなのかまったく別のものなのか──

　ヒントすらない状じよう況きようでは考えのまとめようがない。

　それよりも対処法が明確で可か及きゆう的てき速すみやかに行わなければならないと理解できる〝リゼットの治療〟のほうを優先するべきだと颯真は判断したのだ。

　──むやみやたらと混乱したり狼ろう狽ばいしたりするのはエネルギーの無む駄だだ。

　颯真は逸はやりそうになる気持ちを抑おさえる。

　なにを行い、なにを後回しにするべきか──

　──きちんと整理し、冷静に見み極きわめて行動しよう。

　颯真は短く息をついた。

　アイトが隣となりに並んで肩かたを叩たたいてくる。

「冷静だな、颯真は。仮名とは友達だったんだろ？　ああいや、大親友なんだっけ？」

　颯真は苦笑した。

「大親友っていうのは、仮名が言ってた？」

「ああ。色々──俺たちの拠点で、色々なことがあって、そのあとでここに来る道すがら颯真の話をしたよ」

　アイトが騎士拠点の空を見上げる。

　颯真もつられて見上げた。

　分厚い灰色の雪雲が一面に広がっていた。

　その雲は石壁の中の集落──騎士たちの拠点の上だけに広がっている。

　石壁のあたりで、カッターで切ったような不自然さで雲は途と切ぎれていた。

　颯真は石壁の中へ歩きながら、アイトを見る。

「僕についてなにを話したの？」

　アイトが笑う。

「……色々さ。ま、話半分に聞いといたよ。友達のことを話す時って、誇こ張ちようしたりあることないこと言ったりするもんだろ？　それともそういう時代じゃねえのかなそっちは」

「いや、そういう時代だよ、こっちも。それにしても〝大親友〟ねえ……そういう単語を恥はずかしげもなく使うのは仮名ぐらいだよなあ」

「いいんじゃねえか、大親友。恥ずかしげもなく言えるならいい友達ってことだろ」

「僕は恥ずかしげもなく言うのは無理かな……アイトは？　そういう間あいだ柄がらの友達いる？」

　颯真は問いかけた。

　アイトが笑う。

　照れくさそうに、けれど誇ほこらしそうに。

　それから、

「……いねえこともねえな。同じ時代で、同じ境きよう遇ぐうで──まあ、最初は殴なぐり合ったりもしたけど……同じ苦労をしてこの世界に来た〝大親友〟がさ」

　嬉うれしそうに。

　アイトは堂々とそんなことを言った。







　■相坂アイト




　──思えば最初はみんな敵だった気がする。

　相坂アイトは、自分とともにこの世界に来た異い端たん者しやたちとの出会いを思い返す。




　この世界での拠点は旧研究所跡あと──

　思い出深い場所だ。

　アイトは物心ついたころにはそこにいて、日課のように能力開発を受けていた。

　研究所の雰ふん囲い気きは、きっと、普ふ通つうの学校と変わらないと思う。

　だって思い返せば思い返すほどに、そこでの日常は他愛たわいないものだったのだ。

　優やさしい先生がいて──

　明日の授業を一いつ緒しよに憂ゆう鬱うつがる仲間がいて──

　次の日も隣に座るクラスメイトがいた。




　いつからだろう、おかしくなったのは。

　目覚めた能力がランク分けされ始めた。

　機械や事象操作システムで代だい替たい不可能な能力ほど〝価値がある〟ことになった。

　力が強いだけのアイトは最低評価をくだされ──

　それでも、なにも変わらないと思っていた。

　ランクによる差別が起こる。

　強い者が弱い者を虐しいたげる。

　研究者たちは見て見ぬフリ──いや、そのころには強い能力者を止めるなんてできなくなっていたのだろう。

　アイトは戦った。

　虐げられる誰かのために戦った。

　幸いにして重機にできることが素す手ででできるだけのアイトは、殴り合いだけなら高いランクの能力者よりも強かった。

　だから戦って、戦って、戦い続けて──

　誰かを守るたび仲間が増えた。

　誰かを殴っては和解した。

　どうしようもないヤツだっていたし、とても敵かなわない敵だっていた。

　研究者たちが牙きばを剝むくこともあった。

　けれど戦い抜ぬいて──ようやく、すべてが一つにまとまった。




　まとまってはいけなかったのだと、そのあとで知った。




　研究所と能力開発という試み自体がそもそも世界から危険視されていた。

　内部で分ぶん裂れつしていた間は手出しをされなかったけれど、まとまった途と端たんに世界中から異端者扱あつかいをされた。




　でも、この世界ならやり直せる。

　ここにはたくさんの人がいるけれど、彼らとならきっとうまくやっていける。

　かつてはぶつかったけれど、信頼できる仲間だっているのだ。

　だから大だい丈じよう夫ぶ。

　以前は目の前しか見えていなかったから失敗したけれど──

　今度は世界をちゃんと見てやっていけるはずだ。
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　　　　１




　相あい坂さかアイトは自分たちの拠きよ点てんにいた。

　今、女子に頼たのんでリゼットを治ち療りよう用ポッドに入れたところだ。

　自分でやらなかったのは、ポッドに入れる時に服をすべて脱ぬがせないといけないという問題があったからだ。

　リゼットは同年代かやや年下の少女だ。

　異性に裸はだかを見られるのは抵てい抗こうがあるだろう。

　意識があれば自分で行ってもらうところだが、あいにくと意識不明だったので、しょうがなく仲間の女子に頼んだ、というわけだ。

　どういう症しよう状じようかの診しん断だんもポッドが出すし、それに伴ともなって治療時間も決まるので、詳くわしいことはリゼットをたくした女子を待たないとなんとも言えないが……

　未知の怪け我がや病気でない限り、一時間もあれば確実に意識を取り戻もどすだろう。




　アイトは今、拠点の入り口そばにいた。

　周囲に見える景色は一面の海だ。

　もちろん映像を投とう影えいしているだけだが、波の音も聞こえる。

　アイトの拠点である〝研究所〟はこういったリラクゼーションを目的とする仕し掛かけが多くある。

　実際は真っ白な立方体の建造物で、その内部にいくつかの円柱形の建物が建っている殺風景な空間だ。

　かなり閉へい塞そく感かんがあり、普通に過ごすだけでもストレスがたまるような場所である。

　大勢の若者が長く暮らすための場所なので、対策が講じられた。

　その結果、真っ白な壁かべ、床ゆか、天てん井じようをスクリーンにして映像を映したり、無む振しん動どうの〝動く歩道〟などを利用して狭せまさと高さを誤ご魔ま化かしているのが〝研究所〟の実態だった。

　ちなみに場所全体に映し出される映像と音にはいくつかのパターンがある。

　研究所にいるメンバーが持ち回りで映像や音声を選んでいるが、たまに自分で作製してしまう者もいて、自作アニメが一週間ぶっ通しで延々リピート再生されるなどということもある。

　なので現在、デフォルトで用意されている映像・音声以外は使用不可という決まり事があった。




　映像が投影されているお陰かげで、周囲には広大な海だけがあるように見える。

　立っている場所は砂すな浜はまで、もちろん偽にせ物ものなのだが、リアルな砂の感かん触しよくがあった。

〝アトマシン技術〟──歳をとった人などは〝ナノマシン技術〟と呼ぶが──のお陰だ。




　アイトの時代の技術の多くを支えるのが、この百京けい分の一立方メートルというサイズの機械だ。

　足元の砂も多数のアトマシンが集まり、それっぽく振ふる舞まっているのだ。

　アイトが能力を使える理由の一つも、このアトマシンにある。

　人間の脳では〝異能力〟を処理しきれない。

　だから、人にかかる負担（無意識下で行っている演算など）をアトマシンが肩かた代がわりしてくれているのだ。




　人の身ではとても発動できない異能力──

　美しい砂浜と海の景色──

　アイトが経験してきたこと、見てきたものすべてには、アトマシンがかかわっていた。

　ふと、疑問に思う。

　──俺はいくつの〝ホントウ〟を知ってるんだろう？

　アイトは拳こぶしを握にぎりしめた。




　見えているものが〝ホントウ〟とは限らない。

　たとえば理性などなく凶きよう暴ぼうで、人を喰くうだけの化け物だと思っていた存在が──

　実は人間で。

　しかも、望まず人間の姿を奪うばわれ人間の心を奪われた被ひ害がい者しやだということもありうる。

　実際にありえてしまった。




　拳が〝化け物〟を殴った感触を覚えていた。

　腕うでが〝化け物〟を殺した感触を覚えていた。

　一人になるとたまらなく怖こわくなる。

　だって、──殺したことなんか、ないのだから。

　アイトはつぶやいた。

「……ゼロさん、仮か名な、ジューゾーちゃん、俺は──」

　続く言葉を探して黙だまり込む。

　目を閉じれば波の音が聞こえる。

　多くの仲間がいるはずだが、研究所全体が音を吸収することもあり、近場にいないとまず人の声は聞こえない。

　そんな中──

　ふと、近づいてくる足音を聞いた。

　アイトは目を開けて、音の方向を見る。




　髪かみの長い少年がいた。

　やけに女性的な容姿をしており、実際、初めて会った時などは女だと思ったほどだ。

　どこか人を小こ馬ば鹿かにしたような笑えみを常に浮うかべているが──いつものことなので、その表情が彼のデフォルトなのだろう。

　着ているものは、膝しつ下かまである真っ黒なコートだ。

　それは彼の〝能力〟に関係がある服装なのだが──

　コートがシルエットを隠かくしているせいで、肩かた幅はばの細さがやけに際きわ立だつ。

　女性的で華きや奢しやな少年──

　ユウが、目の前に歩いて来た。




　ユウが首をかしげる。

「よおアイト。悩なやましげなツラしてどうしたよ。頭にウジでも湧わいたのか？」

　声もまるで女性だった。

　アイトは苦く笑しようする。

「お前さ、本当に言動と見た目が一いつ致ちしてねえよな」

「ハッ……見た目はボクが選んだモンじゃないからな。けど、性格は自分で選んだモンだ。見た目にケチつけるのはいいけど性格にケチつけるなら一発殴なぐられる覚かく悟ごしとけよ」

「お前の〝一発〟ってアレだろ？　普ふ通つうだったら死んじまうじゃねえか」

「で、ボクの性格に文句あんの？」

「ねえけど、もうちっとトゲのない言こと葉ば遣づかいを心がけろよ。そんなんだと嫌きらわれるぞ」

「好かれようなんて思って生きてない。それとも、ボクの生き方に文句あんの？」

「あーはいはい。好きにしたらいいさ」

　アイトは肩かたをすくめた。

　ユウが口の端はをつり上げる。

　意地悪そうな笑みだった。

「で、どうしたよ珍めずらしいツラして。アイトはいっつもヘラヘラ笑ってるかバカみたいに笑ってるかだろ？　悩むなんて珍しいことしてるからつい笑いに来ちまったじゃないか」

「悩んでる俺は笑えるのか」

「笑えねーな。もっとおもしろい顔で悩め。……で、どうした？」

　ユウがアイトの顔をのぞきこむように首をかたむけた。

　アイトは笑う。

　──こいつなりに俺の心配をしてくれてるんだな。

　それがわかったから、アイトは──

「……いや、なんでもねえよ。ところで他ほかのみんなはなにしてるんだ？　帰ってきてからお前とあと一人しか見てねえんだけど」

　ユウが片かた眉まゆを上げた。

「一人見たのか？　そいつ、どんな様子だった？」

「どんなって……普通だったけど……」

　アイトは首をかしげた。

　ユウがいらだたしげに舌打ちをした。

「チッ……ってことは単純にとりこぼしか。ちなみに誰だれだ？」

「誰って、エイチだよ。よく俺と一いつ緒しよにいる……知ってるだろ？　っていうか……どうしたんだよ？　なんだ？　なにを言いたい？」

　我が慢まんできない違い和わ感かんを覚えた。

　なにが起きているのかわからないが──胸むな騒さわぎがする。

　ユウがため息をつく。

「クソだな。なあアイト、ボクは自分の役割すら満足にこなせないようなヤツは生きる価値がないと思うんだが、お前どう思う？」

「なんの話だ？」

「よりによってお前と特に親しいエイチを取り逃がすとか無能にもほどがあんだろ。わかった、もういい。やめやめ。やめた。もともとまだるっこしいのはボクの好みじゃねーからな」

「……なんの話だ」

　アイトは身構える。

　ユウの笑顔に、本能的な危機感を覚えた。




　多くの人と戦ったことがある。

　ユウとももちろん、殴り合ったことがある仲だ。

　そして今──なぜか、その時のことを思い出した。




　ユウが顔を覆おおって天を仰あおぐ。

「──もともと、気に入らなかった」

「答えろ！　なんの話をしてる!?　なにをしようとしてる!?」

　アイトは叫さけぶ。

　けれど、ユウは動じない。

　ゆっくりと語り続ける。

「ボクらは半はん端ぱ者もので、異い端たん者しやで、だから世界から排はい除じよされかけた。それでもいい。アイツラが牙きばを剝むいてくるんなら、殺し合いをするだけだ。そう思っていたのに──この世界に飛ばされた」

「ユウ！」

「けど、そこまではいいんだ。しょうがない、ボクらはこの世界にボクらを呼び寄せた謎なぞの力に負けた。抵てい抗こうの余地すらなく敗北した。だからいい。この世界に来たのは弱かったからだってわかる。だが──この世界に来てボクらはいったいなにをしてた？」

　ユウが指の隙すき間まからアイトを見る。

　アイトはたじろいだ。

「……なにって……平和に仲良くやってくために、歩き回って、他の連中を探し回ってただろ？　今度こそ異端者にならないために、差別されないために、努力してきただろ!?　それに、見つけたんだ！　言葉が通じない連中と会話ができる能力者を！　これで──」

「バカかお前？」

　ユウが怒いかりをこめてアイトを正面から見た。

　そして、押し殺した声で続ける。

「いいかアイト、お前に代わってボクが覚えておいてやったことを言うぞ？　ボクらは何人が殺された？　八人だ。全部、あの化け物どもに殺された。もとは人間の！　話が通じるはずだった化け物にだ！」

「それは──でも、話し合っただろ!?　ゼロさんやジューゾーちゃんにかんして言えば、たしかに俺たちにも被ひ害がいは出たけど、むしろ俺たちは加害者なんだぞ!?」




　アイトたち異能力者は、もとの世界で排除されかけていた経歴を持っている。

　だから、この世界に来て最初に、排除されない環かん境きよう作りを行った。

　つまり──仲間作り。

　アトマシンを散布して〝異能力者〟を増やし──

〝自分たちだけがおかしい〟という状じよう況きように陥おちいらないようにしたのだ。




　ユウが激げき昂こうする。

「ああそうだ！　納なつ得とくしたさ！　あの化け物どもを助けるってことで話し合った！　だが、そのあとであの化け物はなにをした!?　暴走してボクらの拠きよ点てんで暴れ回っただろ!?」

「だからそれは、俺たちのせいなんだよ！」




　アトマシンは散布され、異能力者を増やした。

　肉体を開発されていたアイトたちとは違ちがい、ただアトマシンをばらまいたことにより生まれる異能力者は、能力も弱く副作用などもないと考えていた。

　しかし──計算外があった。

　ことなる時代なのかことなる世界なのかはわからないが、アイトたちとは別な目的で、アイトたちとは別な肉体改造を受けた存在がいたのだ。

　半はん獣じゆうと呼ばれる、人と獣の混合物だ。

　その半獣が異能力者化した結果、彼らは人間の姿を失い、そして人間の心をも失う〝獣化〟という異能力を得ることになってしまった。

　だから半獣が暴れるのは、アイトたちが異能力者をいたずらに増やそうとしたことが原因なのだ。




　ユウが鼻で笑う。

「で、我慢しろと？　ボクらのせいだからボクらが死ぬのはしょうがないってことか？」

「あの時は被害が出なかった！」

「その前にさんざん被害が出てんだよ！　……いいか、アイト。聞けよ。文句を言うなら殺されるぐらいの覚悟をして、聞けよ」

　ユウが握にぎった拳こぶしをアイトの顎あごに触ふれさせる。

　アイトは顔を引きそうになるのをこらえて、問い返す。

「……なんだよ」

「お前に代わって、ボクが考えてやった。お前に代わって、ボクが聞いてやった。ボクらはな、もう被ひ害がい者しやになるのはたくさんなんだ。被害者になるぐらいなら加害者になるほうがマシだ。ボクらはそう考えている」

「『ボクら』、だと？」

「そうだ。アイト、お前と、お前と仲良しのやつら以外の、全員だ。ようするに──もうお前にボクらのまとめ役は任せておけないってことだよ」

「……どういう、意味だ」

「こういう意味だ」

　ユウが腕うでを大きく引く。




　すると──ユウの腕の外側に、なにかが現れる。

　それは機械でできたもう一本の腕だ。

　ただし、生身の腕と比べればはるかに巨きよ大だいで、はるかに太い。

　無限に近しい数のアトマシンと、その他アトマシンにより集められた物質で構成される機械製の腕。

　アトマシン操作──

　それが、ユウの能力だった。




　その巨大な腕が、アイトに向けてなぎ払はらわれる。

　アイトはとっさに腕をあげてガードした。

　巨大な機械の腕と、アイトの腕がぶつかり合う。

　アイトは地面を砕くだくほどに踏ふみしめて、その一いち撃げきに耐たえた。

　とっさに逆の拳で反はん撃げきをしようとする。

　だが──




　殴なぐった感かん触しよくがよみがえる。

　殺した感覚がリフレインする。

〝化け物〟の断だん末まつ魔まが耳にこびりついて離はなれない。

　いや、アレは、あの人は〝化け物〟などではなく、本当は──
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「ッ!?」

　ドッと冷や汗あせが噴ふき出した。

　アイトの拳は、ユウに触れる前に止まる。

　その隙すきを突つくように、ユウは軽い動作で背後に跳とんだ。

　しかし、動作に反して到とう達たつ高度はかなり高い。

　十メートルほどの高さまで跳んで──

　その位置で、なにもない場所に腰こし掛かけた。

「決別だよアイト。お前は話し合いとか仲良しこよしで世界は平和になると思ってるみたいだけど、ボクは違う。言葉が通じない相手でも拳は通じる。そしてボクらの拳は強い。だから──」

　ユウの姿が真っ黒なプレートに覆い隠かくされていく。

　それはコックピットを守る装そう甲こうだ。

　次し第だいに現れていく──否いな、かたちづくられていくユウの武装にアイトは目を丸くした。




　アトマシンが寄り集まり、できあがるのは巨大な人型だ。

　全長は二十メートル近くの細身の巨きよ人じん。

　手足は異常に鋭するどくとがり、拳の代わりにブレードがついている。

　足は地面に着いておらずその巨きよ体たいはわずかに浮うかんでいた。

　胴どう体たい部分はつるりとした一枚の装甲に見えるが──実態はたかが一枚の装甲なんかとは比べものにならない、圧あつ倒とう的な硬こう度どと再生能力を誇ほこるアトマシンの集合体だ。

　そして、槍やりの穂ほ先さきのような頭部分には、目も口も鼻もない。

　だけれど、アイトは知っている。

　あの巨人にはカメラもセンサーも必要なく──

　外部に放ったアトマシンの動きで、こちらの姿を完かん璧ぺきに捉とらえているということを。




　黒い巨人──

　ユウが本気でこちらを殺すつもりであることを、その姿からアイトは悟さとった。

　悟ったうえで、理性が現実を受け入れようとしなかった。

　ユウが言葉を続ける。

「──自分の意見を通したかったら、まずはボクのルールで勝ってみろよ」

　その声は、装甲に覆い隠され距きよ離りも離れたはずなのに、まるで真正面で話しかけられているように聞こえた。

　アイトは混乱で動けない。

　──なぜ？

　──どうして？

　殴り合ったこともあったけれど、和解できたと思っていた。

　争いもあったけれど、今では一つにまとまっていると思っていた。

　信しん頼らいできる仲間だと──

　大親友だと、思っていたのに。

「……なあ、ユウ、俺だけだったのか？　お前のこと、友達だと思ってたのは……〝ホントウ〟はどうだったんだ？」

「……」

　ユウは答えなかった。

　代わりに、黒い巨人の拳──腕うで刃やいばの先せん端たんが、アイトめがけて振ふり下ろされた。

　大たい概がいの攻こう撃げきは通じないアイトだけれど──

　──これは死んだかもな。

　ぼんやりと降ってくる腕刃をながめる。

　抵抗の気力が湧わかなかった。




　刃はが地面とぶつかる。

　ズドン！　という音が響ひびいた。




　ユウは振り下ろした黒い巨人の腕刃を上げる。

　すると──

　そこにはなにもなかった。

　映像によって映し出され、アトマシンによって構成されたニセモノの砂すな浜はまも──

　アイトの死体すらも、なかった。




　　　　２




　気付けば、周囲は一面、金色に染まっていた。

　アイトは目を丸くしてあたりを見回す。

　ここは──拠点の外だ。

　遮さえぎる物などなにもない、腰こしぐらいの高さの金色の植物が生おい茂しげる場所。

　照らしているのは月明かりのみだが、ただ歩くだけならば困難ではない程度の明るさがあった。

　──どういうことだ？　さっき、俺はたしかにユウに攻撃されて、それで……

　死んだ、と思ったのだが。

　死んでいない。

　つまり、自分の存在が、なぜか知らないが、いきなりユウの前から消えたことになる。

　アイトはハッとする。

「まさか俺も、仮名みたいに世界間移動を……？」

「あの、わかっててやってません？」

「!?」

　正面から聞こえた声に、アイトはおどろく。

　見下ろせば──




　金色の植物の間に隠れるように、女の子の姿があった。

　かなり小こ柄がらな少女だ。

　アイトにとって腰までの高さしかない植物で、肩かたまで隠れてしまっている。

　また、頭の右側で結ゆわえた髪かみは鮮あざやかな金きん髪ぱつで、その髪が保護色となって存在に気付けなかった。

　服装はあきらかにサイズの大きすぎるぶかぶかのジャケットを着ているせいで、目立つのだが……

　碧あおい瞳ひとみをジットリと半眼にして、少女はアイトをにらんでいる。




　アイトは彼女を見て、安あん堵どの息をついた。

「なんだエイチか……」

　実際の年ねん齢れいはわからないが、アイトよりあとに研究所に来て、アイトよりあとに能力に目覚めた少女──

　先ほどリゼットをあずけて以来になる、エイチがそこにいた。

　エイチがムッとする。

「『なんだ』じゃないですよ。どうして気づいてくれないんですか。わざとですか？」

「あのな、こんなこと言ったら失礼だと思うかもしれねえけど……小さすぎてわからなかったんだ」

「蹴けりますね」

　膝ひざのあたりにエイチのローキックが入った。

　アイトは笑う。

「ごめんごめん……」

　エイチがため息をついて、笑えみを浮かべた。

　あまり頰ほおを動かさないわずかな笑みだ。

「笑えるようで安心しましたよ」

　言われて、自分の状じよう況きようを思い出す。

　突とつ然ぜん場所が移動していて混乱してしまったが──

　ユウの裏切りに遭あい、攻撃を受け──

「……助けてくれたのは、エイチか？」

「そうですね。これでも瞬しゆん間かん移動ぐらいはできるもので」

「なあ、どうなんだ？　正直……なにがどうなってるかわからないんだが……」

「クーデターですよ。歩きながらでいいですか？　なるべく拠きよ点てんから離れた方がいいと思うので。ちなみに今は、拠点から百メートルほどの位置にいます。限界いっぱいまで力を振り絞しぼったのでしばらくはもう瞬間移動はできません」
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「ああ……できたらこの金色の植物が生えてない場所に行きたい。気を抜ぬくとエイチを見失いそうになる」

「蹴りますね」

　エイチがアイトのふくらはぎを蹴った。

　アイトはまったく応こたえなかったが、弱った顔をした。

「いや、本当のことなんだが」

「言っていい真実と言ってはならない真実があります。アイトさんはそのあたりの気き遣づかいが圧倒的に足りてないですよね。私が小さいのは事実ですから仕方ないですけど、自分が小さいことを私が気にしているのも事実なのですから、もう少し気遣った言い方をしてくれてもいいと思うんですけど」

「気遣った言い方ね……つまり、エイチが小さいから見えないんじゃなくて、エイチの周囲の植物が大きいから見えないと言うべき……あれ？　なんにも変わらなくねえか？」

「二回蹴りますね」

　ふとももと脇わき腹ばらに蹴りが入った。

　痛みはなにも感じなかったが、アイトはなんとなく蹴られた脇腹をおさえる。

　それから、歩き出した。

　エイチがついて来ているか不安なので、何回もチラチラと捜さがしてしまう。

　アイトが背後を見ていると──

　前方から、エイチの声が聞こえた。

「クーデターについて話し合いをしてもいいですか？　あと、私はそっちにいませんよ」

「……いや、本気で見えないんだよ。ほら、暗いしさ」

「じゃあ、つかんでください」

　前の方から足音が近付いて来て──

　植物の間から、エイチの腕うでが突つき出てくる。

　ただし、ぶかぶかのジャケットを着ているせいで、手は袖そでで隠かくれてしまっていた。

　アイトは余った袖をつかむ。

「それで、エイチはどこまで知ってるんだ？　その……ユウがやったこと」

「私もあまり詳くわしくは知りません。魔ま女じよの人を治ち療りよう用ポッドに入れて……すぐあとで、捕とらわれそうになりました」

「……他ほかの勢力に、じゃねえよな」

「仲間にです。正確には〝仲間だと思っていた相手〟に、ですね」

「……………………そう、だな」

　胸が詰つまるような想おもいだった。

　なぜ、どうして──

　答えが出るわけもないのに、延々と考えこんでしまいそうになる。

　だが、止まってはいられない。

　ユウの口ぶりやエイチの話から察するに、〝クーデター〟を行ったのはユウだけではなく集団なのだ。

　まさか仲間全員がアイトを裏切ったわけではないだろう。

　つまり──ユウたちと意見を異にする仲間は、捕らわれている可能性が高い。

　殺されているということは、さすがにないとは思うけれど……

　助けが必要な状況にいるのは事実だろう。

　それに、リゼットのこともある。

　颯そう真まにあずかった彼女の無事も確保せねばならない。

　アイトは口を開く。

「なあ、エイチはどうなんだ？　ユウたちの裏切りについて……」

　エイチは不満そうに唇くちびるをとがらせる。

「私は別に。あの人嫌きらいですから」

「……たしかにユウは人に好かれる方じゃねえけどさ、そんなハッキリ言わなくても」

「なんであの人をかばうんですか？　裏切りの首しゆ謀ぼう者しやですよ？」

「首謀者なのか？」

「だって、単純な実力だったら、あの人がうちで一番強いでしょう？　それにあの性格ですから、人に使われてあげようなんてのもないと思いますよ。ということはあの人がみんなを扇せん動どうしてクーデターを先導してると考えるのが妥だ当とうだと思います」

「エイチは本当に、いっつも正しいよな……」

　理論的にまったく間ま違ちがっていないというのは、アイトにもわかった。

　ただ、感情的に納なつ得とくできない部分が多々あるのも事実だ。

　──つまり俺は、まだユウの裏切りを認めたくないだけなのかな。

　わからない。

　つくづく自分は力ずくでぶん殴なぐるしか取り柄えがないな、とアイトはため息をついた。

「私の情報と、情報に基もとづく推測は以上です。クーデターが起きた、ユウの野や郎ろうがリーダー格である」

「『ユウの野郎』って……」

「あの人嫌いですから。私からアイトさんをとりますし」

「……たしかに俺はお前を妹みたいに思って接してるけどさあ……いくらなんでも兄貴が自分より友達とったからって、兄貴の友達を嫌うのはないんじゃねえか？」

「三回蹴りますね」

「なんでだよ！」

「唐とう変へん木ぼくだからです」

　ふくらはぎをすごい勢いで三回蹴られた。

　相変わらず痛くない。

　アイトは苦笑いした。

「とにかく、あんまりユウのこと嫌わないでくれよ。あいつはああ見えて根はいいやつなんだから」

「さっき殺されかけてましたよね」

「…………まあ、そうなんだけどさ」

　ユウが正面切って攻こう撃げきを仕し掛かけてきた事実があるので、なにを言っても説得力がなさそうだった。

　エイチがため息をつく。

「とにかく、私たちは同じ……ええと……私たちは自分たちのことをなんと分類すればいいんでしょうね？　魔女や騎き士しなどというわかりやすい呼こ称しようがあればいいのですが」

　アイトは力なく笑った。

「……未来人でいいんじゃねえか？　能力者とか言われるよりはその方がいい」

　能力者というのは、イヤな思い出のある呼び名だ。

　自分で名乗るには自じ嘲ちようが過ぎるし、人から言われるのはあんまり気持ちよくない。

　エイチが妙みような顔をする。

「自分で自分を未来人と呼ぶんですか？」

「どうにも、これまで出会った勢力の多くにとって、俺らは未来人みたいだからな。それに……」

　アイトは考える。

　これからどうするか。

　──本音を言えば、なにもしたくない。

　ユウに裏切られたこと、仲間たちが現状を不満に思っていたこと──

　今度こそ平和に過ごせると思っていたのに──

　この世界は理想郷になりうると喜んでいたのに──

　このままでは、なにも変わらない。

　前の世界と同じ末路が待っているだけだ。

　ユウは言った。

『自分の意見を通したかったら、まずはボクのルールで勝ってみろよ』と。

　──悔くやしいけど、俺はそれしか思いつかねえ。あいつのルールで、殴り合うことしか。

　他の方法など考えつかない。

　でも、他の方法をあきらめたくない。

　だから、アイトは歩いている。

　歩いて──ある場所を目指していた。

　アイトはエイチに語る。

「……今、ある場所を目指してる」

　エイチが首をかしげた。

「そういえばそのようですね。てっきり私は、拠点に戻もどってケンカしようとするアイトさんを止めることになると思っていましたけれど」

「わかってるさ。俺一人が行っても、どうにもならない」

　悔しいが──情報も力も足りていない。

　ただ生き残るだけ、正面からぶつかるだけならば、アイトはどんな困難でもくぐり抜ける自信があった。

　けれど、今回は二つ、突とつ撃げきできない理由がある。

　一つは捕らわれた仲間とリゼットの存在だ。

　仲間を盾たてに投降を迫せまられれば従う他にない。

　そしてもう一つの理由は、相手が同じ〝未来人〟であるということ。

　きちんと肉体開発を受けて能力訓練を積んだ相手だ。

　強い。

　一人で一人を相手にするならば勝機の見いだしようもあるが、一人でたくさんの未来人を相手にするのは、無理がある。

　数が必要だ。

　実際に戦ってくれなくてもいい、目を引きつける程度の数が──

　そしてアイトは協力してくれそうな勢力を、一つしか知らない。

　その一つだって、奇き跡せきにすがるようなものだ。

　なにせ、向こうはこちらに協力する義理がないのだから……

　アイトはエイチに告げる。

「今は、騎士の拠きよ点てんに向かってる」

「……騎士ですか？」

「そうだ。情けねえ話だが、俺は他に頼たよれるやつを知らない。それに──そこにいるヤツなら、俺が思いつかない〝他の方法〟を思いつくかもしれねえ。あと……」

「あと？」

　エイチが首をかしげる。

　アイトは拳こぶしを握にぎりしめた。

「……謝らなきゃならねえ。今度こそ助ける、任せてくれって言っておきながら、まんまとリゼットさんを囚とらわれの身にしたことを。だから、まずはあいつらに会いに行く」

「その〝あいつら〟っていうのが、例の？」

　エイチが首をかしげる。

　アイトはうなずいた。

「ああ。……小鳥遊たかなし颯真。たぶんこの世界にいる中で、一番平和で一番強力な能力を持ってるやつだ。だから一刻も早く会って話を──」

　言いかけたところで、アイトは気づいた。

　ガサガサと、風もないのに金色の草原が揺ゆれている。

　そして──

　アイトを取り囲むように、多くのヒトガタが出現した。

　それは先ほどユウが作り上げた黒い巨きよ人じんを小さくしたようなデザインだ。

　そいつらは、アイトを取り囲むように、扇おうぎ形がたに布ふ陣じんしていた。

　エイチが目を見開く。

「まさかあの人が追いかけてきたんですか？」

「……いや。ユウ本人みたいに、イヤな迫はく力りよくがない。あれはたぶん──ユウの能力を借りた別な連中だろう」

〝未来人〟の多くはアイトの実力を知っている。

　だから、荒あら事ごとに備えてユウに武装を作らせ、それに乗ってきたのだろう。

　二つ発見があった。

　ユウがわざわざ他者のために武装を作るほど、〝クーデター〟に本気だということ。

　そして──ユウ本人が直接自分を追いかけてくるつもりがないこと。

　──つまり、話をしたきゃ乗り込んでこいってわけか。

　アイトは舌打ちする。

　それから、エイチにだけ聞こえる声で言った。

「まずはこいつらをまかないと。こんなの引き連れて逃にげ込めねえからな」

　エイチが苦い表情をする。

「でも、私はしばらく能力を使えそうにないですよ」

「……回復するまでは、俺がどうにかするさ」

　アイトは拳を握りしめた。

　それを見計らったように──

　刃はのような手足を持つ全長三メートルほどの黒い巨人たちが、アイトにとびかかった。







　■ユウ




　アイトが逃げ去ったあと──

　ユウは真っ暗な部屋で横になっていた。

　周囲にはなにもない。ベッドだけはあるのだが、すべてに黒い映像を貼はり付けてどこになにがあるかわからないようにコーディネイトしていた。

　ユウの能力はかなり集中力がいる。

　そのため、なにもない自室で目を閉じて沈ちん黙もくし、鋭えい気きを養やしなうのがユウの休息法だった。




　──細工は上々か。ハッ、クッソくだらねーことしてんな、ボクも。

　自分の行いに自分で笑う。

　裏切り、クーデター。

　アイトの絶望したような顔。

　記き憶おくを反はん芻すうしながらユウは笑った。

　アイトは、怒いかり狂くるうだろうか。

　そうでなくては困る。

　あのフヌケは、少し我を忘れるぐらい怒おこった方が、戦いがいがある。

　──でも怒らねーだろうな。捕とらえてるアイツの仲間を傷つければ怒るかもな。

　ニヤニヤと笑った。




　一人の時間を楽しんでいると──

　不意に、部屋の扉とびらが開いた。

　ノックもなしの来客に、ユウはあからさまに不ふ機き嫌げんな顔をする。

「……おい、誰だれに断ってボクの部屋に入ってんだ。殺すぞ」

　来客は一いつ瞬しゆん怯ひるんだが、すぐに顔に笑えみを浮うかべた。

　いやらしく汚けがらわしい笑みだった。

　来客の、あごひげを生やした、細身の少年──ジーが言う。

「な、なあ、ユウ、アイトに味方するって連中、どうするよ？」

　ユウは片かた眉まゆを跳はね上げる。

　この表情は彼と付き合いの深い者なら『これ以上話しかけたら暴力に訴うつたえられる』と判断するに充じゆう分ぶんだったが、ジーは表情に気付いていないようだ。

　答えがないのを『話を続けていい』という意味にとったのか、言葉が続く。

「どうせこんな状じよう況きようだ。好き勝手やらないか？　じ、実はさ、前にひどくオレをふった女がいてさ、あいつ、前々から生意気だったし、自分の立場をわからせるっていうか……なあ、いいだろ!?」

「……」

「おい、ユウ!?　い、いいんだな？　黙だまってるってことは、好きにしていいんだな!?」

　ユウはため息をつく。

　そして、〝アトマシン操作〟により巨きよ大だいなハサミを作り出した。

　ハサミはジーの首を捉とらえ、動く。

　そして、その刃が首皮一枚を浅く斬きったところで、ユウはハサミを止めた。

「おっといけねー。うっかり殺すとこだった」

　棒読みだった。

　ジーが今いま更さら気付いたように、尻しり餅もちをつく。

「な、なにすんだ！　仲間だろ!?　仲間に手を出すなよ!?」

「仲間？　お前が、ボクの？」

　ユウは起き上がった。

　そして、ジーのすぐ目の前まで歩き、しゃがむ。

「おもしれーなお前。勝手に部屋に入ってきて、勝手にわめき散らして、あげくの果てに仲間扱あつかいか？　笑いすぎて手が滑すべるところだったじゃねーか。お前も死因が〝うっかり手が滑って〟とかカッコつかねーからイヤだろ？　よかったな、ボクが思いとどまって」

「……は、は、な、なんで」

「いいか、お前を教育しなかったお前のラボの博士の代わりに、ボクがお前に教育してやる。〝返事がない〟は〝黙らないと殺すぞ〟って意味だ。覚えろ。お前は雑魚ざこだ。ボクは雑魚が嫌きらいだ。だが、じっとしてる限りは見み逃のがしてやる。でもな──ボクの拠点で好き勝手やったらその限りじゃない。わかるな？」

　ユウは笑った。

　ジーは、浅い呼吸を何度も繰くり返す。

　言葉すらない。

　ユウは笑顔のまま言う。

「ボクが笑ってるうちに出て行け。そして自分の部屋で呼吸だけしてろ。他ほかの動作は一いつ切さいするな。覚えておけよ、お前の周囲には目に見えない超ちよう小こ型がたの機械が無数にただよっていて、それら全部がボクの目であり耳であり手足だ。ボクの支配する領域でボクに逆らうな。一回目だから優やさしいボクは警告してやったが二回目はねーぞ」

「は、は」

「出て行けって言っただろ？　……それとも内側からその聞こえない耳をむしりとってやろうか？　わかるよなあ、ボクの力は極ごく小しようの機械だ。人体に侵しん入にゆうなんて造作もねーんだ」

　ジーが慌あわてて立ち上がりながら、出て行く。

　扉が自動で閉じて──

　ユウは再び、真っ黒な景色の中で、横になる。

　乞こわれて立ってはみたものの、お山の大将というのは果てしなく面めん倒どうくさい。

　──どこまでボクの苛いら立だちもあいつらの暴走も抑おさえきれるかわかんねーな。雑魚どものくせに面倒くせー。いっそ全員殺しちまうか。

　考えるものの、今はそんな気分ではなかった。

　──ボクの気が向く前に帰ってこないと、お出で迎むかえがいなくなっちまうぞ。

　ここにはいないアイトに向けて、そんな思念を飛ばしてみた。

　テレパシー能力はないので、当然、相手に伝わることはない。

　ユウはこのむなしい一人遊びに自分で笑う。

　それから、目を閉じて静かな寝ね息いきを立て始めた。
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　　　　１




　騎き士しの拠きよ点てん──

　その上空には、ずっと灰色の雪雲がたれこめたままだ。

　雪もまばらにちらついており、かなり寒い。

　おまけに今、颯そう真まがいる場所は石造りの広い部屋だった。




　会議室、と颯真が呼んでいる場所だ。

　バスケットコート半分ほどの大きさの空間には、粗そ末まつな木製の椅い子すが四脚きやくと、長机が一つだけしかなかった。

　集つどっている人員も少ない。

　全部で四人だけだ。

　颯真は自分以外の三人を改めて見回した。




　一人はデボラだ。

　魔ま女じよの代表としてこの場にいるのだが、かなり不機嫌そうな顔をしている。

　この場にいる四人は、長方形の長机を囲むように座っている。

　颯真は通訳という役割の都合上、一番奥の席──魔女代表と騎士代表の間──に座っているのだが……

　デボラは颯真から見て右側にいる。

　だが、ほとんど颯真と肩かたが触ふれそうなほど、颯真側に椅子を持ってきて座っていた。

　魔女というのは排はい他た的で内向的な集団だ。

　それは勢力全体の特とく徴ちようでもあるが、デボラ自身の特徴でもある。

　ようするに、人見知りしている。

　なので他の二人よりは話したことがある颯真のそばに寄り添そっているというわけだ。




　一人はクロエ・ホワイトという騎士代表だ。

　赤い髪かみを腰こしまで伸のばした、小さな体の女の子だ。

　まだ幼い彼女だが、一つの勢力をまとめている。

　というのも、騎士という勢力には子供しかおらず、その中だと彼女が一番年上なのだ。

　さらに他の子供と違ちがい、体のサイズにあった鎧よろいと剣けんを装備している。

　もともと騎士としての訓練を受けていたりしたのかもしれないと颯真は考えている。




　もう一人は、霧きり咲さき菊きつ花かという少女だ。

　颯真たちのクラス、二年Ｆ組の代表という立場だ。

　今回している話には直接関係ないのだが──

　情報の共有化は大事ということで、一応、参加している。




　──僕はもう寝ねたいんだけどなあ。

　もう夜も遅おそい。

　しかも昨日今日と歩き回ったのだ。

　おまけに異世界という慣れない状況である。

　あと、この世界に来て〝意い思し疎そ通つう〟──文化も時代も違う相手とコミュニケーションがとれるという能力に目覚めてしまったせいで、しゃべり通しである。

　今もそうだった。




　魔女と騎士は一いつ触しよく即そく発はつの状況にある。

　というのも──

〝化け物〟が出るという事件があった。

　騎士勢力は、その凶きよう悪あくな〝化け物〟を操あやつり人を襲おそわせていたのは魔女なのではないか、と考えている。

　魔女と〝化け物〟が一いつ緒しよにいるところを見た、という理由があってのことだが……

　その話を聞いた魔女側の人物・リゼットがその疑いを否定した。

　そこで、騎士たちは魔女に〝化け物と魔女が関係ない証しよう拠こ〟の提出を求めたのだ。




　颯真は木製のジョッキに入った水を飲み干す。

　それから、今までしていた話を総そう括かつした。

「ええっと……つまり、魔女は〝証拠なんかない〟、騎士は〝証拠がなきゃ認めない〟で平行線のままってことだよね」

　ため息混じりに言う。

　それから、デボラを見た。

　彼女は不満そうに頰ほおをふくらませてクロエを見る。

「デボラたちはなにもしてないもん。なんでこいつらにいちいち〝証拠〟を出さなきゃいけないのかわかんないよ」

　先ほどからこんな調子だった。

　とりつく島もない。

　颯真は困った顔でクロエを見た。

「ちなみにだけど、魔女が〝なにもしてない証拠〟を提出しなかった場合、騎士としてはどういう行動に出るつもり？」

　クロエが無表情のまま首をかしげる。

「もちろん、出て行ってもらうです。敵かもしれない相手を拠点に置いておくほどわたしたちは吞のん気きじゃないのです」

「だよねえ……でも、魔女を置いてもらわないと、僕らも困るんだけど」

　颯真はため息をついた。




　もともと、颯真が魔女に接せつ触しよくした理由は二つある。

　その一つは、騎士が魔女を疑っていることを知ったリゼットが疑いを晴らしたがったからという理由だが……

　もう一つの理由というのが、〝クラスメイト捜そう索さく〟というものだ。

　颯真や菊花が所属する二年Ｆ組は、まだ全員が合流していない。

　だが、捜さがしに行こうにも外は〝化け物〟がおり、安全性の面から困難だった。

　そこでクラスメイト捜索を安全にする戦力として、〝魔ま法ほう〟を使える魔女たちに協力を求めに行ったのだ。

　だから、魔女を拠点から追い出すのはあまりよろしくない。




　それに、リゼットは魔女が他勢力と協調していくことを望んでいるようだった。

　彼女に恩がある颯真としては、魔女と騎士の仲をとりもっていきたいと考えている。

　というか──

　颯真はデボラに問いかける。

「クラスメイト捜索は協力してくれるってことでいいんだよね？」

　実はこの会議の最初にした質問だった。

　その時、デボラの内向的で排他的な性格を知っている颯真としては、ＯＫをもらえると思っていなかったので、かなり身構えて話をしたのだが……

　すんなりＯＫをもらえてしまったので、本当にいいのか不安になったのだ。

　デボラが唇くちびるをとがらせる。

「ソーマの仲間を助けるのは、協力するって言ってるの」

「ありがたいんだけど、なんだか意外でさ。理由とか聞かせてもらってもいい？」

「リゼットを助けてくれるから、お返しなの。あとで『あの時助けてやっただろ』って言われるのはイヤなの」

　ようするに、借りを作りたくないという話らしい。

　──貸し借りをさっさと清算したがるっていうのは、関係性を保ちたくないってことだよなあ。

　正直なところ、颯真も気持ちはわかる。

　自分が忘れたころに貸しだの借りだの言われると面倒くさいことこの上ない。

　そして颯真は面倒事が嫌きらいだ。

　なので、さっさと誰だれにでもわかるかたちで清算したいと思うのは、共感できた。

　なににせよ魔女はクラスメイト捜索に協力してくれる。

　だからこそ──魔女を騎き士し拠きよ点てんから追い出されるのはまずい。

　──どちらを説得するべきだ？　魔女に証拠を出すように言うべきなのか、騎士に魔女を疑わないよう説くべきなのか……

　いやそもそも──魔女の拠点にクラス全員で移るという選せん択たくもありうるのだろうか。

　──でも、魔女が今後もずっと協力してくれる保証はない……というか高い確率でクラスメイト捜索だけの協力関係だろうから、その後の生活ができなくなるか。

　魔女や騎士のように、拠点をかまえて自分たちだけでやっていく手もなくはない。

　だが、そこまでの力はないし──

　助けてくれた騎士に失礼だと思うので、きっと菊花が了りよう承しようしないだろう。

　颯真が黙だまり込んでいると──

　クロエが大きなため息をついた。

「眠ねむいのです」

　颯真は苦く笑しようする。

「……ごめんね」

「いえ、ソーマが謝ることはないのですよ。こちらとしても魔女の処しよ遇ぐうについては緊きん急きゆうで決める必要性を感じているのです。ただ──予想以上に魔女が話のわからない、協調性のない連中というだけなのです」

「……ははは」

　颯真は横目でデボラを見た。

　デボラは颯真の袖そでをつかんで、不安そうに首をかしげた。

　──クロエの言葉がちゃんと通じてたら、戦いになったかもなあ。

　つくづく言葉が通じなくてよかったと安あん堵どする。

　颯真はクロエに視線を戻もどした。

「それで、僕としてはクロエさんたち騎き士しか、デボラさんたち魔女、どちらかに譲じよう歩ほしてもらいたいと思ってるんだけど……」

「譲歩案を出すので、伝えてほしいのです」

　クロエがもう一度ため息をついた。

　見た目の年ねん齢れいで言えば、クロエのほうがデボラよりやや子供だが──

　精神年齢で言えば、クロエが大人のようだ。

　颯真は笑う。

「わかったよ。どんな譲歩？」

「そこの魔ま女じよの様子を見ていて思ったのです。たぶん──魔女全体は〝化け物〟と関係ないのです。だから、わたしは推理を変えることにしたのです」

「推理っていうのは──〝魔女が化け物を操って人を襲わせている〟っていう？」

「そうなのです。魔女の代表がこいつなら、魔女という組織はかなり幼いと思うのです。愉ゆ快かい犯はん的に他勢力を攻こう撃げきしそうではあるのですが、〝化け物を調教〟なんていう手間のかかることはしないと思うのです」

「……僕は今、心からクロエさんとデボラさんが意思疎通できなくて安堵してるよ」

　ほとんど真横でデボラが首をかしげた。

　というか、デボラはだんだん颯真に近づいてきている。

　魔女の拠きよ点てんでも思ったが──

　クロエの言う通り魔女という組織が化け物を操っているとは考えにくい。

　これだけ人見知りな彼女たちがわざわざ他勢力にかかわるような真似まねをするとは考えにくいのだ。

　クロエがかすかに笑う。

「わたしは、魔女の中に異い端たん者しやがいると考えたのです」

「異端者──つまり、はみ出し者、はぐれ者、ぐらいの意味合いかな」

「なのです。そしてこちらの譲歩というのが──証拠の提示はしなくていいのです。その代わりに、化け物と一緒にいたことのある〝はぐれ魔女〟を我々の前に連れてきてほしいのです」

「……物は言いようって感じだなあ」

　クロエの言うように〝はぐれ魔女〟を連れてくるというのは、ようするに証拠の提出と変わらない。

　提案をより具体的にしたというだけだ。

　あるいは──たとえ魔女全体が〝化け物〟を操っていたとしても、その〝はぐれ魔女〟一人差し出せば今までの被ひ害がいには目をつむる、という意味合いだろうか。

　なににせよクロエはかなり頭が回る。

　──これで僕の代わりに〝意思疎通〟ができたらよかったんだけどなあ。

　騎士団、クラスメイトともに、まだ能力に目覚めた者はいなさそうだ。

　ただ──クロエは言い方がキツい時がたまによくあるので、色々な組織と問題を起こしそうでもあるが……

　ともあれ、颯真はクロエの提案をそのまま、言い方だけ柔やわらかくしてデボラに伝えることにした。

「デボラさん、魔女の中で〝化け物〟に接触したことのある人間はいない？　あるいはリゼットさんみたいに別行動をとってる人とか。そういう人がいたら、ちょっと話をさせてほしいんだけど」

「〝化け物〟に遭あった子はみんな死んでるの」

　デボラが悲しげにうつむく。

「それは、その……なんというか」

　言葉に詰つまる。

　だが、デボラは首を横に振ふった。

「いいの。みんな、ちゃんとデボラが焼いたの。神様も天国もないってデボラはもう知ってるの。だから、死んだみんなは、まだデボラたちと一いつ緒しよなの」

　──そういえば、魔女を迫はく害がいしてたのは、神様とか天国の存在を謳うたってる人たちか。

　デボラも色々乗り越こえているのだと颯真は知った。

　だから颯真はたずねる。

「じゃあ、単独行動をしてる人はいないかな？　……それとも、突つき出すみたいで言うのは気が引ける？」

「捜さがすの？」

「え？」

「デボラたちにも行方ゆくえのわからない仲間がいるの。名前を言ったら、捜してくれるの？」

「……騎士に捜索の協力を頼たのめるかはわからないけど、僕は見つけるのに協力するよ」

　魔女と騎士が協力していくために必要な行動だ。

　実利的にも、リゼットの望みを叶かなえるという意味で精神的にも、そしてむやみに人と人が争う火種を消すということで将来的にも、するべき努力だろう。

　デボラが、ぽつりとつぶやいた。

「クラリッサなの」

「……それが、はぐれた仲間の名前？」

「そうなの。デボラたちがこの世界に来た時に拠点を出て行った仲間なの。……リゼットと同じように、このままじゃダメだって……」

「リゼットさんより早期に魔女の拠点を飛び出した人がいたんだね」

「うん……まだ、クラリッサがなにを言ってたのか──リゼットがなにを考えてるのか、デボラはよくわかんないの。でも、会って話したらきっと……リゼットの言ってたこともわかるかもしれないの」

「『世界を見て』だっけ。なるほど……魔女としても〝はぐれ魔女〟──クラリッサさんを捜したいわけだ」

　颯真はクロエを見る。

　クロエがうなずいた。

「そのクラリッサの行方がわからないなら、騎士からも人を出すのですよ。本当はそんなことをする義理もないですけど……困っているならば助けないのは我々の騎き士し道どうに反するのです」

「それじゃあ、当分の方針は、〝はぐれ魔女クラリッサ〟とクラスメイトの捜そう索さくでいいのかな。騎士からも人が出て、魔女も人を出してくれる、ということで」

　クロエ、デボラを交こう互ごに見る。

　彼女たちは、うなずいた。

　颯真は安堵の息をついて菊花を見る。

「……ようやくクラスメイトを捜せそうだよ」

　菊花が笑った。

「そうか。だが私は、ようやく、というより、意外と早く、というように思うのだがな。むしろ、今私たちがこの世界に来て三日目になったばかりと考えれば、これだけ迅じん速そくな対応をしていただいてありがたいぐらいだ」

「……ああそうか。まだ二日間しか経たってないんだった。なんだか一日一日がやけに長く感じるよ。こんなことだと僕らはいつ元の世界に帰れるのやら……体感時間的な意味で」

「そうだな……」

　菊花が目を伏ふせる。

　彼女にしては珍めずらしい表情だなと思った。

　颯真は首をかしげた。

「どうしたの？」

「……いや、少し不安になっただけだ」

「菊花が不安になるのは珍しくてなんか怖こわいんだけど」

「私だって不安になることぐらいあるぞ。お前の成績表を見た時など」

「それは不安になるというか閉口するっていう……まあいいや。菊花なら問題があればきちんと言うだろうし」

　颯真はため息をつく。

　もう少し具体的に、菊花やクラスメイトが元の世界に帰る手立てのない現状についてどう思っているか、掘ほり下げたかったのだが……

　正直なところ、追つい及きゆうする体力的・気力的余よ裕ゆうがない。
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　歩きづめであり、〝化け物〟に襲しゆう撃げきされてもおり、今は深夜──いやもう、明け方ぐらいになるだろうか。

　寝ねたい。

　むさぼるように眠りたい。

　颯真は提案する。

「というわけで会議は終わり。行動は──明日からでいいかな。このままクラスメイトの捜索なんかしたら、みんな過労で二次遭そう難なんしそうだ」

　クロエがうなずく。

「なのです。今日は眠ねむって、起きて、それから捜索をするべきなのですよ。というか騎士団はみな数時間前には寝ているのです……ふわぁ」

　あくびを嚙かみ殺していた。

　デボラが颯真の袖を引っ張る。

「終わったの？　だったらデボラも寝るの。部屋を用意させるの」

「……そういえば魔女たちは今、絶賛放置中なんだっけ」

　魔女たちに部屋を用意するよう騎士たちに言った記き憶おくがなかった。

　──配はい慮りよするべきなのに忘れてる……これはもう今日の活動は無理だな。

　颯真はため息をつく。

　心情的にはすぐにも眠りに就つきたかったが、そうもいかなさそうだ。

　──早く誰だれか〝意い思し疎そ通つう〟の能力に目覚めてくれないかなあ。

　今負っている役目や責任を投げ出そうとは思わないが──

　分業できる相手ぐらいは、ほしかった。




　　　　２




　翌朝──

　ベッドで眠っていた颯真は、心地ここちよい揺ゆれを感じていた。

　まるで海でプカプカと浮うかんでいるような、ささやかな振しん動どうだ。

　──ああ、誰かが僕を起こそうとしてるんだな……

　頭では理解しているのだが、なかなか目が開かない。

　たまりにたまった濃のう厚こうな疲ひ労ろうと、簡素なベッドの意外な心地よさ──あと、空気の冷たさのせいで、ベッドから出る気分になれなかった。

　──冷静になって考えろ。僕は今まで、この世界で最低限生きていける環かん境きよう作りのためにがんばった。

　──今日はクラスメイト、そして〝はぐれ魔女クラリッサ〟を捜さないといけない。

　──拠点の外が危険なのは変わらないし、魔女と騎き士しの間にはまだまだ溝みぞがある。

　──この二勢力が意思疎通するには僕の力が必要で、だから僕は寝ね坊ぼうしちゃいけない。

　──でも、今までがんばったから今日はいいかな……

　颯真は結論した。

「菊花、頼む、あと五分寝かせて……」

「早く起きないとぶっ殺すよ」

「ヘァッ？」

　あきらかに菊花のものではない声だった。

　もっと幼くてどこか甘ったるい。

　颯真は目を開く。

　すると──そこには、不満顔でこちらを見下ろす、デボラの姿があった。

　颯真は混乱する。

「え、なんでデボラさんが僕を起こしに？　僕が知り合った中で一番そんな殊しゆ勝しようなことやらなそうなのに……」

「……リゼットが無事に帰ってきたら、お前は絶対にぶっ殺すよ」

　デボラが怒おこった顔になる。

　颯真はボリボリと頭を搔かいた。

「ええと、それで、なんでわざわざ？　ああいや、まずはわざわざ起こしてくれてありがとうって言うべきかな……」

「デボラは今、困ってるの」

　しゅんとした表情だった。

　颯真は首をかしげる。

「困ってる？　なにかあったの？」

「お前と同じ服の連中がデボラたちを見て騒さわぐの。なに言ってるかわかんなくて……」

「ああ、言葉通じないからね……」

　あからさまに魔ま女じよだし。

　クラスの連中はそりゃあ騒ぐだろう。

　──そういえばクロエさんたちに対してはどうだったんだろう……

　騎士を見ても騒ぎそうなものだが……

　クロエのことだし、そつのない対応をしたのかもしれない。

　いや、最初、クラスメイトは騎士たちにより武器を突きつけられて拠きよ点てんに連れ込まれたのだった。

　この世界に来たばかりで混乱していただろうし、武器を突きつけられてまで騒ぐほどの精神的余裕は、さすがの二年Ｆ組にもなかったのかもしれない。

　──そう考えると魔女たちはタイミング悪かったんだなあ。

　この世界に来て三日目である。

　ちょうど、精神的に余裕が出始めるころだろう。

　三日で余裕ができるというのもかなり図太い感じだが、二年Ｆ組はそういうやつらの掃はきだめだ。

　そして──デボラや魔女たちは人見知りである。

　自分たちを見て騒ぐ言葉のわからない集団というのは、かなり怖かっただろう。

　颯真は謝罪する。

「ごめんね、怖がらせて」

「こ、怖がってなんかないの。デボラは……その、怖がっては、ないの！」

「……はいはい、そうだね。怖がってないね」

「そうなの！　それで……どうにかできるのはお前だけだから、デボラはお前を起こしに来たの。怖いから逃にげてきたとかじゃないの……ほ、ほんとなの」

　いじけた表情だった。

　颯真は笑った。

　だが──ふと疑問が浮かぶ。

「あのさ、今からすごく失礼なことを言うけど……デボラさんが本当は怖くて逃げてきたのがあきらかだってあたりをつっこむわけじゃないから、そこは安心してほしいけど」

「その前まえ振ふりがすでに失礼なの。ぶっ殺すよ」

「そうそう、それ。僕と会った時はすぐに僕を攻こう撃げきしてきたのに、よくクラスメイトの前では我が慢まんしたね？」

「だって……」

　デボラが頰ほおをふくらませる。

　怒っているというよりは、どこかすねている様子だった。

「リゼットがそういうのよくない、みたいなこと言ってたの」

「……たしかにリゼットさんは他ほかの勢力との協調を望んでたみたいだね。でも、それは僕と出会う前からだろ？」

「そうなの。だけど……あのね、デボラね、リゼットの言ってること、よくわかんないの。デボラは強いよ。みんなも強いよ。だから気に入らないやつはぶっ殺せばいいよ。でもね……リゼット、怪け我がしたの」

「……そうだね」

「デボラね、リゼットを守りたかったよ。でも、守れなかったの。デボラたちはみんな強いけど……ほんとに〝みんな〟じゃないの。それに、デボラたちはリゼットを治せないの。ソーマがいなかったら、たぶん、たぶんだけど……リゼットの治しかたわかんなくって、困ってたと思うの」

　デボラの口調はたどたどしかった。

　だが、その分、一いつ生しよう懸けん命めい考えながらしゃべっているのだということが伝わってくる。

　颯真は彼女の言葉を待つ。

　たっぷり考えてから、デボラは言葉を続けた。

「だからデボラはね、あのね……ちょっとだけ、リゼットの言ってることわかったの。すぐぶっ殺しちゃダメなの。あの化け物みたいに強いのもいるかもしれないの。ソーマみたいに強くないけど色々できるのもいるかもしれないの。だからデボラはね、もう、あんまりぶっ殺さないことにしたの」

「……そうだね」

　颯真はデボラの頭をなでる。

　リゼットが意識不明に陥おちいっていること、それを〝いいこと〟とは言わないが──

　彼女が身を挺ていしてくれたおかげで、デボラが少しずつ外に目を向け始めている。

　颯真は自分の命が助かったことよりもデボラの成長のほうが価値があることに思えた。

　デボラが颯真の袖そでを引っ張る。

「ね、ね、ソーマ」

「なんだい？」

「デボラがぶっ殺さなくても、ソーマはデボラを見捨てたり殺そうとしたりしないの？」

　──そういえば、魔女たちが排はい他た的で内向的なのは、他者への恐きよう怖ふからなんだよな。

　ひどい経験をしてきたらしい彼女たちだ。

　それが少しずつ心を開こうとしているのかもしれない。

　だから颯真はうなずいて、優やさしく笑った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。リゼットさんには恩があるし──そもそも、僕だって殺したり殺されたりはイヤだからね。クラスの連中も、騎士もそうさ」

「……でも、ソーマの仲間はとりかこんでうるさく言うの。なんか……デボラ、やだよ。元の世界のこと思い出して、怖こわいよ」

「怖いの？」

「……こ、怖くないけど、怖いよ……？」

　妙みような意地のはりかただなと思った。

　颯真はため息をつく。

　それから、立ち上がった。

「クラスの連中も悪気はないんだよ。ただ──いやがることをするのはよくないね。あいつらはデボラさんたちになにがあったか知らないだけだから、僕がきちんと説明するよ。君たちの事情をね」

　それができるのは自分だけだ。

　──本音を言えばもう少し寝ねていたかったけど……

　人が集まれば軋あつ轢れきも起こる。

　どうしようもない思想の違ちがいもありうるだろう。

　でも、言葉が通じないだけで争うというのは非常に馬ば鹿からしい。

　そんなことに労力を使いたくはない。

　ベッドと別れるための理由付けも充じゆう分ぶんだ。

　颯真は魔女とクラスメイトの仲立ちをするために、部屋を出る。

　今日も一日が始まろうとしていた。
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　味気ない朝食が終わった。

　メニューはやっぱりパンと水だ。

　だが、今日はスープがあった。

　……正確なところを言えば、葉っぱ系の野菜を茹ゆでて、それを茹で汁じるごと飲むという代しろ物ものだ。

　ここに来て颯真はようやく気付いたのだが、騎き士しの拠点には塩がない。

　存在自体はするらしいが、貴重なのでよほどの時にしか使わないようだ。

　──近場に海もあるし、塩を作ってみるのもいいかもなあ。

　作り方はテレビで見たぐらいなのが不安だが、クラスの中にはそういう妙な知識を持ったやつがいても不思議ではない。

　颯真はひそかに決意して、今後の食料環かん境きようの改善を願った。




　これから、クラスメイトや〝はぐれ魔女クラリッサ〟の捜そう索さくを行う。

　まずはチーム分けのために騎士、魔女、クラスメイトたちが古城の前に集まっていた。




　古城前にはまばらに雪が積もった平原がある。

　崩くずれた石造りの家屋が点々と存在こそするが、かなり広い場所だ。

　普ふ段だん、騎士が訓練に使っている場所だという。

　それも納なつ得とくで、騎士、魔女、クラスメイトの全員が集つどっても余よ裕ゆうなぐらいの広場だ。

　颯真の知るもので一番広さと〝感じ〟が近いのは、高校のグラウンドだろうか。




　それにしても──

　──壮そう観かんだなあ……

　颯真は目の前に集った集団を見て思う。

　自身は並んでいる三勢力の正面にいた。

　ちょうど、朝礼をする校長先生のポジションだ。




　右みぎ隣どなりにはクロエがいる。

　背筋をピンと伸のばし、騎士たちを見ている。

　クロエ側──颯真から見て右に並ぶ騎士たちは、全部で四十人ほどいた。

　全員が十歳前後の子供だというのに、他の二勢力よりも美しく整列し、私語の一つもない。

　普段から訓練を受けているのだろうことが、その整列する姿だけでうかがえる。




　左ひだり隣どなりにはデボラがいた。

　半分ぐらい颯真の背に隠かくれるようにして、たまに他勢力の誰だれかと目が合うと、ビクリと身を震ふるわせている。

　三つの勢力の真ん中にいる魔ま女じよたちは、二十人ほどの小規模な集団だ。

　ひそひそ話しながらたまに颯真を見たり、不安がる仲間を抱だきしめたり、隣となりの勢力をジロリと気に入らない視線でながめたりしている。

　集まってはいるが整列はしておらず、居い心地ごこち悪そうに両りよう隣どなりの集団を見ていた。




　デボラよりやや遠く、颯真の左側には菊花がいる。

　無表情だが、たまにデボラに視線を向けていた。

　颯真には菊花が怒おこっていることだけがわかる。

　理由はさっぱりだったが、あとでなにか文句を言われそうな予感がした。

　颯真から見て左側に並ぶ二年Ｆ組は、全部で十四人いる。

　もちろんクラスメイト全員というわけではない。

　農作業でこの時間にやることがある連中が欠席しているのだ。

　それに──行方ゆくえ不明者も多い。

　二年Ｆ組はまだ、全員が集合していないのだ。

　仮か名ながどうなったかもわからないので、そちらの検証も重要だが──まずは音おと沙さ汰たのない仲間を捜さがさねばならないだろう。




　颯真は右隣にいるクロエに意見を求める。

「捜索のグループ分けだけど、騎士としてはどのぐらいの人数を出してくれるの？」

　クロエは悩なやむようにうなってから答える。

「二十人は拠きよ点てんに残したいのです。警備の他に家事や農業もあるです」

「……つまり二十人も出してくれるのか。充分だよ。ありがとう」

「本当はもっと早くに捜索してあげたかったのです。我々騎士は力なき民たみを守ることが仕事なのです」

「……〝フェーデ〟だっけ？　それはやっぱり騎士団の法はつ度とみたいなものなの？」

「全然違うのです。でも、惜おしいのです」

「どっちなんだ」

「興味があれば時間がある時に教えるのですよ。とにかく、我々は力なき者を守るのです。それだけわかっていればいいのです」

「そうだね。言う通りだ」

　颯真はうなずく。

　それから、デボラを見た。

「魔女は全員が協力してくれるの？」

　デボラが唇くちびるをとがらせる。

「強いのは十人ぐらいなの。デボラも強いの。なにかあったらだいたいのものはぶっ殺せるの」

「……分かれて騎士や僕のクラスメイトと組んでもらいたいんだけど、大丈夫かな？」

　デボラが難しい顔をした。

「分かれるの？」

「そうだけど……捜索の手は多いほうがいいだろ？　魔女は強いみたいだし、できれば分散してもらいたいんだけど」

「その方がいいの？」

「まあ、そうだね」

　デボラが無言で仲間たちの方へと向かった。




　彼女の仲間──魔女たちは、デボラを迎むかえ入れて話を始める。

　互たがいに顔を見合わせるように円えん陣じんを組んで話す魔女たちの会話は、他ほかの勢力の人間にはわからないだろうが、颯真にはわかった。




「分かれるんスか？」

「……分かれるって言ってた感じ」

「おなかすいた」

「自分らは大丈夫ッスけどデボラちゃんは大丈夫ッスか？」

「……一人で平気？　怖くない？」

「ねむい」

「デボラは大丈夫だよ。リゼットと一いつ緒しよにいたソーマと一緒なら……」

「リゼットさんのにおいがついてるんスか？」

「……犬か」

「ここさむいよね」

「みんなは平気なの？　デボラはよくわかんない人と一緒はイヤだけど……なんかソーマと同じ服の人たち、すごくデボラたちのこと見てくるし……」

「興きよう味み津しん々しんって感じッスよね」

「……あまり敵意がない。新しん鮮せんな感じ」

「ゆきってたべられるのかな？」

「みんなが平気なら、デボラも平気だよ。リゼットが帰ってきた時に褒ほめてもらうために、がんばれるよ」

「デボラちゃんががんばれるなら、自分らもいけるッス」

「……なにかあったら、森でも山でも燃やして助けを呼んでほしい感じ」

「たべものはあったかいほうがすきー」

「わかったの。デボラ、がんばるよ。みんなもがんばるの」

「うすうす。んじゃ自分らもがんばるッスよ」

　話している最中、デボラはしきりに頭をなでられたり、頰ほおをつつかれたり、抱きしめられたりしていた。

　──勢力をまとめてるっていうよりも、みんなにかわいがられてるって感じだな。

　颯真は微笑ほほえましく思う。




　デボラが早足で颯真のもとに帰ってくる。

　彼女は颯真に向けてうなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶだったの」

「……聞こえたよ。それじゃあ、魔女たちは分かれてくれるっていうことで──ええと、編制とかは魔女の能力次し第だいなんだけど、デボラさんの言う十人は、一人一人が〝化け物〟と遭そう遇ぐうしても最低限逃にげられるだけの能力は持ってるんだよね？」

「デボラぐらい強いの。ぶっ殺せるよ」

「なら安心だ。──クロエさん、騎士たちは何人一組での行動になるの？」

　颯真はクロエに視線を向けた。

　彼女が即そく答とうする。

「我々は常に五人一組で行動しているのです。人間以上の存在との戦せん闘とうは難しいですが、警けい戒かいであれば充じゆう分ぶんな力を発揮するのです」

「騎士が五人、魔女が……全部で四グループだと、二人か三人かな。そこに僕のクラスメイトが入ればいいのか」

　颯真は菊花を見る。

　菊花がうなずいた。

「なにかあった時に逃げられるようなのを四人選出しよう。お前たちもそれでいいな」

　彼女がクラスメイトを見る。

　クラスメイトは軽い調子で『オッケー』と言った。

　──しかし緊きん張ちよう感かんないなあ……

　颯真は思わずクラスメイトに問いかける。

「えっと、〝化け物〟が出る可能性……死ぬ可能性もあるんだけど、大丈夫？」

　クラスメイトがばらばらと回答をよこした。




「大丈夫大丈夫いけるいける。俺、陸上部だったし……中学時代」

「死ぬかもとか言われてもよくわかんないからオッケーじゃない？」

「フィリップス捜さないと。あの子は殺しても死ななそうだけど毒キノコとか食べて死にそうではあるし」

「渋しぶ沢さわあたりは他の勢力たきつけて攻せめてきたりしそうだよなあ……遊びで」

「早く見つけないといろんな意味で不安なのが、まだ何人もいるしねー」




　満まん場じよう一いつ致ちで、クラスメイトを捜しに行くことに異論はなさそうだ。

　──なんだかんだ言っても心配だしなあ。

　人として。

　あとはやっぱり、クラスメイトとして。

　二年Ｆ組には謎なぞの連帯感みたいなものがあり、クラスメイト同士の仲はいいのだ。

　菊花がまとめているというのもあるが──

　もともと、クラスに集められた全員が〝厄やつ介かい者もの〟なので、そこからくる仲間意識もなくはないだろう。

　なににせよ、見ていて楽しいクラスだよな、と颯真は思う。

　だから、欠けてはならない。

　──やっぱり僕の主目的は、〝はぐれ魔女クラリッサ〟の捜そう索さくよりも、クラスメイトの捜索になっちゃうよなあ。

　恩があるリゼットや、世話になった騎き士したち、疑われている魔女たちには悪いが、どうしようもなかった。

　颯真は注目を集めるために手を叩たたく。

「それじゃ、捜索を開始しようか。手伝ってくれる騎士たちは普ふ段だん組んでる五人ごとに分かれて前に来て。魔女たちは二人組を二つ、三人組を二つ作って、てきとうな騎士と──ああいや、僕のところに来て。菊花、クラスメイトは任せる」

「承知した。ところでお前も行くのだろう？」

　菊花が首をかしげる。

　颯真は苦く笑しようする。

「やっぱりここまで仕切っておいて行かないというのも悪いよねえ……いや、僕は言葉がわかるから、残ったクラスメイトが騎士から農業を教わるのの手伝いをしたほうが賢けん明めいかと思ったんだけど」

「……ふむ、一理あるな。ならば颯真は残った方がいいだろう」

　菊花がうなずく。

　だが──デボラが、颯真の袖そでを強く引いた。

　颯真はデボラを見下ろした。

「どうしたの？」

「行かないのはダメなの。ソーマはデボラと組むの」

　──たしかに、人見知りのデボラを一人で行かせるのも問題あるか……

　クラスメイトの発見や警戒などは、様子や空気、動作でわかるだろう。

　だが、人見知りは言葉が通じないと……いや、通じてもどうにもならない場合がある。

　人見知りのせいで〝化け物〟に対応できず死人が出るのは大問題だ。

　現在集つどっているメンバーの中で（もちろん魔ま女じよは除くが）一番デボラと知り合ってからの時間が長い自分が行くのは妥だ当とうか、と颯真は思う。

「わかったよ。僕も行こう。そういうことだけど──菊花、いいよね？」

　菊花が目を細める。

「颯真はずいぶんデボラに甘いのだな」

「いや、彼女、人見知りなんだよ。それに、リゼットさんの妹分だし、僕はリゼットさんに恩があるわけで……」

「……ふん。気に入らないが感情と実利は別だな。わかっているぞ。わかっているから、お前は帰ってきたら私の感情を慰い撫ぶする役目がある」

「どういう意味かわからない」

「とにかく了りよう解かいした。では、お前を含ふくむ四人を選出しよう」

「……助かるよ」

　颯真は首をひねりながら苦笑する。

　感情を慰撫するという言葉の意味はわからないが、昨日の夜から菊花の様子がおかしかったのはわかる。

　帰ったらクラスメイトもふくめて、ゆっくりと話す時間をとりたかった。

　──そのためにも、まずは今あるタスクをきっちり終わらせないと。

　そう考えて、少しだけ憂ゆう鬱うつになる。

　いつになったらがんばらなくていい環かん境きようが整うのだろう。

　──早く誰だれか意い思し疎そ通つうの能力に目覚めてくれないかなあ。

　切望せずにはいられなかった。
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　クロエの提案により、捜そう索さく範はん囲いは〝拠きよ点てんが見える場所まで〟となった。

　昨日までは周囲が森だったが、今日は腰こしまでの高さの植物が生おい茂しげっているだけなので、かなり広こう範はん囲いまで捜索していい、と言える。

　ただし騎き士し拠きよ点てんで鐘かね（教会跡あとがあるようで、そこに鐘があるのだ）が鳴るのが聞こえたら、どんな状態であれ即そく座ざに捜索を中止し、戻もどるという条件だ。

　本日は拠点を中心にして、四グループがそれぞれ東西南北にまっすぐ進んで捜索することになっている。

　颯真は、北を担当していた。




　颯真たちのグループ構成は以下の通りだ。

　クラスメイト発見担当……颯真。

　警戒担当……クロエを含む五名。

　戦力担当……デボラ。

　魔女は二人か三人一組で振ふり分けてほしかったのだが、どうにもデボラと他ほかの魔女とでは戦闘能力に差があるらしい（デボラはそう思っていなかったようだが）。

　デボラがこの世界に来て目覚めた〝魔ま法ほう〟は、炎ほのおと爆ばく発はつだった。

　目視範はん囲いであれば好きな位置を爆ばく破はできる。

　炎は好きな位置に発生させられないが、ボール状にして投げることができるようだ。

　また、服などはダメだが、体はある程度の炎や熱に耐たえられるらしい。

　当たり前の話だが、炎を起こせることと爆発を起こせることは、それぞれ別な話だ。

　加えて、炎を出すから熱に耐えられないと〝困る〟けれど、炎を操あやつることと熱に耐えられることは〝同一〟ではない。

　──爆発とかも急激な発熱でできるから〝熱〟を操る能力ということなのか、炎の能力、爆発の能力、熱に耐える能力の三種類に目覚めているのか……

　こういう仕組みに詳くわしそうなアイトに聞けばなにかわかるかもしれない。

　だが、アイトがなにか知っていたとしても、それはアイトのいた世界の常識だ。

　この世界でアイトの知識や経験をどこまで盲もう信しんしていいかは、検討が必要だろう。

　実際、仮名が消えた現象についても理解が及およんでいない様子だったし……

　──とは言え全部疑ってたらキリがないし、とりあえず信じることにして進めよう。

　今は、デボラが戦力になってくれる、それだけわかっていればいい。




　金色の草原を進んでいく。

　騎士たちは重そうなぶかぶか鎧よろいをまとい、長すぎる剣けんを引きずりながら、彼らにとっては肩かたや胸のあたりまである金色の植物の中を進んでいる。

　颯真は横にいるクロエにたずねた。

「……あのさ、鎧よろい脱ぬいだほうが楽なんじゃないの？」

　クロエが首を横に振る。

「だめなのです。正しい心のあり方は正しい装備から、なのです」

「でも、ぶかぶかで動きにくそうだよ」

「いざという時に動ける程度には訓練をしているのです。それよりも──ソーマもちゃんと周りを見るのですよ。我々は人ひと影かげや〝化け物〟の影を見つければ教えるのですが、確かく認にんはソーマにやってもらわないとわからないのです」

「クラスメイトはね。〝はぐれ魔女クラリッサ〟はデボラさんに確認してもらわないといけないんだけど……」

　颯真は隣となり──クロエと反対側にいるデボラに視線を向ける。

　デボラがうなずいた。

「わかったの」

「ちなみに、クラリッサさんはどんなことができるの？　強い系？　速い系？」




　拠点を出る前に、魔女の能力について軽く確認した。

　その時に颯真が感じたことは、〝魔女の能力は攻めるか逃にげるに特化している〟ということだ。

　デボラをはじめ、捜索に参加した魔女たちは、炎だったり水だったり、竜たつ巻まきだったりと自然の脅きよう威いをそのまま使うような能力の者ばかりだった。

　残った魔女は、リゼットのように飛行（ちょっとだけ浮うく高速移動）や、透とう明めい化、高さは稼かせげるが横方向の移動は遅おそい浮ふ遊ゆうなどの能力だ。

　魔女たちの経歴を聞いていると、彼女たちが一番追おい詰つめられた時にあったらよかったと思った能力なんじゃないかな、と颯真には思えた。

　──でも、そうなると僕は困った時に意思疎通したがったってことになるんだよなあ。

　それはないと自分では思う。

　人との会話はできるだけ避さけていきたい。

　苦手というよりも、面めん倒どうくさいのだ。

　──能力に目覚める、目覚めない……能力の系統とかには、法則性がないのかな？




　颯真が考えていると──

　デボラが悩なやみながら答える。

「んとね……ピカッと光ってビビビビってなるやつなの」

「……雷かみなりかな？」

「そうなの。たぶん。デボラはあんまり雷見たことないけど、リゼットがそう言ってた気がするの。クラリッサは怒おこるとすぐビビビってするからいやなの」

「でも、迎むかえに行くんだね」

「……仲間なの」

　デボラが唇くちびるをとがらせる。

　魔女たちの仲間意識は本物だ。

　だからこそ、早期に拠点を出たというクラリッサのことが気になってくる。

　ケンカ別れでこそないようだが、なにがクラリッサを拠点から外へ向かわせたのか……

　その理由はリゼットと同じなのか別なのか……




　颯真たちは歩く。

　金色の草原をずっと歩いていると、距きよ離り感かんすらあいまいになっていく。

　かなり歩いた気はするが、振り返っても騎士拠点は遠くなっていないように思える。

　──というか、北向きに歩いているなら、右と左に山があったはずなんだけど、それまでなくなってるのか。

　今日の地形は本当に〝一面金色の草原〟だ。

　山すらなく、山が消えていれば見えるはずの海もない。

　地じ震しんどころか音すらなく、ここまで大規模な地形変動が起きる──

　この世界は本当に謎なぞが多い。

　広さすらも一定ではないという話まである。

　──こんなところで特定の誰かを捜さがすっていうのは、途と方ほうもない話だよなあ。

　なにか手がかりなどがあればいいのだが……

　颯真はデボラにたずねた。

「クラリッサさんはどこに行ったかわからないんだっけ？」

「そうなの。出て行くって言って、出て行っちゃったから」

「行きそうなところもわからないんだよね？」

「……そうなの。この世界に来たばっかりのころだったから、行く場所はそんなにないはずなの。仲間だって、デボラたちだけだよ。だから……見つけてあげないと」

　デボラが真しん剣けんな顔で拳こぶしを握にぎりしめていた。

　──大事な仲間、か。

　颯真は少しだけクラスメイトのことを思い浮かべ──

　しかし、首を横に振った。

　颯真は彼らを見ているのが好きだった。

　だが、自分がその一員、欠けてはならない〝仲間〟と思うのは違い和わ感かんがあった。

　かと言って二年Ｆ組のメンバーがいないという事実を他人ひと事ごととして受け止められているかと言えば、そうでもない。

　この心境は──大好きな映画の続編を望むファンみたいだと颯真は考えた。

　スタッフ、キャストは欠けてほしくない。前編と違ちがう役者に前編からの役割を演じてほしくはない。

　だからそろっていてもらわないと──そんな気持ちだ。

　……デボラが仲間を想おもう気持ちは、きっともっと強いのだろう。

　颯真は励はげますように言った。

「そろうといいね」

「……うん。またみんなで──リゼットも一いつ緒しよに、みんなで過ごせたら、デボラはいいと思うの」

　どこか遠くを見るような視線だった。

　──そういえば、魔ま女じよも〝化け物〟に殺されてるんだったな。

　騎き士しと颯真が初対面の時、リゼットが魔女の仲間も〝化け物〟に殺されているというようなことを言っていた。

　だから颯真は願う。

　──まだ生きているデボラの仲間がきちんとそろいますように。

　そして──




　願いは叶かなった。




　最初に認識できたのは、光だった。

　とっさに目を閉じる。

　だが、まぶたの内側にこびりついた光によって、目を閉じても視界は真っ白だった。

　次いで轟ごう音おんを認識した。

　ドガン、という爆発みたいな音だ。

　耳をつんざくとかいうレベルじゃない。

　音の衝しよう撃げきは思い切りボディーブローを食くらったように、体の中まで響ひびいた。

　そして震しん動どう。

　間近にとても重い物が何百メートルもの上空から落ちてきたかのような、すさまじい揺ゆれだった。

　颯真は腕うでで目元をかばったままの姿勢で考える。

　──今のは雷かみなり、なのか？

　記き憶おくの中にある雷の音というのは〝ピシャーン〟とかいう高めの音だし、雷に質量はないはずなので震動はないと思う。

　だが──今の現象は、〝晴れた空から突とつ然ぜん雷が落ちてきた〟としか認識できなかった。




　颯真は視界が正常に戻もどるのをもどかしく思いながら待って、目を開けた。

　目の前に広がるのは、金色の草原だったものの焼け跡あとだ。

　ぽっかりと円形に土が露ろ出しゆつしており、円の外周をかたちづくる植物は、今もくすぶり煙けむりをあげていた。

　そして、鼻先が触ふれあいそうなほどすぐ目の前に、人がいた。




　ずいぶんとクセの強い髪かみの少女だった。
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　まばゆいばかりの金きん髪ぱつで、妙みようなかたちにウェーブがかかっている。

　背は高い方だろう。

　目線の高さが颯真とあまり変わらない。

　ややツリ目がちだが、別に強面こわもてだったりするわけではない。

　だが──颯真は、目の前の少女から目を逸そらすことすらできなかった。

　少女は颯真の頰ほおに手を当てて、顔をまじまじと見ていた。

　感情のない瞳ひとみはどこか爬は虫ちゆう類るいのようで、迫はく力りよくはないが不気味さがある。

　また、意図のわからない行動も、颯真を混乱させ動けなくさせていた。

　しばらくして、少女が颯真の顔を見終えて──

「お前弱そうだな。お前じゃない。思いとどまってよかった」

　ややハスキーな声で、そう告げて、笑った。

　笑え顔がおになると一気に親しみやすい顔立ちになる。

「クラリッサ！」

　デボラが叫さけんだ。

　颯真がそちらを見れば、デボラは怒った顔をしていた。

「びっくりしたの！」

　本当におどろいたのだろう、デボラは少し涙なみだ目めだった。

　デボラが言葉を続ける。

「どこ行ってたの？　デボラたち、クラリッサのこと捜さがしてたの。あのね──」

「ああ、そうだ、そうだ。用事があったから来たんだよ。用事があって、デボラを捜して、そんでもって見つけて……そうそう、目的はこれだった。誰だれも殺さない用事だった」

　どこか自分に言い聞かせるような言葉だった。

　具体的にどうとは言えないが、不ふ穏おんな印象を受ける。

　デボラも同じように感じたのか、気け圧おされたように半歩下がる。

「な、なんなの……？」

「デボラ、お前は強いよな？」

「え？　う、うん……デボラは強いよ。なんだってぶっ殺せるよ」

「そうか、そうか、そうだよなあ。──実はさ、アタシ、アンタらんとこ出てから、世話になってた人がいてな。この人がまあ強つええんだわ。それこそデボラでもぶっ殺せないぐらいに、すっごくな」

「うん……？」

　デボラが首をかしげる。

　颯真は、クラリッサという存在に対し、言いようのない不気味さを感じていた。

　デボラが彼女と知り合いでなければ、今すぐに引き離はなしたいほどだ。

　クラリッサが笑顔のまま続ける。

「でさあ、話が変わるんだけど──いや、アタシとしてはまったくなんにも変えてないんだけど……デボラ、アンタさ、最近他の連中と手を組んだだろ？」

「手を組んだんじゃないの。リゼットの怪け我がが治るまで、だけなの……」

　デボラがチラチラと颯真を見ている。

　クラリッサが、興味深そうに颯真に視線を向けた。

「そういやアンタはなに？」

　颯真は答える。

「僕は……君たちの魔ま法ほうと一緒だよ。そういう能力に目覚めたんだ。この世界でね」

「すごいな、なにを言ってるかわかる──そうか、アンタのせいか」

　不意に笑顔が消えた。

　颯真は全身に鳥とり肌はだが立つような怖おぞ気けを覚える。

　雷かみなりを操あやつるクラリッサ──

　最初の光が彼女のせいだとしたら、なぜ彼女はいきなり攻こう撃げきを仕し掛かけてきた？

　魔女たちは仲間意識が強いはずだが──いや、クラリッサがそうでないとしても、知り合いであるはずのリゼットが〝怪我をしている〟と聞いて、まったく反応しないのはなぜなのだろう？

　様々な要素が、クラリッサのもつなんとも言えない不気味な雰ふん囲い気きに後押しされて、すごい勢いで一つのかたちをなしていく。

　颯真は緊きん張ちようで口の中をカラカラにしながら問いかける。

「なにが、僕のせいだって？」

「アタシには世話になってた人がいた。言葉は通じなかったし──姿だって普通じゃなかったけど……アタシは困っているところを助けてもらって、その後の生活まで面めん倒どうを見てもらったんだ」

　バチバチと、クラリッサの周囲にスパークが発生する。

　颯真もデボラも、遠巻きに警けい戒かいしていた騎士たちも──そう、騎士たちは最初からクラリッサを警戒していた──彼女に圧されるように後退する。

　クラリッサが颯真に語る。

「で、その人は殺された」

　バチバチと、彼女の周囲でほとばしる雷らい光こうの密度が上がっていく。

　クラリッサは颯真をにらみつけながら、言葉を続けた。

「なあ、おかしいと思ったんだ。あれだけ強い人が簡単に殺されるはずがない。デボラにだって殺せない。アタシにだって殺せない。でも──デボラが他ほかのやつらと協力すれば殺せるよなあ？　だって協力したやつらも武器を持ってるもんな」

　言い終えて、騎士たちへ視線を向けた。

　颯真は言葉をひねり出す。

「……君を世話していたのがどんな人かは知らないけど、魔女と騎士が手を結んだのは昨日のことだ。君の知り合いが殺されたのはいつなんだい？」

「つい先日、一週間前だが──勘かん違ちがいするな。復ふく讐しゆうするのはアタシだ。相手を決めるのもアタシだし、仇あだを討うって納なつ得とくするのもアタシだ。悪いがお前の言葉は信じられない。誰だれの言葉も信じられない。だから可能性があるやつは納得するまでぶちのめす。デボラと騎士もその〝可能性〟の一つだ。だから、ぶちのめす。怒いかりが収まるまでは──まともに会話ができそうもない」

　バチバチバチバチと絶え間なくクラリッサの周りで雷光がひらめく。

　──本当にやる気なのか、デボラさんだっているのに……！

　颯真はデボラを見た。

　彼女の表情は、おどろきだった。

　状じよう況きように対して理解が追いついていない。

　──それもそうか……デボラさんは魔女の仲間を大事にしてるもんな。

　まさか仲間から攻撃を受けることになるとは、想像もしていなかったのだろう。

　衝撃の大きさが表情からうかがえた。

　だが──困ったことに、敵対すると〝魔女〟に対たい抗こうできるのは〝魔女〟しかいない。

　騎士たちも強いのかもしれないが、魔法の前にはほとんど無力だろう。

　──どうする。

　颯真は必死に考えを巡めぐらせるが、思いつかない。

　クラリッサが両手で顔を覆おおう。

「どうしてアタシばっかり失わないといけない？　どうしてアタシばっかり報むくわれない？　憎にくい、憎い、アタシは運命が憎い。だから殺してやる。〝運命〟を殺してやる……ああ違ちがう。殺すのはあの人を殺したヤツで……でも悪いのは〝運命〟で──」

　言葉ははっきりしている。

　会話もできた。

　しかし──正気には思えなかった。

　颯真は冷や汗あせが背中を伝うのを感じた。

　ともあれ逃にげるしかなさそうだが、雷を操る──つまり光速での攻撃を行う相手から、どのようにして逃げればいいというのだろう。

　考え込んでいると──

　クラリッサが、つぶやく。

「そうだ、そうだ。そうだった。──あとで、だ」

「え？」

　颯真は思わず聞き返した。

　クラリッサが呼吸を整えて、笑った。

「今日は忠告に来た。……アタシだって仲間を殺したくない。でも、アタシは今、怒りで見境がつきそうにない。だから今度だ。このへんのやつらを全部殺して、それでも仇を討てなくて、もうお前ら以外に仇の可能性を持ったやつがいなくなったらその時に、殺しに来る。だからこれは忠告で、これは恨うらみ言で──これは、宣戦布告だ」

「クラリッサ……」

　デボラが寂さみしげにつぶやく。

　クラリッサは拳こぶしを握にぎりしめて笑った。

　あきらかに、怒りを抑おさえるための作り笑いだった。

「お願いだから話しかけないでくれ。これでもな、可能性のあるやつを見ると──いや、誰かを見ると、この怒りをぶつけたくてたまらないんだ。今は必死に抑えてる。アタシだって仲間を殺したくはない。でも、怒りは復讐を終えないと収まらない。アタシにとってあの人は、それほどに──」

　クラリッサが奥歯をかみしめる。

　それから、背を向けた。

「──アタシはしばらくこのへんにいる。だから、なるべく外に出るな。拠きよ点てんで引っ込んでてくれ。すぐに──きっと、全部の相手に復讐して、全部の相手を滅ほろぼして、どのようなかたちであれ、お前たちに挨あい拶さつに行くから」

　ゴォン！　というすさまじい音が響ひびいた。

　そして、光がほとばしる。

　颯真は思わず目を閉じ、腕うでで顔をかばった。

　そして光の残ざん滓しが目から消えたあと──

　目を開く。

　そこには、露ろ出しゆつした黒い土と、燃えくすぶる植物──

　それ以外になにもない。

　クラリッサの姿は、来た時と同様に、忽こつ然ぜんと消えていた。

　颯真は呆ぼう然ぜんとクラリッサのいた場所を見る。

　クロエが真正面に来て、腹のあたりをつついてきた。

　颯真はハッと我を取り戻もどす。

「……ごめん、ぼうっとしてた。どうしたの？」

「今のは、たしかに〝化け物〟と一いつ緒しよにいた魔ま女じよなのです」

「……そっか」

「〝魔女が悪くない証しよう拠こ集あつめ〟に協力が得られないのはわかったのです。あの様子ではむしろ〝魔女が化け物を操っていた〟可能性は高いとすら思うのですよ」

「……どうだろう。〝化け物〟と彼女の関係性はまだ正確にわかってないんだけどね」

　言いながら、言い訳くさいな、と自分で思った。

　クラリッサの言っていた〝姿だって普通じゃなかった〟というのは、つまり〝化け物じみていた〟ということだろう。

　加えて、騎き士したちはクラリッサが〝化け物〟と一緒にいるところを見ている。

　なのでクラリッサを世話していた人が〝化け物〟である可能性は高い。

　あの理性のない〝化け物〟に人の世話がつとまるとは思えないが──

　クラリッサの様子を見ていると、〝世話をされていたと思い込んでいる〟可能性は否定しきれなかった。

　そして──人を襲おそうように調教していたわけではないだろうが、〝化け物〟と魔女とに密接な関係があるという可能性はまったくぬぐえない。

　確かに証しよう拠こはなにもないが、クラリッサの様子、言動は、心証的に有罪と思わせるのに充じゆう分ぶんだった。

　加えて、明確な宣戦布告までされた。

　クラリッサとの会話内容を騎士に伝えれば、騎士たちの魔女に対する心証は間ま違ちがいなくさらに悪くなるだろう。

　──どう伝えればいいんだ……

　噓うそはつけない。

　のちのち面倒なことになる。

　だから、正しく、しかし〝誤解〟が生じないように騎士には教えなければならないだろう。

　颯真は頭を搔かいた。

「会話の内容についてはあとで、みんなの前で言うよ。今は──」

　颯真が提案をしようとした、ちょうどその時──

　リンゴーン、と結けつ婚こん式しきのような鐘かねの音が耳に届いた。

　颯真は言葉を続ける。

「──拠点に戻ろうか。今あったことをみんなにも言わないと」

「他の隊がソーマの仲間を見つけているといいのですが」

　励はげますような言葉だった。

　颯真はクロエの頭をなでる。

「ありがとう。それじゃあ戻ろうか。──デボラさんも、今は戻ろう」

　デボラの背中を軽く叩たたいた。

　彼女は今になって気付いたように颯真を見上げる。

　そして、震ふるえる声で言った。

「どうして、仲間なのに、どうして……デボラ、わかんないよ！」

　怒おこっているようでもあり、悲しんでいるようでもあった。

　情報と感情の整理が必要そうだ。

　颯真はギュッと袖そでをつかんでくるデボラを引きながら、拠点を目指す。

　まだまだ問題は山積みで、帰る足取りは重かった。




　　　　５




　騎き士し拠きよ点てん──

　うっすらと雪の積もった平原に、捜そう索さくに出ていた者もそうでない者も集つどっていた。

　一様に雰ふん囲い気きが暗く、疲ひ労ろう感かんが漂ただよう。

　報告はまだだが、捜索組の雰囲気で察するところがあったのだろう、待っていた者も無言でうつむいている。




　颯真は出発前と同じように集団の前に立ちつつ、考える。

　──クラリッサさんの宣戦布告は本当にどうしようもないんだよな……

　確たる証拠があって、特定の人物を追っているならば問題はない。

　あるいは復ふく讐しゆうより優先するべきなにかがあるならば説得もできる。

　だが──相手もわからないから片っ端ぱしから復讐する、というのは止めようがない。

　しかも雷かみなりを操あやつる能力は、かなり強きよう烈れつだ。

　直接攻こう撃げきを受けてはいないが、地形に与あたえる影えい響きようだけでも威い力りよくが推おし量れる。

　はっきり言って、生身の人間が受けていい攻撃ではない。

　そんな彼女よりも強いという〝殺された人〟は、いったいどんな強さだったというのか少し気になった。

　もちろん、クラリッサがそう思い込んでいるだけの可能性は存在するが……

　──というか、デボラさんやクラリッサさんよりも強い相手を殺せる人物に、心当たりがないこともないんだよなあ……

　相あい坂さかアイト──

　今はリゼットの治ち療りようを行ってくれているはずの未来人だ。

　颯真にとってはデボラもアイトもクラリッサも、みんな〝強い〟でひとまとめだが、アイトの強さはなにか違う感じがした。

　殴なぐるという行こう為いは誰だれでもできて、その〝ただ殴る〟が信じられない威力だったから強さが想像しやすいだけかもしれないが──

　アイトならば、デボラやクラリッサが殺せないような相手すら、殺せる気がする。

　──でもアイトがクラリッサさんの〝世話になった人〟を殺したとして、それをクラリッサさんに告げて解決……にはならないんだよなあ。

　アイトが死ぬような事態は勘かん弁べんしてもらいたい。

　かと言って、クラリッサをアイトに殺してほしくもない。

　一番いい解決法はなんなのか──

　──クラリッサさんと同じ境きよう遇ぐうにあるリゼットさんなら、なにかわかるかも……

　まずはアイトのところからリゼットが帰ってきてからだと颯真は思った。

　考えつつ、〝はぐれ魔女クラリッサ〟という脅きよう威いの存在をみんなで共有しよう。

　アイトたちにも心当たりを聞き、場合によっては助力を願おう。

　颯真は結論して、口を開く。




　その時──

　不意に、遠くからかすかな叫さけび声が耳にとどいた。




　颯真は口を開けたままで声の方向を見る。

　そちらには、騎士拠点の入り口──一番最初にクロエと会った場所がある。

　言い争うような声が聞こえる。

　耳をすませば、男性と子供の声だとわかる。

　内容は──誰かが騎士拠点に入ろうとしていて、それを騎士たちが止めているようだ。

　さらに聞いていると、男性の声に聞き覚えがあることに気付く。

　──あれは、アイトの声かな？

　ちょうどいいタイミングだな、と颯真は思った。

　クロエに告げてアイトを入れてもらおうとして、はたと気付く。

　──アイトは騎士たちと面識があったよな？

　なぜ止められているのだろうか。

　知り合いでも入るのを止められるケースというのは──武装しているとか、集団であるとか、あとはよほど急いでいて強ごう引いんに騎士たちのところを通り過ぎようとしているとか、だろうか。

　颯真が考えていると、すさまじい速度で拠点入り口から誰かが入ってくる。

　やはりアイトだが──

　様子がおかしい。




　体中が傷だらけで、ジャケットなどもボロボロだ。

　よほど急いで来たのだろう、息が上がっている。

　そして──

　腕には、ぐったりとした少女を抱かかえていた。

　かなり背の低い少女だ。

　顔立ちが整っていることもあって、寝ねている姿は人形に見み間ま違ちがえそうなほどだった。

　止められた原因は、腕の中の少女と、傷だらけのアイト自身と、強引な侵しん入にゆうだろう。




　颯真はさすがにギョッとした。

「アイト、どうしたの？」

　彼は抱だいていた女の子を丁てい寧ねいに地面に下ろすと、息も整わないまま、颯真の目の前に来る。

　そして──土下座した。

「すまない颯真！　リゼットさんが捕とらわれた！」

「……なんだって」

　颯真は隣となりにいるデボラに視線をやった。

　彼女がアイトの言葉を理解している様子はない。

　不思議そうに首をかしげているだけだ。

　──なんてことだ、よりによってこのタイミングで……

　颯真はいらだち任せに頭を搔く。

　詳くわしい話はこれから聞くが──

　クラリッサの宣戦布告──

　リゼットの喪そう失しつ──

　魔ま女じよと他勢力の溝みぞが深まることは、避さけられそうもなかった。







　■？？？




　最近、女の子を拾った。

　この妙みような世界に来てから妙なことばかりだ。

　変な女の子だった。

　言葉は通じないし、見た目はビカビカしてて怖こわいし、雷とかを出す。

　だが、ぐったりとしていて、放っておくのもかわいそうだ。

　食べ物を与えよう。

　こちらはこんな見た目だが──

　女の子だっていつの時代の物だよとつっこみたくなる服を着ているし……

　見た目はおあいこ、とまで行かずとも七対三ぐらいであちらも変だ。無論七がこちらで三があちらだが。

　だからこちらの中身が人間のままであることは、態度でわかってもらえるだろう。

　そのぐらいは期待したい。




　しばらく経たった。

　女の子はまだいる。

　言葉はなんとなくだが通じるようになってきた。

〝おなかがすいた〟〝ねむい〟〝ありがとう〟〝それはいやだ〟ぐらいだが……

　様子を見ていても、どこか目的地があるわけでもなさそうだし、どこかへ帰ろうという様子もない。

　ここまで世話したのもなにかの縁えんということで、もうしばらく一いつ緒しよにいてみるか。




　女の子の名前が〝クラリッサ〟であると知ったのは、もう少しあとだった。

　もうずいぶん長く一緒にいる気がする。

　同じ研究所で過ごした連中以外とこんなにいるのは初めてだ。

　俺は彼女を大事にしているし、彼女も理解してくれている。

　惜おしむらくは未いまだに彼女の言葉が半分もわからないことだが──

　言葉も見た目も、文化も過ごした世界の違ちがいも、一緒に生きることの邪じや魔まにはならないのだということを俺はすでに知っている。




　腹が減った。

　横で彼女が寝ている。

　うまそうだ。




　……どうやら俺にも時間が来たらしい。

　俺は彼女を大事にしているし、彼女も理解してくれている。

　だから俺が消えても、きっと彼女は俺や他ほかのみんなや運命を恨うらまないでくれるだろう。

　言葉も文字も通じないけれど、心は通じるはずだ。

　さて、あとは──

　暴走して彼女を傷つける前に、ゼロにでも殺してもらおうか。
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　夕刻──

　騎き士し拠きよ点てんを囲む石いし壁かべに、かたむいた太陽が隠かくれかけていた。

　気温はかなり低い。

　とは言えそれは日が沈しずみかけているせいではなく、騎士拠点の上空は常に雪雲で覆おおわれており、地面にはうっすらと雪が積もったままだからだ。

　その雪の残る平原の上で──

　アイトが両手足と額を地面につけて、謝罪していた。

　颯そう真まは彼の前に膝ひざをついて、肩かたに手を置く。

「謝罪はいい。それより、状じよう況きようを説明してほしいんだ」

　でないと、他のみんなに説明のしようがない。




　颯真は改めて自分の負っている役割の重要性と責任の重さを認にん識しきする。

　ある勢力からある勢力へメッセージをとどける──

　直接伝えて問題がない場合はいい。

　だが──今回のクラリッサの件や、リゼットの喪失の件など、問題が起こりそうな場合には、〝伝え方〟が重要になってくる。

　颯真としては争いごとは起こらないほうがいい。

　争わないで協力したほうが、一人あたりの負ふ担たんが減るからだ。

　だが──

　クラリッサが宣戦布告してきたことを、騎き士したちにどう伝えればいい？

　リゼットの喪失を魔女たちにどう伝えればいい？

　──まずは、アイトの話を詳しく聞かないと。

　考えるのはそれまでやめよう、と颯真は結論した。

「その件だけど──」

　颯真は具体的な〝リゼットが捕らわれた〟という言葉を出さないように気をつけながらアイトにたずねた。

　アイトは顔を上げる。

「話はする。それに、こっちが悪いのもわかってる。本当にすまないと思うが……まずは、治ち療りようをお願いしてもいいか？」

　そばに下ろした小さな女の子を見ていた。

　颯真はうなずいて、クロエへ向き直る。

「クロエさん、色々説明する前で悪いけど、お願いがあるんだ」

　彼女がうなずく。

「わかっているのです。第四隊、そこの人を医務室へ運ぶのですよ」

　クロエの指示に応じて、騎士が五人動いた。

　騎士たちはグッタリと倒たおれ伏ふす少女を慣れた動作で抱える。

　そして子供たちは『人間かな？』『お人形かも？』と言いながら去って行った。

　颯真はアイトへ視線を戻もどす。

「それで、事情を聞いても？　ああ、まずは立ってほしいかな。雪の上じゃ冷たいだろうし、僕も膝が痛い」

「しかし……」

「そのほうが話すのに効率がいい」

「わかった」

　アイトが立ち上がる。

　颯真も合わせて立ち上がった。

　そして言葉を待つ。

　アイトは、ぽつりぽつりと話し始めた。

「実は──クーデターを起こされた」

「はあ!?」

　さすがに颯真もおどろく。

　アイトがつらそうに続けた。

「リゼットさんを治療用ポッドに入れたすぐあとの話だ。いや、事態はその前からとっくに進行してたっぽいんだが……とにかく、俺は命からがらエイチと……さっき運んでもらった女の子と一緒に逃にげて、ここに来た」

「……聞きたいことはあるけど……」

　颯真は周囲を見る。

　そばには、デボラもクロエも菊きつ花かも、前の方には魔ま女じよ勢力、騎士勢力、クラスメイトもいる。

　──下手にクーデターのことを聞き返したら、なにか察せられるかもしれないな。

　颯真は疑問を吞のみ込む。

　続きを促うながした。

「それで？」

「ああ。それで、その捕とらわれたリゼットさんを……奪だつ還かんできなかったことへの謝罪と、あとはこれから取り戻しに行くっていう報告をしに来たんだ」

「できるの？　君たちはみんな強いんだろ？　君を、その、敵も……」

「やる。ただ──手を貸してくれるとありがたい。一人でも命を懸かければどうにかなるかもしれねえが、可能性が低いうえに、エイチがついて来て命を落とすかもしれねえ……それだけは避さけたいんだ」

「事情はわかった。でも……」

　颯真はガリガリと頭を搔かいた。

　──このことをどう伝えればいい？

　リゼットを助けることは決定事じ項こうだ。反論する者はいないだろう。

　しかし、魔女にそのままのことを伝えれば、この場でアイトを処断しようとするかもしれない。

　また、そうならなくとも、アイトを手伝って未来人拠点に行った先で、敵対する未来人を全員殺してしまうという可能性もあり得た。

　たしかに、リゼットを捕らえ知り合いのアイトを裏切った勢力は〝悪〟だが──

　それはあくまでこちら視点の話で、向こうには向こうの信じる正義があるだろう。

　これから先、他の勢力と協調してやっていくつもりならば、一人でも殺してしまうのはいただけない。

　全員生かすか、鏖おう殺さつするか──

　禍か根こんが残らないように配はい慮りよはしなければいけないだろう。

　──というか僕は平然となにを考えているんだ。

　自分の思考に自分でおどろく。

〝化け物〟に何度か殺されそうになったせいで感覚が麻ま痺ひしているのかもしれない。

　颯真は首を振ふって思考を振り払はらう。

　──これから先の政治的な意味合いでも、誰だれかが死ぬのはまずい。

　結論はそれだけだ。

　颯真はデボラを見た。

　どう反感を買わずにリゼットのことを伝えるか──

　そしてクロエを見る。

　どう誤解を生まずにクラリッサのことを伝えるか──

　颯真はまず、クロエに話す。

「報告することが多いから順番に行こう。まず、クロエさん、さっき、外で会った雷かみなりの魔女との会話内容についてだ」

「お聞きするのです」

　クロエがうなずく。

　ぼんやりと眠ねむそうな無表情なので、内心がうかがえない。

　颯真は緊きん張ちよう感かんを飲み下しながら話す。

「彼女が〝はぐれ魔女クラリッサ〟で間ま違ちがいない。そして──大人しく〝化け物を操あやつっていたかどうか〟の質問に答えてくれなそうではある」

「……それは様子からわかるのです」

「加えて、彼女は僕らを襲おそってくるかもしれない」

「どういう意味なのです？」

　クロエが首をかしげる。

　颯真は、デボラに視線を向けた。

　──クラリッサさんが襲ってくるかもという話をしたら、反論されるかと思ったけど。

　ショックから立ち直っていないらしい。

　デボラはぼんやりと地面を見たまま、顔を青白くしている。

　仲間の裏切りというのは、かなりの衝しよう撃げきらしかった。

　颯真はクロエに視線を戻す。

「宣戦布告をされたんだ。どうにも彼女は世話になっていたある人の仇かたきを捜さがしているみたいで、その世話になった人は強かったから、魔女と騎士が協力しているこの勢力なら殺せたんじゃないかと考えてるようだよ」

「……なんで我々が協力して人殺しをしないといけないのです」

「僕にもわからない。ただ──まともな論法で説得が可能には思えなかった。彼女の言葉は理り屈くつになっていないんだ。自分が納なつ得とくするまで殺す、とも言っていたね。たぶん彼女を止めるのは言葉では不可能だと思う」

　話が通じないという意味では、〝化け物〟と変わりがない。

　ただ隔へだたっていることだけがクラリッサの言葉からは伝わってきた。

　そんな彼女を説得できるとすれば──同じく魔女という出自を持ち、同じように拠きよ点てんを飛び出したリゼットだけだろう。

　颯真は補足する。

「ただし、彼女も仲間を殺したくはないようで、魔女たちと一いつ緒しよにいる僕らは一番最後に回すってさ。このへんにいる勢力を皆みな殺ごろしにして、それでも復ふく讐しゆう相手がいなかったら……復讐したという満足感を得られなかったら、ここに来て僕らを殺すらしい」

「……我らは困っている弱者には手をさしのべるのです。でも、攻せめ入ってくる強者を相手に剣けんを収めたりはしないのです」

「このクラリッサさんにまつわる問題について、僕にアイディアがないこともない。だから次にアイトが持ってきた話を──デボラさんへさせてもらいたい」

　颯真はデボラに視線を向ける。

　──さて、ここからが本当の戦いなんだよなあ……

　クロエはまだ幼いが、理性的な女の子だ。

　話せばわかる相手というのは、話す側としてはありがたい。

　だが──デボラはどうだろう。

　今はかなりマシになっているが、最初に会った時にはとりつく島もなかった。

　彼女はリゼットの言葉を真しん剣けんに考えて変わろうとしていて──

　つまり、デボラが人の話に耳をかたむけているのは、リゼットのお陰かげなのだ。

　そのリゼットが捕らわれたという話を、どうやって彼女に伝えるか。

　颯真はじっくりと考えてから、デボラの目の前まで歩く。

　そして、デボラの両りよう肩かたに手を置いた。

「今から話すことを、落ち着いて聞いてほしい」

　デボラが震ふるえる。

「やだよ……ソーマ、なんだかイヤな話しそうだもん……」

「嫌いやな話には、なる。でも、言わなきゃいけないことなんだ。聞いてくれ」

「う、うん……」

　デボラが少しだけあとずさる。

　颯真は一度だけ深呼吸をして、語った。

「僕らはこれから、リゼットさんを取り返しに行かなきゃならなくなった」

「……取り返す？　なんで？　リゼットは怪け我がを治してるって言ってたの」

「そうだ。そうだけど──怪我を治しに向かった先で、予想できないことが起こった。だから、僕らはこれからそこに行って、リゼットさんを助け出す必要がある」

「え？　え？　デボラわかんないよ……リゼットを助けるの？　なんで？　リゼット危ないの？　ソーマは裏切ったの？」

「僕は裏切らない。ただ、アイトが──リゼットを治ち療りようする場所に住んでた彼が、仲間に裏切られたんだ」

「……仲間に……やだよ……もう、そういう話はやだ……おしまいにしたい」

　デボラが耳をふさぐ。

　颯真は彼女の手首をとって、耳をふさぐ手をどけた。

「聞いてくれ。仲間に裏切られるのはつらいことだって、君はよくわかっていると思う。アイトは、今、君と同じ立場だ。もう裏切られて居場所を失っている」

「やだ……」

　デボラが首を横に振る。

　颯真は悩なやむ。

　──もう彼女に現実を突つきつけるべきじゃないんじゃないか？

　そんな資格はない。

　また、義務もない。

　権利だってない。

　ただ──

　颯真は想おもいを打ち明ける。

「ねえデボラさん、お願いだ。話を聞いて、協力してくれ」

「……ソーマに協力するの？」

　デボラがきょとんとした。

　颯真はうなずく。

「うん。僕はリゼットさんを助けたい。でも、僕だけじゃ力が足りない。治療を請うけ負っておいてこんなことになったのは──予測のしようもなかったけど、僕に責任があるとは思う。だから僕は君にお願いできる立場じゃないのはわかってる」

「……」

　デボラがじっと颯真を見る。

　颯真は、真剣な顔で頼たのみ込んだ。

「お願いだ、リゼットさんを助ける手伝いをしてくれ。僕は彼女に助けてもらった。だからきっと今度は、僕が助ける番なんだと思う。でも僕にはなにもできないから──新しい借りを君に作ることにしたい」

　デボラはうつむいていた。

　颯真は我が慢まん強づよく返事を待つ。

　そして──

「……わからないの」

　デボラがつぶやいた。

　颯真は、デボラから一歩離はなれる。

「……そうか」

「わからないから、デボラ、考えるの。リゼットの言ってたこと、うんと考えれば少しずつわかるようになってきたから……でも、今どうしたらいいか、デボラが考えてもわかんないの。だから──リゼットに聞きたいの。それで、リゼットに、いっぱい考えたって褒ほめてもらいたいの。だから、だからね、デボラは──」

　デボラが、真剣な目でこちらを見上げる。

　そして。

「──ソーマについてくの」

　颯真は笑った。

「……ありがとう」

「だって、ソーマがリゼットの言ってること、一番わかってるんだもん。ほんとは信じるの怖こわいよ。裏切られるのやだよ。でも、ソーマ裏切らないって言ってたし……リゼットもソーマは大だい丈じよう夫ぶって言ってたから、今は信じるよ」

「それで充じゆう分ぶんだ。改めて──協力してくれるかな？　リゼットさんを助け出す力を、僕に貸してくれるかな？」

「それが正しいってソーマが思うなら、デボラはやるよ」

　デボラが柔やわらかそうな拳こぶしを握にぎりしめた。

　颯真はその拳に、自分の拳を合わせる。

「じゃあ力を借りるよ。みんなでリゼットさんを助けだそう」

　語りながら、颯真は内心で安あん堵どの息をついた。

　──今のは運がよかったな。

　自分の言葉が導いた協力関係ではないな、と颯真は思う。

　デボラがリゼットの言葉を真剣に考えて自分で出した結論なのだ。

　喜ばしい成長だな、と思った。

　デボラは本当の意味で〝話の通じない相手〟ではなかったのだ。

　これから敵対しそうになっている人たちはどうだろう。

　彼らに話は──説得は、通じるのだろうか？
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　医務室──

　そのような用よう途とで使っているやや広い部屋、という方が正確かもしれない。

　内部はやはり石いし壁かべに石の床ゆかで構成されており、やや天てん井じようが高い直方体の空間だ。

　家具はベッドが四つほどと、資料棚だな、薬棚、それに小さな机が一脚きやくに椅い子すが四脚だ。

　薬棚には騎き士したちが所持している医い療りよう用具（包帯や軟なん膏こうなど）、そして颯真たち二年Ｆ組が持っている薬なども保管されている。

　颯真がアイトを伴ともなってこの場所に来ると、騎士団の女の子がアイトと一緒に来た女の子──エイチを治療しているところだった。

　騎士団の女の子はやはりまだ小さい。

　医療担当だからか、鎧よろい姿ではない。

　ワンピースの、メイド服に近いロングスカート姿だ。

　颯真が映画などで得た知識だと、戦前の看護師はこのような格好だった気がする。




　医療担当の女の子は颯真の目の前に来るとスカートの端はしをつまんでお辞じ儀ぎをした。

　颯真は彼女をねぎらう。

「お疲つかれ様。様子はどうかな」

「んー……起きたよー。でもなに言ってるかわかんない」

「そっか。それじゃあ、ちょっとお話しさせてもらえるかな？」

　女の子はうかがうように颯真の斜ななめ後ろの人物を見た。

　颯真の隣となりにはアイトがいる。

　そして、女の子が見た先にはクロエがいた。

　クロエがうなずく。

「わたしも事情を知りたいのです。念のため、席を外して外で人が来ないか見ていてほしいのです」

「わかったよー。クロエおねえちゃんもがんばってねー」

　女の子は去り際ぎわにもう一度礼をして、部屋を出て行った。

　アイトが目を丸くする。

「……礼れい儀ぎ正ただしい子だな」

　颯真は笑った。

「騎士団は本当に精神年ねん齢れい高いよね。僕もここで過ごしてみてびっくりしてる」

　自分が子供のころは、もっと聞き分けがなかったし、自由奔ほん放ぽうだった気がする。

　ところが騎士団の子供たちは、与あたえられた役割をしっかりこなすし、発言や態度もしっかりしている。

　育ってきた環かん境きようの違ちがい──と言ってしまえばそれだけの話かもしれないが、それでもすごいなと颯真は感心しきりだ。

　中でももっとも大人のクロエなどは、時々自分より年上なんじゃないかと思うほどだ。

　颯真はクロエに視線を向けた。

「アイトが騎士団を褒めてたよ」

「……なにか褒められるようなことをしたですか？」

「まあ、君らからすると違うのかもしれないけど、僕らの知ってる君らぐらいの子供を基準にして考えると、君たちはすごくしっかりして見えるんだよ」

「しっかり、なのです？　これでもわたしの知っている騎士の中には、もっと素す晴ばらしい人もいたのです。わたしの父もその一人だったのです」

　クロエが不思議そうに首をかしげる。

　颯真はなんとも言えずに微び妙みような笑えみを浮うかべた。




　颯真たちはエイチがいるベッドへ近寄った。

　木の台にシーツを敷しいただけのそこには、エイチが上体を起こしていた。

　アイトはエイチの枕まくら元もとに立って、足元にいる颯真とクロエに振ふり返る。

「改めて紹しよう介かいする。こいつはエイチだ。俺と同じく研究所で育った──〝未来人〟だな」

「えいちさん……さっきも聞いたときに思ったけど、なんというか……妙な名前だよね」

　いないこともない名前だが、女性名には思えなかった。

　未来人のセンスなのだろうか。

　アイトは気まずそうに笑う。

「俺たちの名前はだいたいアルファベットからとってる。俺はＩで、こいつはＨ。苗みよう字じは──特に世話になってた研究員のものだな。俺もこいつも同じく〝相あい坂さか〟だが別に本当の兄と妹ってわけじゃねえ。ま、色々複雑なのさ、うちも」

　クロエがじっとエイチを見た。

「……まだ子供なのに大変な目に遭あっているようですね」

　言葉はわからないが、気絶して運ばれてきた経けい緯いを知っているので、当然と言えば当然の感想だった。

　──でも、クロエさんだって子供なんだよなあ。

　颯真はつっこもうかつっこむまいか悩なやむ。

　エイチも無表情でじっとクロエを見る。

　そして、アイトに向けて話した。

「言葉がまったくわかりません。この人はなんて言ってるんでしょうか？」

「俺に聞くな。そこにいるだろ、そいつが颯真だ。そいつに聞け」

「……あなたが」

　エイチが颯真をジッと見る。

　──なにを話されてたんだろう。

　自分のいないところで自分の話をされるというのも、少し不安になる。

　颯真は笑みを作って軽く頭を下げた。

「こんにちは。いや、もうこんばんはかな。エイチさん、初めまして。僕は小鳥遊たかなし颯真と言います」

「……どうしましょうアイトさん、敬語で話す人を見るとうさんくさいとしか思えないんですけど」

　アイトが苦笑いした。

「お前が言うな。それで──俺たちの研究所……颯真にもわかるように言うと、〝未来人拠きよ点てん〟から俺たちの仲間を助け出すのに協力してくれるそうだ」

「信用できますか？」

　──目の前にいるのにハッキリ物事を言う子だなあ。

　颯真は苦笑するが、好ましいとも思った。

　変に腹に一物抱かかえられるよりも、よほどわかりやすくて好感が持てる。

　颯真はエイチに話しかけた。

「信用はしてもらうしかないね。それに、利害は一いつ致ちしてるんだ。君たちは仲間を助けたいだろう？　僕も、アイトにあずけたリゼットさんを──魔ま女じよの女の子を助けたい。同じように利害が一致してる魔女の勢力も協力してくれることになっている。君たちに協力を断る理由はないし、断れる状じよう況きようでもなさそうだよね」

　エイチは無表情のまま颯真を見た。

　やたらと──不自然なまでに綺き麗れいな子だな、と颯真は感じた。

　ツクリモノめいているというか、生きている感じがしない。

　体もかなり小さい……騎士団の平均よりエイチの年齢は下だろう。

　エイチがアイトへ視線を戻もどす。

「信用に足るかどうかはわかりませんけれど、颯真さんと話してみてわかったことがあります」

「へえ？」

　颯真は興味深く思った。

　エイチが視線をこちらに向ける。

「あなたはアイトさんより頭がよさそうです」

　アイトが笑った。

「俺と比べたら失礼だろ。俺はこう見えて腕わん力りよくだけだぞ」

「そんなに自分を卑ひ下げしないでください。耐たい久きゆう力りよくと脚きやく力りよくも一級品ですよ」

「結局体だけじゃねえか！」

「見た目はエリート系メガネ男子なのに、どうしてこんなに残念な子に育ってしまったのでしょう」

「残念って言うな！」

　二人のやりとりを見て颯真は笑う。

　くいくい、と袖そでを引かれた。

　見ればクロエが不思議そうに首をかしげている。

　颯真は問いかける。

「どうしたの？」

「あの二人は言い争っているのです？」

「ああ、いや……じゃれ合ってるんじゃないかな」

「なるほどです」

　クロエがうなずいた。

　颯真はアイトたちに視線を戻す。

　エイチがアイトを無表情のままにらんでいた（器用な目力だ）。

「アイトさんが頭悪そうにわめくお陰かげでじゃれ合い認にん定ていされてしまいましたけれど」

「……お前が思ったより元気そうで安心してる」

「もともと外傷や衝しよう撃げきによって倒たおれたわけではありませんから。単純に能力の使いすぎです。いくらアトマシンに負担の大部分を肩かた代がわりしてもらっているとは言え、それらに働きかけるのは自分ですから、まったく負担なしで能力を発動できるわけではありません」

「まあな」

「こんな初歩の初歩すらわからずに、私が倒れたのを見てあたふたしていたアイトさんの頭がかわいそうでかわいそうで涙なみだが出るのを禁じ得ません」

「お前、意識あったのか!?」

「目を開けるのと体を動かすのと声を出すのが少々つらかっただけです」

「……心配して損した」

「心配された私は得をした気分でしたよ」

　アイトが笑いながら颯真へと向き直った。

「……悪いな颯真。こんな風に生意気だが、これでも結構感謝してるんだぜ、こいつも」

　エイチがうなずく。

「そうですね。お礼をまだ言っていませんでした。ありがとうございます。そういえば二千年代の方でしたよね？」

　颯真はおどろく。

　──そうか、僕は彼らからすれば過去の人なんだったな……

　二千年代の人、という表現は新しん鮮せんでギョッとする。

　颯真はおずおずとうなずいた。

「そうだよ。二〇一五年から来た」

「でしたら感謝の意は紙かみ媒ばい体たいの契けい約やく書しよで示すのが正しいでしょうか？　そちらの時代は何事もまず契約という風潮だったと近代史の文ぶん献けんで読んだ記き憶おくがあります」

「……どこがどうねじれてそのように伝わってるのかわからないけど、言葉だけでも大だい丈じよう夫ぶだよ」

「そうですか。思ったよりジェネレーションギャップがなくて安心しました。ありがとうございます。このご恩は忘れません」

「そんなたいそうな……感謝だったらクロエさんに伝えて。ここの主あるじは彼女なんだ」

　エイチが目を丸くする。

　初めての表情らしい表情だった。

「こんな小さな子供が、一つの拠点の主をやっているなんて……」

「……そのセリフは君にだけは言われたくないだろうから、通訳しないでおくよ」

「私は小さくないですよ。現実よりも伸のびしろを見てください。すごく失礼ですね。あなたがアイトさんだったら二回は蹴けっているところでしたけれど」

「悪いけど現実主義者なんだ。それで──」

「はい」

　エイチが無表情でクロエを見る。

　そして、頭を下げた。

「まずは救助と治ち療りようを感謝いたします。ありがとうございました」

「……ありがとうってさ」

　颯真が通訳する。

　クロエはうなずいた。

「我々は弱者、困こん窮きゆう者しやの救済を目的として活動しているのです。騎き士しとして当然のことをしたまでなのです」

「当然のことをしただけだから、かしこまった感謝はいらないって」

　エイチがうなずき、視線を颯真に向けた。

「そして、私たちの拠きよ点てん奪だつ還かんに協力していただけるそうで、ありがとうございます」

「信用されたって思っていいのかな？」

　颯真はたずねる。

　エイチがうなずいた。

「仰おつしやるとおり他ほかに頼たよるところもありません。加えて、あきらかにこちらに過失があるのに罰ばつ則そくや責任の追つい及きゆうより先に対策を講じてくださるあなたは能力的にも信用できます」

「僕は無む駄だなことが嫌きらいなんだ。リゼットさんをとられたからアイトを責めて、それで事態が解決するならいくらでもそうする。解決しないからそうしない。それだけだよ」

「冷たい人間だと言われることもありそうですね」

「……冷たい人間とは言われたことがないな」

「そうですか。冷たい人間ですね」

「君は口が悪い人間だね？」

「いえ、文句ではありません。だから信用できるという話です」

　颯真は首をかしげた。

「どういうこと？」

「アイトさんはよくも悪くもすごく悪くも熱い人なので、その場のノリで大変な決断をしてしまうことがあります。普ふ通つう、そういう人は決断が早いですが信用できません。あなたは決断も早いし熱いわけでもないので信しん頼らいに足るというわけです。私はあなたよりアイトさんの方が好きですが」

「……本当に文句じゃないんだよね？」

「アイトさんと妙みように仲がよさそうなので牽けん制せいしておこうと思っているだけですけれど」

「僕にやきもちを焼かないでくれないかな……」

　颯真は肩かたをすくめた。

　アイトは頭上にハテナを浮うかべている。

　颯真はため息をついた。

「じゃあ、君らと僕ら……僕と魔女とで、共同戦線を張ろうか。作戦立案とかは……魔女はそういうの向いてなさそうだし、エイチさんはできそう？」

「意見なら言えます。私はこう見えて人の意見にケチをつけるのは得意ですけれど」

「それはあんまり得意がらない方がよさそうだね。じゃあ──仕方ないか。僕がやろう。間ま違ちがってたらケチをつけてくれ」

「わかりました。どうかよろしくお願いいたします」

　エイチが頭を下げた。

　颯真は軽くうなずく。

　アイトが、おどろいた目でこちらを見ていることに気付いた。

　颯真は問いかける。

「どうしたの？」

「……いや、初対面でここまでエイチと普通に会話できるやつが存在したことにおどろいてんだ。こいつとの会話にはコツがあるんだがなあ」

「ハキハキしゃべる口が悪い人の相手は、僕も慣れてるからね」

　菊花の顔を思い浮かべる。

　──いや、あれは口が悪いんじゃなくって、素す直なおなだけか。

　口が悪いというのは、すぐに『ぶっ殺すよ』とかいう人のことだ。

　颯真はデボラを思い浮かべて笑った。

　そして──エイチに意識を戻もどす。

「君の能力と、君の回復するまでの時間を知りたい」

「私は転移能力者として作製されています。本来はもっと強いはずだったのですが、調整素体の方にやや問題がありまして、現状、ただ動きの速い普通の人ですね。二人までなら運べますが、一度に移動できる最大距きよ離りは百メートルほどで、それだけ跳とんでしまうとその後しばらく能力が使えなくなります。余よ禄ろくとして、転移範はん囲いにある人や物をだいたい把は握あくできます」

「テレポートなんて実在するんだね。今いま更さらもうおどろけないけど……」

「回復に要する時間については、現状で半分ほど、朝まで眠ねむることができれば全快です。脳の休きゆう眠みんが足りません」

　颯真は考える。

　そして、決断した。

「作戦の決行は明日にしたい」

「理由は」

「君たちは追われているんだろ？　いつまでも騎き士し拠きよ点てんに置いておけないよ。それに、日数が経たつと人ひと質じちが心配だ。行動は早いほうがいい。あと──」

　颯真はリゼットのことを思い浮かべる。

　──僕も心配でいてもたってもいられない、というのもあるけど……

　自分よりもリゼットを心配しているであろう集団を、颯真は知っていた。

「──魔ま女じよたちが我が慢まんできるか不安だ」

「なるほど。ケチのつけようがありません。明日決行でいいと思います」

「そういえばアイトはどう？」

　颯真はアイトを見る。

　先ほどから普通に動いているが、アイトもかなりボロボロだったはずだ。

　しかし、アイトは軽く笑う。

「問題ねえよ」

「……我慢されると作戦に支障が出るけど？」

「いや、そうじゃねえんだ。俺は怪け我がしてもすぐに治る。えー……肉体的なあらゆるダメージを……あー……」

「多次元同位世界という概がい念ねんがありまして、ここではない、ここに重なるどこか別な世界に〝もう一人の自分〟がいるという理論に基もとづき、その〝もう一人の自分〟に負担を肩代わりしてもらう能力を持っています。〝もう一人〟とは言いますが、無限に近い数いるので、腕わん力りよく、耐たい久きゆう力りよく、脚きやく力りよく、回復力に関してはアイトさんが本来持っている生身の力を無限に乗算しただけ持っているということですね。だから傷きずもすぐにふさがります。血の汚よごれや服などはどうしようもありませんが」

「そういうことだ」

　アイトがうなずく。

　颯真は苦く笑しようした。

「わかった。ようするに心配ないってことだね」

「無限にある可能性からもっともいい可能性を選び取る能力でもあったはずなのですが、アイトさんもやはり不完全ですね。本来想定されていた完成品よりは見み劣おとりします」

　エイチが補足した。

　アイトが自じ嘲ちようするように笑う。

「そうだな。本当に〝もっともいい可能性〟を選び取れてたら、ユウに裏切られることもなかったんだろうな……」

　エイチが目を細める。

「そもそも、簡単に仲間を増やしすぎるのが悪いのでは？　ユウの野や郎ろうなどはかつて一番激しく敵対していた間あいだ柄がらではありませんか」

「……エイチは嫌いかもしれねえけど、ユウだっていいヤツなんだ。それに俺は……アイツが誰だれかに信頼されたがってるように見えた。あの性格だし、あの強さだし、孤こ独どくだったんだと思う。そういう……信じてほしいと思ってるやつを見たら、信じてやりてえんだ」

「お人ひと好よしで激甘ですね。甘すぎて法規制されますよ」

「元の世界では実際に法規制されかけてたがな、俺ら能力者は」

「うっかりブラックジョークを言ってしまいました」

「……お前がユウのこと嫌いなのは、わりと同族嫌けん悪おあるんじゃねえかと思うんだが」

「あんなのと一いつ緒しよにしないでください。私はひと目見て女の子とわかります。あいつは一見してどっちかわかりません」

「いや、男だろ」

「ちゃんと確かく認にんしましたか？」

「え？　いや、確認はしてねえけど……待て待て、話が激しく脱だつ線せんしてる」

「脱線というか蛇だ足そくですけれど。もう大事な話は終わっていますから」

　エイチが颯真に視線を向けた。

　颯真はうなずく。

「ちなみに、未来人のみんなは昼に寝ねるのが普通だ、みたいな習慣の違ちがい……僕らは普通夜に寝るんだけど……そういうのはある？　できるなら寝てる時に攻せめたい」

「我々も夜眠るのでご安心ください。ユウのバカ野郎が警けい戒かいして見張りを立てている可能性も否定はできませんが、アレは不利な状じよう況きようを好む戦せん闘とう狂きようなので警けい戒かい心しんは薄うすいと思います」

「……よほど嫌きらいなんだね、そのユウさんのことが」

「あの人はアイトさんの隣となりに立って戦うことができます。私にはできません。なのに裏切ったんですよ。一番信用されていながら。好きになれるはずないでしょう」

　いじけるような声だった。

　──アイトは愛されてるんだな。

　その様子を見ていて、微笑ほほえましく思う。

　いいお兄ちゃんをしているのだろう。

　颯真は話をしめくくることにする。

「それじゃあ、決行は明日の夜だ。それまでたっぷり休んで──絶対に独断専行しないこと。お願いするよ」

　アイトがうなずく。

「わかった」

　エイチも同じようにうなずいた。

　それを確認して、颯真はクロエの方を見る。

「というわけで話が固まったんだけど、明日の夜まで二人をここに置いてもらってもいいかな？」

　クロエがため息をつく。

「断りはしないのです。でも、そういう話は事前にしてほしいのです」

「それは本当にごめん」

「あと、黙だまって聞いていたのです。でも、気になるところがあるのです。だからソーマは居残ってほしいのです」

「僕は、二人を部屋に案内しないと」

「外にいるロラ……医務室担当に頼たのむのです。言葉が通じなくても身み振ぶり手て振ぶりで伝わるのです。ソーマの仲間で練習済みです」

　逃にがさないつもりのようだ。

　颯真は両手をあげる。

「わかった。それじゃあ、アイトとエイチさんは部屋へ。僕はここでクロエさんと話をするよ」

　クロエが満足そうにうなずく。

「ロラ！　二人を空いている部屋に案内するのです」

　医務室の扉とびらが開いて、オールドナースルックの女の子が入ってくる。

　女の子──ロラはスカートの端はしをつまんでお辞じ儀ぎをする。

「わかったよー。部屋は一つ？」

「女の子の方はどう見ても保護者が必要な年ねん齢れいなのです。一部屋にするのです」

　──それがいいかもなあ。

　慣れない場所で不安だろうし、その方がいいだろうと思ったので、颯真も反対しない。

　ロラはうなずく。

　そして、アイトとエイチの腕うでを引っ張りながら部屋から出て行った。

　クロエが笑う。

「さて、二人きりなのです」

「……なにを言われるかわからないけど、お手て柔やわらかにね」

　颯真は愛あい想そ笑いを浮うかべた。
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　クロエがずずいと近づいてくる。

　颯真はたじろぐが、襟えり首くびをつかまれてしまった。

　背の低いクロエに覆おおい被かぶさるような体勢になってしまう。

　颯真は苦笑いした。

「あの、なんでしょうか」

「先ほどの作戦で不満な点があったのです」

「……やっぱり、穴があった？」

　クロエは騎き士しだ。

　ただの高校生でしかない自分よりも、よほど戦略や戦術に詳くわしいだろう。

　だから、そのクロエから見ればたしかに穴だらけの作戦だったかもしれない──

　というか攻める時間を決めてメンバーをそろえただけなので、そもそも作戦になってないかもしれなかった。

　──うわあ、これは、僕は作戦立案に向いてないなあ。

　颯真は猛もう省せいする。

　だが、これ以上やりようがないのも事実だった。

　ここは大人しく教えを乞こおう、と颯真は決意する。

「作戦とかの立て方で僕に言いたいことがあれば、時間の許す限り聞くよ」

「そうなのです？　では、言わせてもらうのです」

　颯真は覚かく悟ごして身構える。

　クロエが怒おこったような顔で言った。

「騎士団が作戦にいないのです」

「……え？」

「向こうの話には出ていたのかもしれないのです。でも、ソーマが言っていた作戦の中では、騎士団がどうするかに触ふれられていなかったのです」

「いやいや……いやいやいや。だって騎士団には義理がないだろう？」

　今回向かう〝未来人拠きよ点てん〟には、〝アイトの仲間〟と〝リゼット〟が捕とらわれている。

　アイトの仲間は当然、アイトやエイチにとって助けたい対象だ。

　一方でリゼットは、颯真やデボラたち魔女にとって救わねばならない相手だ。

　騎士団は関係ない。

　この作戦にはきっと〝戦い〟もあるだろう。

　戦えば命がけにもなりうるだろう。

　義理がないどころか恩がある騎士団を巻きこむわけにはいかないと颯真は考えたのだ。

　現状、すでに巻きこんでしまっているのかもしれないが……

　しかし、クロエは首を横に振ふる。

「ソーマでも、さっきの人たちでも、困っているなら助けるのが我々の騎き士し道どうなのです」

「……うーん……そう言われても」

〝困ってるから助ける〟というのは、助けられる側からすればとてもありがたいことだ。

　だが颯真は考えてしまう。

「騎士団に得がないだろ？」

「……そういえば、まだソーマには言っていなかったのです」

「なにを？」

「〝損得〟というのは、我々騎士団がもっとも嫌きらうものの考え方なのです」

　颯真はあっけにとられた。

　中世欧おう州しゆう（たぶんクロエはヨーロッパ系）と現代日本の価値観の差かと思ったが……

　損得を論じるのが〝恥はずかしい〟時代はあったとしても、〝損得という考え方が嫌い〟という時代があり得たとは思えない。

　人間である以上、得をしたい。

　それをおおっぴらに示すかどうかは時代性・地域性によるだろうが……

　損得という考え方自体が嫌いというのはあまりにも遠すぎて共感も理解もできない。

　颯真は問いかける。

「悪いけど、理解できなさすぎて、そっちがなにか裏で企たくらんでるかもしれないというところまで考えてしまう。僕はどうにも損得がかなり気になるらしい。それとも、騎士っていうのは普ふ通つう、お金とか……利益とかを無視するものなの？」

「違うのです。騎士団の維い持じにはとてつもないお金がかかるのです。だから、うちもお金もちだったのですよ。鎧よろいだって高いのです。普通、子供用なんか作らないのです。わたしだってお金の重要さは知っているのです」

　クロエは自身が身につけている鎧と剣けんに視線を落とした。

　鎧、と言うといかにもファンタジー的で価値観がつかみにくい。

　だが〝体にフィットするように加工された丈じよう夫ぶな鉄製品〟と考えると、オーダーメイドだろうし、鉄板だってかなりの値段だろうし、加工費用もバカにならないだろうから、かなり高く思える。

　車みたいなものだと思えばいいのだろうか？

　たしかに裕ゆう福ふくな家庭でもなければ子供に車を与あたえようと思わないだろう。

　そんなのはただの道楽以上の何物でもない。

　では、そんな家庭で育ったクロエがなぜ〝損得という考え方〟を嫌うのか。

　クロエは語る。

「我が家は〝フェーデ〟によって財産を奪うばわれたのです」

「……ええと、その〝フェーデ〟って、騎士団の規律みたいなものじゃないの？」

「違うのです。〝誇ほこりを傷つけられた者は、決けつ闘とうによってその恥はじをそそぐことができる〟という法律なのですよ」

「よくわからないな……」

「恥をかかされたら公衆の面前で相手をぶちのめしていいのです」

「よくわかった。……それで、なんで財産を奪われるの？」

　クロエがうつむく。

「ソーマにあまり事細かに正確に言っても仕方がないので、理解しやすさ優先で言うのですよ」

「助かるよ」

「フェーデによる決闘は、恥をかかされた方が、かかせた方に挑いどむのです。その時に、恥をかかされた方が勝てば恥をかかせた相手に慰い謝しや料りようを請せい求きゆうできるのです」

「……じゃあ、その慰謝料の払はらいすぎでクロエさんの家は傾かたむいたってこと？　それはなんというか……」

　ずいぶん人に恥をかかせていたんだな、という感じだ。

　話だけ聞いていると自じ業ごう自じ得とくに思えてしまう。

　しかし、クロエは首を横に振った。

「わたしの父は強くはないのです。でも、優やさしくて、礼れい儀ぎ正ただしい、本当の騎士だったのですよ」

「……そんな人が、人に恥をかかせるようなことを？」

「違ちがうのです。フェーデの名目はそうなっているのですが、わたしの生まれたころにはもう形けい骸がい化かしていたのです。つまり──〝恥をかかされた〟と難なん癖くせをつけて決闘を挑み、財産をむしりとる……法律によって守られた強ごう盗とうのような連中が横行していたのです」

「……それはひどいな」

　今で言う詐さ欺ぎ師しだろうか。

　だが、法律で守られている──国家が公こう認にんしてしまっている以上、どうしようもない。

　クロエが拳こぶしをギュッと握にぎって言葉を続ける。

「本来のフェーデは違うはずなのです。誇りを守るための決闘のはずなのです。それが、財産をむしりとるための手段に変わってしまったのです。……悪用されているだけならまだしも、フェーデが適用されるのは騎士同士の場合のみ──ようするに、父や他ほかの騎士から財産を奪う者もまた、騎士なのです」

「……」

「わたしの時代、とっくに騎士道は地に墜おちてしまっていたのですよ」

　クロエが颯真の襟首を放す。

　そして、剣の柄つかをなでた。

「だからわたしたちはああはならないのです。我々は失われた騎士道を再現するのです。我々が騎士の理想になるのです。そのために、弱者を、困こん窮きゆう者しやを、頼たよってくる者を絶対に見捨てない……そういう活動こそが、我々にとって〝誇りを守るための決闘〟なのです。時じ代だい遅おくれでも、周囲に嗤わらわれても」

「……なるほど。僕にもわかりやすく損得に直させてもらえば、君たちは人助けをすることがすでに得で困っている人を見つけることが得なんだね」

「その言い方は嫌いなのです」

　クロエがムッとする。

　颯真は笑った。

「ごめん、ごめん。なるほど、騎士団の考え方はなんとなくだけどわかったよ。それでもなお、僕はやっぱり完全には理解できないし──君たちに実益がない限り、君たちを連れて行くのは申し訳なく思う。弱者・困窮者の救済は君たちに精神的な徳を与えても実利を与えないだろう？」

「……実利、ですか」

　クロエが考え込む。

　颯真は補足した。

「僕の能力を使ってなにかしたいなら、そういうことでもいい。アイトたちに頼たのめば、もっといいものをもらえるかもしれない。たとえば──未来の技術とか。そういう、君たちが持っていなくて、君たちに必要なものを、協力の見返りとして与えたいんだ」

　クロエはしばらく沈ちん黙もくしていた。

　そして。

「……我々に圧あつ倒とう的に不足しているものが、あるにはあるのです」

「どんな？」

「年上なのです」

「……はい？」

　颯真はきょとんとする。

　クロエが淡たん々たんと続けた。

「我らは精神的に気高き騎士団なのです。訓練をかかさぬ屈くつ強きようなる兵団なのです。けれど、我々の大半はまだまだ子供で、その多くが様々な事情で家を失っているのです」

「……そのようだね」

「中にはまだまだ甘えたいさかりの子もいるのです。そういう子が甘える相手がほしいのですよ」

「……そんなんでいいの？」

「ソーマにとっては価値のないものでも、我々にとっては価値のあるものなのです」

　クロエの目は真しん剣けんだった。

　颯真は笑う。

「わかった、菊花に頼んでみよう。うちのクラスメイトたちは君らより年上ではあるから、もうちょっとお兄さんお姉さんとして接してあげられるよう頼んでみるよ」

「助かるのです。騎き士し団の子供たちにももう少し仲良くしてもいいと伝えるのです」

「『仲良くしてもいい』ね」

　ということは、最初から仲良くしたかった、ということか。

　遠えん慮りよしていたということか。

　──そりゃあ、言葉が通じないとはいえ、槍やりを突つきつけて連行して、農業に従事させてる相手と仲良くなんて、できないと思うよなあ。

　二年Ｆ組は不満なんかなさそうだったが……

　不満に思っているだろうという不安を抱いだいても仕方ない行いではある。

　颯真はため息をついた。

「……個人的にはまだ申し訳ないんだけれど、あまりこちらから色々要求することでもないし、君たちに〝年上〟を提供する代わりに未来人拠点を取り返す手助けを頼むよ」

　──アイトと魔ま女じよと僕に協力を頼む代価をクラスメイトが払うのもおかしな話だけど。

　物品の要求などではないのだから、このぐらいはいいだろう。

　肩かたすかしという気分だった。

　クロエが、おずおずと口を開く。

「……まだ申し訳ないなら一つ追加があるのです」

「なんでも言って。できることしかやらないけど」

「……ここだけの話なのですよ」

　クロエが口を寄せてくる。

　颯真は身をかがめて、クロエに耳を寄せた。

　彼女が周囲をうかがいながら、小声で話す。

「わたしは騎士団長として模も範はんとなるべく日々過ごしているのです」

「う、うん、そうだね……クロエさんは立派だと思うよ」

「疲つかれるのです」

「……そ、そうなんだ……」

「だから、わたしだって、たまには心を休めたいのです。でも、他の子の手前そうもいかないのです」

　クロエの声こわ音ねは真剣そのものだが──

　──なんだろう、笑いそうになる。

　あまりにも微笑ほほえましい。

　いや、ここは普ふ段だんの苦労をしのんで涙なみだを流す場面なのかもしれないが……

　颯真はとにかく、真剣な表情を苦労して作りながら話を聞く。

　クロエはこしょこしょとささやいた。

「だからですね……その……ソーマの部屋にたまにお邪じや魔まして、その時は、気を抜ぬいてもいいのです？　なんでもないことを報告して、褒ほめてもらったりしていいのです？」

「……けど、なんで僕の部屋？　菊花とかおすすめだよ。あいつは子供には優しいから」

「言葉が通じない人のところに行っても、なにをしているのか周りから不ふ審しんがられるのです。でも、ソーマとならなにか相談していると思ってもらえるのです」

「……なるほど」

　たしかに──それならば、自分しかつとまらないだろう。

　颯真は納なつ得とくした。

「わかった。クロエさんがそう望むなら、そういうことで」

「……ありがとうなのです。普段無理して丁てい寧ねいな言葉を使っているので疲れるのです」

「無理して使ってたのか……」

　それで微び妙みようにおかしな敬語になっていたのか、と納得した。

　意い思し疎そ通つうの能力はかなり細やかなニュアンスまで翻ほん訳やくしてくれるらしい。

　クロエが颯真の腕うでをとった。

「さっそくソーマの部屋に行くのです」

「行くのはいいけど、口調も無理しなくていいんだよ？」

「……これはもうクセになっているのでどうしようもないのです」

　達観したような顔だった。

　本人があきらめきっていることがよく伝わってくる。

　──苦労してるなあ。

　颯真は笑うしかなかった。

「さあ、明日までゆっくりするのですよ。だらだらできるというのはいいことなのです」

「今初めてクロエさんと気が合いそうだと思ったよ──って明日まで!?　まさかずっと僕の部屋にいるの!?」

「問題あるのです？」

　答えに迷う。

　クロエはまだ幼い。

　しかし異性だ。

　問題ある、と言ってしまえば、言った側の人格に問題ありそうだ。

　問題ない、と言い切るのも、それはそれで世間様が問題視しそうだ。

　──なんだこの選せん択たく肢しは……どちらに転んでも地じ獄ごくじゃないか……

　颯真は悩なやむ。

　だが──こういう悩みならば安らげる。

　捕とらわれた人を助け出すとか、協力的でない相手に協力を頼むとか、そういう本気の悩みばかりだと頭が疲れてしまう。

　たまにはこういう日常的なのもいいな──




　そう思っていたのに。

　ズドォォォン！　という轟ごう音おんが、颯真の日常を揺ゆさぶった。




　地面が派手に揺れる。

　地じ震しん──というか、とてつもなく重い物が落ちてきたかのような、地面そのものではなく地表が揺れる感じの震しん動どうだ。

　颯真はこの震動に覚えがあった。

　クラリッサの雷かみなりだ。

　──まさか、もう来たのか!?

　もう他ほかの勢力への〝復ふく讐しゆう〟を終えて、最後に残したこの場所に来たというのか。

　それじゃあ──未来人拠きよ点てんは、そこにいるアイトの仲間やリゼットはどうなったのか。

　颯真はいてもたってもいられずに医務室を飛び出した。




　外に出る。

　石いし壁かべで構成された広く長い廊ろう下か──その向こうから、アイトが走ってきていた。

　かなりの速度だったが、慣性なんて存在しないかのように、颯真の目の前で止まる。

　アイトは叫さけんだ。

「俺らの……未来人拠点のほうに、でかい雷が落ちたみたいなんだ！　あれは──」

　颯真はうなずく。

「自然現象じゃない。たぶん、魔女──僕らの方で対策を考えなきゃいけなかった〝はぐれ魔女クラリッサ〟の攻こう撃げきだ」

「さっき話してた魔女か!?　っていうか肉体改造もしねえでなんだあの攻撃は!?　本当にアレが個人の力なのか!?」

　アイトすらおどろいている。

　颯真は現状について考察した。

　──というか未来人拠点の方なのか。

　てっきりすぐそばに雷が落ちたものだと思ったが……

　ここから未来人拠点までどれほどの距きよ離りがあるかは知らない。

　けれど、クラリッサの力のすさまじさが垣かい間ま見みられた。

　むしろ怒いかりのすさまじさ、と言うべきだろうか。

　なににせよ──

「どうする!?」

　アイトがたずねてくる。

　──どうする、どうするか。

　作戦を断行して、明日まで待つか──

　それとも作戦を変へん更こうして、今行くか──

　颯真は決断した。

「行こう。アイトはエイチさんを呼んでくれ。僕は魔女たちを呼んでくる。それで──」

　颯真は背後を振ふり返る。

　クロエが、真ま面じ目めな顔で立っていた。

「我々も準備をするのです。拠点入り口で合流するのですよ」

「よろしく頼たのむよ」

「ちゃんとやるのです。だから、ソーマもちゃんとわたしを褒めるのですよ」

　言うが早いか、走り去って行った。

　──さすがだな。

　あの行動の早さは驚きよう嘆たんに値あたいする。

　アイトがきょとんとしていた。

「『ちゃんと褒める』ってなんだ？」

「それは部外秘だから話せないけど……参ったな、心の準備すらさせてくれないのか」

　颯真は頭をガリガリと搔かく。

　後手後手だ。

　できればクラリッサと出会う前にリゼットを助け出しておきたいが──

　──あまり無理をする展開にならないといいなあ。

　むなしい願いを心に抱いた。

　そんなもの叶かなわないに決まっている。

　だって、今すでに予定外で無理をしてでも急がなければ、手て遅おくれになるかもしれないのだから。







　■クラリッサ




　クラリッサはこの世界に来てから、仲間と考え方が合わなかった。

　わからない。みんな平和主義すぎる。

　仲間同士で仲良く？

　他とかかわらないように慎つつましく？

　そんなことだから差別されて石を投げられて、あげくの果てに知らない世界にまで飛ばされる。

　弱者なのがいけない。

　だから強くなりたかったし、実際に、かなり強くなっていた。

　この世界には魔ま法ほうがある。

　この力があればすべてをひれ伏ふさせることもできるはずだった。

　どうせ強者は全部奪うばっていく。

　ならばこちらが強者になって、全部奪ってやる。

　そう考えて、奪い富み肥えるために魔ま女じよの拠点を飛び出した。




　負けた。

　初戦は、人だか獣けものだかわからない生き物と遭そう遇ぐうしてしまったという経けい緯いから、自衛のための戦いになった。

　そして、負けた。

　殺される。喰くわれる。貪むさぼられる。──奪われる。

　そう覚かく悟ごしていたのに──

　化け物は、ぐったりしているクラリッサに食べ物を与あたえた。

　奪わない強者は初めてだった。

　興味がわいた。




　見た目に騙だまされていたが、相手はどうにも自分と同じ人間なんじゃないかという気がしてきた。

　会話──は言葉が通じなくてできないが、コミュニケーションをとろうという意思は伝わってきた。

　弱者は奪われるだけだ。

　そして相手は自分より強者だ。

　ならば自分の時間を相手にくれてやろう、とクラリッサは考えた。

　だからしばらくは──この不器用なコミュニケーションに付き合ってやってもいい。




　強者は優やさしくない。

　けれど、あの人は優しい。

　強者は弱者から奪うだけだ。

　けれど、あの人は与えてくれる。

　クラリッサは思い始める。

　たぶん、元いた世界がおかしかっただけで、普ふ通つうはこうなんじゃないかと。

　あの人は、あの人なりに普通のことをしていて──

　それが経験したことがなくて、涙なみだが出そうなほど温かく思えるだけの話だ。




　いない。

　またうばわれた。

　あのひとはつよかったのに、なぜ。

　たぶん、もっとつよいやつがいる。

　ころす。

　つよいやつをころして、うばいかえす。

　わるいやつのなまえは、なんだ。

　ああ、そうだ。

　ぜんぶのげんいんは、あいつだ。

　あいつが、いちばんわるい。




〝運命〟に復讐してやる。
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　夜。

　月明かりだけに照らされながら、颯そう真またちは雷かみなりの落ち続けている方角へと進んでいく。

　金色の草原──

　その跡あと地ち、だ。

　颯真たちが向かった先では、すでに戦いが繰くり広げられていた。




　多勢に無勢の戦い。

　片方──多勢は、黒い鋭えい角かくの装そう甲こうをまとった多数の人型だ。

　装甲の素材は颯真にはわからない。

　見た目は陶とう器きに近いが、装甲をまとった人型たちはかなり激しい動きをしているので、颯真の知る陶器であればあっという間に壊こわれてしまうだろう。

　隣となりにいるアイトがつぶやく。

「……ユウの貸してる装甲だ。こんな拠きよ点てんに近いとこで戦ってるのか……」

　つまり、未来の技術ということらしい。

　ということは──黒い装甲をまとった人型たちは、未来人、ということになる。




　そしてもう片方──無勢は、たった一人の魔女だった。

　雷をまとい、操あやつるその魔女に颯真も見覚えがあった。

　クラリッサ──

　たった一人にもかかわらず雷を全方位に放つことにより多数を圧あつ倒とうしている。

　彼女の頭上には黒雲があり、そこから彼女へ向けて継けい続ぞく的に雷が供給され続けていた。

「……やだ……」

　デボラが泣きそうな声でつぶやく。

　彼女だっていずれクラリッサと戦わなければならないことはわかっていたはずだ。

　だが、理解と感情は別物なのだ。

　準備ができていても痛いものは痛い。

　デボラの心は今、とても痛いのだろう。




　もとは腰こしぐらいの高さの金色の植物が生おい茂しげっているはずなのに、このあたりが黒い土の露ろ出しゆつした焦しよう土どと化しているのは、八割方クラリッサの雷が原因だろう。

　残り二割は、未来人たちか。

　装甲をまとった未来人たちは殴なぐりかかったり（装甲の腕うで部分が刃はのようになっているので、斬きりかかるといった方が正しいかもしれないが）という攻こう撃げき方法だけではなく、能力を行使している様子も見られた。

　装甲はただの武装ということだろうか。それとも、装甲の能力と他ほかに一つ、という目覚め方をしているのだろうか。

　ともあれ──

〝はぐれ魔女クラリッサ〟対〝黒い装甲の未来人〟という戦いがとっくに始まっていた。




　──僕らはどう動くべきだ。

　颯真は考える。

　今の状じよう況きようは、正直なところ、願ってもないという感じだ。

　アイトの前に立ちふさがるだろう未来人はかなりの脅きよう威いだと思っていた。

　クラリッサもかなりの脅威だと思っていた。

　その二つがつぶし合ってくれているというのは、僥ぎよう倖こうと言えるだろう。

　──というか……クラリッサさんはここらへんにいる勢力を皆みな殺ごろしにするみたいな話をしてたし、予測しておくべき展開だったのかもしれないな……

　情報は出そろっていたのだ。

　クラリッサが周辺一帯をまわって〝復ふく讐しゆう〟を続けると言っていたこと──

　アイトが仲間に追われ、捜さがされていること──

　捜そう索さく隊である未来人とクラリッサが出会えばどうなるか。

　ただ、情報が出そろったのはつい先ほど、本日の夕方ごろの話だ。

　出しゆつ撃げきも緊きん急きゆう以外になかった。

　むしろ〝出撃〟と〝見送り〟という選せん択たく肢しで〝出撃〟を選べたこと自体が神がかり的に運が──判断力ではなく運が──よかったと言えるだろう。

　──素す通どおりするわけにはいかないよな。

　クラリッサと未来人たちは、お互たがいの戦いに集中しすぎていて、こちらに気付いてはいなさそうだ。

　腰まである金色の植物に身を隠かくしているのも、功を奏しているかもしれない。

　どうにかここで両者を沈ちん黙もくさせられれば最上だ。

　むしろ、クラリッサをどうにかするならば、未来人たちと擬ぎ似じ的な共同戦線……というか三つどもえの戦いにできるここをおいて他にはないだろう。

　案は固まった。

　戦力を二つに分ける。

　一つの戦力は未来人拠点まで行って、リゼットやアイトの仲間を救出する。

　もう一つの戦力は、ここに残ってクラリッサと黒い装甲の未来人に対応、足止め、可能ならば鎮ちん圧あつする。

　人数も個人の質もほしい作戦だが──

　──緊きん急きゆう出しゆつ撃げきではあったけれどこちらの戦力だって少なくない。

　颯真は自分の背後にいる者たちを振ふり返る。




　十人の魔女。

　言わずもがな〝魔ま法ほう〟を使える勢力だ。

　今一いつ緒しよに来てくれた十人は、全員が捜索の時に力を貸してくれた少女たちで──つまり全員が強い。

　筆頭であるデボラも颯真の隣にいる。

　ただし──

　クラリッサの存在に、怯おびえたり萎い縮しゆくしたりしている様子が見られる。

　単純にクラリッサの圧倒的な強さが怖こわいわけではなく、仲間と戦わなければならないかもしれないということに怯えている様子だ。

　以上のことから、魔ま女じよたちの戦力をあてにする場合、クラリッサと仮の共同戦線を張って未来人たちを先に倒たおすという戦術をとるべきかもしれない。




　二十人の騎き士し。

　ぶかぶかの鎧よろい、長すぎる剣けん、全員が子供、という見た目はあまり強そうではない。

　また、これまで彼らが活かつ躍やくする場面を見たことがないので、よく言えば未知数、悪く言えば期待できないというところだ。

　ただし、人数は大きな武器となる場合がある。

　戦後処理──戦って、しかし殺さない相手を拘こう束そくしたり、拠点そのものを制圧する場合にはどうしても人数が必要になる。

　規律がしっかりしており、クロエの指揮のもと整然と動く彼らは、その時にこそ真価を発揮するだろう。




　二人の未来人。

　アイトと、彼の横にいるエイチという女の子だ。

　颯真はアイトの強さは知っている。

　ただの人間では手も足も出ないような化け物を殴り殺すことができる。

　魔女のように〝魔法〟じみた力はないが、単純に強いというのはすごいことだ。

　エイチの方もテレポートが使えるらしい。

　しかし──

　この二人に目の前の状況を収めてもらいたい場合、アイトにクラリッサを引き受けてもらうことになるだろう。

　どうしても未来人は数が多くて一人では難しいだろうし、仲間を殴るにはただ人を殴るのとは別種の覚かく悟ごが必要になると思う。

　なにより──




　颯真はアイトへ確かく認にんする。

「この中に、アイトにクーデターを起こした首しゆ謀ぼう者しやはいないんだよね？」

　アイトが重苦しい表情でうなずいた。

「ああ……アイツはたぶん、拠点で俺を待ってると思う。一人で……」

「……一人、ねえ。アイトがそう判断する根こん拠きよは？」

「そういうヤツだから、としか言えねえな。……俺は最近、人を見る目に自信がなくなってきたところだし、間ま違ちがってるかもしれねえ」

　暗い表情だった。

　颯真は考える。

　──本当に敵の首謀者が一人でいるかどうか、だよな。

　アイトは、颯真の主観において、この中で一番の戦力だ。

　冷たい言い方になるが、有効活用しなければならない駒こまだろう。

　そして──遺い憾かんながら、今、全員を指揮できるのは、全員に言葉を届けられる自分しかいないのだ。

　嘆なげきたいし放ほうり出したいのだが、そんなことしてもエネルギーの無む駄だだろう。

　明日まで生きていくために必要な努力だと颯真は割り切った。

　責任を放り出さないことを決意してから、たずねる。

「アイトはどうしたい？」

「……情けねえ話だが、どうしたらいいかわからねえ。颯真に任せたい」

「そうじゃない。戦略的にどうこうっていう話じゃなくって、どうしたらアイトは一番力を発揮できる？」

　一番強いのはアイトだ。

　ならばアイトの力を損そこないたくない。

　彼のモチベーションが一番上がる方法を選ぶ──

　それが、颯真の導き出した〝相あい坂さかアイトの有効活用法〟だった。

　アイトは悩なやむように目を伏ふせる。

　それから、クラリッサと未来人たちの戦いに目をやった。

「……ウジウジしてらんねえんだよな。こうしてる間にも仲間が戦って傷ついてる」

　視線は黒い装そう甲こうをまとった未来人へ向いていた。

　──自分を裏切った人たちのはずなのに、それでもアイトは〝仲間〟って言うんだ。

　颯真は感心する。

　アイトが決意した表情でうなずく。

「俺はユウの──クーデターの首謀者のところに乗り込みたい。アイツに話を聞かねえといけねえ気がするんだ」

「じゃあ、そうして。エイチさんの能力で拠きよ点てんまで行けるかな？」

「……いいのか？」

　おどろいた表情だった。

　颯真はうなずく。

「指揮官みたいな考え方で恐きよう縮しゆくなんだけど、アイトが望むことをするのが、僕らにとって一番勝利の可能性が高いと思う。君が一番強いから、君には一番実力を発揮できるところをやってほしいんだ」

「……俺が間違ってて、もし、クーデターの全戦力がこっちに向かってたら？」

「リゼットさんを助けるのが簡単になるね。この場は──デボラさんにどうにかしてもらうよ」

　ビクリ、とデボラが肩かたを震ふるわせる。

　颯真は彼女へ向き直った。

「倒さなくてもいい。リゼットさんさえ戻もどってくれば、クラリッサさんを止められる可能性がある」

「……ほんとに？」

　デボラがすがるような表情をした。

　颯真はうなずく。

「ああ、可能性はあると思ってるよ」

　──噓うそは、言ってない。

　ただし、本当に〝可能性がある〟だけだ。

　同じ境きよう遇ぐうで過ごし、似たように魔女の拠点を飛び出したリゼットであれば、デボラや自分よりもクラリッサの気持ちがわかるかもしれない。

　気持ちがわかれば、ひょっとして説得が可能かもしれない。

　そんな程度の、ささやかな、奇き跡せきとすら呼べてしまえるような可能性だ。

　ただし──

　颯真は改めて未来人とクラリッサの戦いを見る。




　目の前のことに夢中で、こちらに気付いてもいないクラリッサ。

　そのクラリッサに向かっては散らされ、しかしあきらめずに立ち上がる未来人たち。

　戦力はややクラリッサが優位だろう。

　しかし人数と不ふ屈くつの根こん性じようでは未来人たちも負けていない。

　彼らが戦いになっている理由に、改めて思いをはせる。




　クラリッサは偶ぐう発はつ的に遭そう遇ぐうした未来人を見て、〝復ふく讐しゆう〟に足る相手だと考えて襲おそったのだろう。

　未来人たちは──最初は、突とつ如じよ襲おそい来た脅きよう威いへ抵てい抗こうする目的だったはずだ。

　だが、長く戦い、倒れ、傷ついても退たい却きやくしないのは──ここが未来人拠点の近くだからだろう。

　颯真にはまだそれらしい建造物や土地などは見えていないが──

　アイトの口ぶりでは未来人拠点は近いらしい。

　場所が地下などで地表からは見えないという可能性もあるだろう。

　ならば退けない。

　未来人と魔女は意い思し疎そ通つうが不可能なのだ。

　魔女が偶発的ではなく、拠点を狙ねらってこのあたりに出しゆつ没ぼつした可能性を外せないだろう。

　そして魔女が強ければ強いほど、こんな存在を拠点に連れ帰るわけにはいかない。

　だから必死に抵抗する。

　そして両者は殺し合う。




　颯真は誰だれにともなくつぶやいた。

「ようするに──リゼットさんが魔女たちに〝世界を見て〟ほしかった理由っていうのが、ああいうことなんだろうな」

「……リゼットが？　なんの話なの？」

　デボラが首をかしげる。

　颯真は首を横に振ふった。

　それから問いかける。

「……それで、僕らを守ってもらってもいいかい？　アイトがリゼットさんを助け出すまででいいからさ」

　颯真は問いかける。

　デボラが考え込みながらうなずいた。

「わかったの」

　悩んでいるような顔のままだったが、たしかに承しよう諾だくの言葉だった。

　颯真はアイトへ視線を戻す。

「ということだから、行ってきてよ」

「だが……」

　アイトがうつむく。

　颯真は考える。

　──偉えらそうな言い方になっちゃうけど、少し厳しく言った方がいいな……

　自分の力は人に意志を届けるだけのものだ。

　殴なぐり合い、殺し合いになれば役に立たない。

　だから──ここが自分の戦場なのだと颯真は考えた。

　大局を決める戦いがあって──

　そこで活かつ躍やくする主人公がいて──

　その主人公に、噓でもいいからわかったようなことを言って、背中を押す──

　颯真は自分の役割をそう定めた。

　だから颯真はわざといらだたしげにため息をつく。

「アイト、悩むのは時間の無駄だ」

「……でもよ、悩むだろ」

「具体的な案もないのに〝ダメかもしれない〟とか考え込んでもしょうがないよ。僕だって最高の配役を演出できない。ただ、現状最善だと思える配置にしようと努力してる。ようするに──難しい話はおいておいて、答えを出すのも後回しでいいから、悩むならこれ一個だけにしてほしいんだ」

「……『これ』って、なんだよ」

「僕を信じるかどうか。信じるなら行ってほしい。信じられないなら、僕はもうなにもできない」

「は？」

　アイトが目を丸くした。

　──実際に、信じてもらえなかったらどうしようもないんだよなあ。

　颯真は内心でため息をついた。

　現状はようするに、〝颯真の決めた配置を信じて行動できるか〟という一点にかかっているのだ。

　だが──信じてもらえる要素は、はっきり言うと、なかった。

　出会ってまだ三日目だ。

　しかも、大半は行動をともにしていない。

　信しん頼らい関係が芽生えるには色々なものが足りなすぎた。

　ただ、時間がないのは事実だ。

　颯真としては、クラリッサと未来人たちの戦せん闘とうに今終わられては困る。

　多少なりとも未来人拠点が手て薄うすなうちにリゼットを助けに行ってほしいのだ。

　だから決断を急ぐ必要があった。

　これは、賭かけだ。

　そして──

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、アイトが笑う。

「普ふ通つうさ、こんな短い付き合いで信じる信じないって言わねえよな」

　颯真は苦く笑しようする。

「そうだね。自覚してるよ」

「けど、そういうヤツは信じてほしいヤツなんだよな」

　アイトが真しん剣けんな顔になる。

　そして──

「わかった。信じる。今から俺は、お前という指揮官に仕える兵士だ。俺を好きに使ってくれ。使いつぶしてくれてもかまわない。俺には颯真からの信頼に応こたえられなかった責任があるし──それに、その隠かくすところのない真っ直すぐな口ぶりは、俺にも理解しやすくて気に入った」

　最後の方、アイトは笑う。

　颯真も笑い返して──

　クロエの方を見る。

「未来人二人に拠点に向かってもらう。クラリッサさんや黒い装そう甲こうたちはデボラさんたちに相手をしてもらう……とは言え、専守防衛って感じだけど。そんな風な戦術でどうだろう？」

　クロエがきょとんとした。

「なぜわたしに聞くです？」

「いや……戦術とか陣じん形けいとか、詳くわしいかなって思って。騎き士しだし」

　クロエが納なつ得とくしたようにうなずく。

「前も言ったのです。事前に聞いてほしいのです。とはいえ──たしかに戦術の教養もあるですが、〝魔ま法ほう〟前提の戦術なんか聞いたことも見たことも考えたこともないので、お答えできることは少ないのですよ。わたしの知っている戦術は、五人でかかれば絶対に一人を殺すことはできるというたぐいのものです。十人まとめてなぎ払はらうような怪かい物ぶつには対応してないのです」

「……怪物、ね」

　戦力的に言って、クラリッサにその表現を使うのは誤りではないだろう。

　それに──中身、心の面で言っても、同じようなものかもしれない。

　心まで怪物になるのは、対象を〝個人〟とした場合には珍めずらしいケースだろう。

　だから、そう考えればクラリッサの行動は、どんな事情があったにせよ、共感や理解の対象ではない。

　この隔へだたりはまさしく〝人間と怪物〟の隔たりだ。

　しかし、集団の場合は起こりうるだろうな、と颯真は感じていた。

　実際に魔ま女じよという勢力が、排はい他た的で内向的で攻こう撃げき的で臆おく病びようで、リゼットの尽じん力りよくなどがなければ、〝怪物〟としか呼べないような害悪だけをまき散らす凶きよう悪あくな勢力になっていた可能性も高いのだ。

　一人一人は、ただ少しだけ過去の経歴のせいで臆病になってしまっている、普通の少女なのに。

　颯真はデボラをちらりと見て笑う。

　それから咳せき払ばらいをして、クロエに視線を戻もどした。

「問題はないかな？」

「わからないのです。でも、聞いた感じ問題は──一つだけなのです」

「なに？」

「我ら騎士団の役割がないのです」

「ああ……」

　颯真の中で、騎士団はやっぱり〝身の丈たけに合っていない武装をした子供たち〟なのだ。

　雷かみなりを放つクラリッサや、獣けもののように素す早ばやい動きの上に、雷の直ちよく撃げきを受けても立ち上がる頑がん強きようさと、異能力まで駆く使しする未来人の前に〝ポン〟とは置けない。

　だから考え込んで……

「遊ゆう撃げきとか任せられるかなって」

「……遊撃、なのです？」

「そうそう。ほら、騎士団は規律がしっかりしてるから、戦局を見て、チャンスがあったら大将首をとるみたいな……」

　クロエがじっとりとした目でこちらを見ていた。

　──さすがに言い訳がましかったか。

　颯真はうなだれる。

　だが、クロエがぽつりとつぶやいた。

「……ちゃんとできたら、ちゃんとわたしを褒ほめるのです」

「え？」

「褒めるのです。それが条件です」

「あ、ああ……そうだったね。わかったよ。そのぐらいでいいなら、いくらでも」

　颯真は拠きよ点てんで言われたことを思い出し、承諾した。

　クロエがじっとりと上うわ目め遣づかいで見てくる。

「絶対なのですよ」

「わかったよ……」

　やけに念をおしてくるなあ、と颯真はたじろいだ。

　ともかく──これで役割が出そろった。

　アイトが──

　デボラが──

　クロエが──

　指示を待つように、こちらを見ていた。

　──号令は僕が出すのか。

　ここまで仕切ったんだから当たり前か、と苦笑した。

　そして。

「アイトは未来人拠点へ。デボラさんはクラリッサさんと未来人の足止め。騎士団は機会をうかがって隙すきができたら相手を無力化してくれ。くれぐれも無理はしないでほしい。一人でも死んだら立ちゆかないからね。それじゃあ──始めようか」

　アイトがうなずく。

「わかった。颯真が来たら開くように拠きよ点てんの設定を変へん更こうしとく」

　エイチが無表情でつぶやく。

「では行きますよ。つかまってください」

　アイトがエイチの腕うでをつかんだ途と端たん──

　二人の姿がその場から消失した。

　瞬しゆん間かん的に二人の姿は、はるか遠くに現れた。

　黒い装甲を着た一人がアイトたちに気付く。

「アイトがいたぞ！」

　その叫さけびに応じて、他ほかの黒い装甲たちもアイトたちへ注目した。

　──気付かないでくれるとかいう甘い展開はなかったか。

　まったく気にしないでくれたら、隠れたままでいられたのだが……

　仕方がない。

　颯真はデボラの方を見る。

「未来人の足止めをお願い！　アイトたちが拠点に向かうのを邪じや魔まさせないで！」

「……わかったの」

　デボラがうなずく。

　その顔は、まだなにかを考え込んでいるようだったが──

　アイトたちを追おうとした黒い装甲たちの前方で、突とつ如じよ、爆ばく発はつが起こる。

　デボラの魔法だ。

　──きちんと仕事はしてくれるみたいだな。

　颯真は安あん堵どして、クロエを見る。

　クロエはうなずき、ハンドサインで背後の騎士たちに合図すると、身をかがめて隠れたまま、周囲に散っていった。

　伏ふく兵へいとして機能してくれるようだ。

　そこまで考えていなかった颯真は感心した。

　──やっぱり彼女たちの知識や経験は有用だ。

　考えて、やはり、というか、当たり前のように、というか、思うことがあった。

　──僕じゃなければよかったのに。

〝意い思し疎そ通つう〟の能力を持っているのが自分のようなごくごく普通の……あるいは普通以下の高校生でなければ──

　もっと特とく殊しゆな環かん境きようで過ごし、専門的な知識を持っていたならば──

　今、目の前で起こっている争いすらも起こらなかったのではないかな、と思わずにはいられなかった。




　　　　２




　クラリッサが叫んだ。

「なんでアタシたちばっかり奪うばわれなきゃいけない!?　なんでアタシたちばっかり失わなきゃならない!?　〝運命〟っていうものがあるなら、アタシはそいつをぶちのめす！　お前か、お前か、それともお前か──アタシの邪魔をするやつは一人残らず死んじまえ！」

　雷らい光こうがほとばしる。

　網もう膜まくを焼くほどの真っ白な輝かがやきに、颯真は目を細めた。

　クラリッサを取り囲む、黒い装甲をまとった未来人たちが、次々と雷に吞のみ込まれていった。

　だが、未来人たちもやられっぱなしではない。

　能力や装甲を駆使してクラリッサへ近づき、その命を奪おうと必死になっている。

　颯真は感じた。

　──これが、争い続けた成れの果てか。

　落としどころもなく、説得も通じない──

　そんな脅きよう威いに対して人々が死ぬまで抵てい抗こうを続ける──

　未来がない未来。

　このどこかもわからない異世界で、他者と協調せずに戦い続けた結果を、クラリッサと未来人たちの戦いの中に見たような気がした。

　そして──

　そんな未来になれば、真っ先にいなくなるのは、クラスメイトのように力ない一いつ般ぱん人だろう。

〝争いをこの世界から消す能力〟。

　リゼットが〝意思疎通〟の能力を知ってそう表現したことを思い出す。

　──リゼットさんは、あの段階でこの未来を見ていたのか。

　どんな時代を生きたのだろう。

　いったい、どれほどの考えを重ねればそんなことを想定できるのだろう。

　颯真は今初めて、本当の意味で魔女たちの生きた環境が気になった。

「ソーマ」

　隣となりにいるデボラが、袖そでを引っ張った。

　彼女はうつむいていた。

　だが、視線はじっとクラリッサを見ていた。

　颯真はデボラに問いかける。

「どうしたの？」

「クラリッサは──デボラがぶっ殺すよ」

　意外な言葉だった。

　颯真はおどろいて聞き返す。

「殺すって……殺すってこと、だよね」

「うん。わかったの。きっとデボラたちはああなろうとしてたの。リゼットの言ってること、ちょっとだけわかったの……デボラがぶっ殺してあげないとダメなんだよ。誰だれかが止めないといけないなら、デボラが止めてあげたいから」

「……本当にいいんだね」

「いいわけないの。でも……でも、ねえ、ソーマ、本当にクラリッサを助けられるの？」

　颯真は考える。

　──そうだ。こうなる前にどうにかするのが、僕の役割のはずなんだ。

　けれど──できない。

　異能力的に可能でも、能力的に不可能だ。

　それに──魔女であるデボラが、同じ魔女であるクラリッサを殺してくれるのであれば、他勢力と軋あつ轢れきは生まれないだろう。

　──嫌いやになるほど冷静だな、僕は……

　自己嫌けん悪おする。

　だが、今はそれよりも行動しないといけない。

　デボラは、颯真の言葉を待っている様子だった。

　後押しが必要なのだろう。

　颯真は──

「僕では彼女を助けられない。そして──さっきは騙だますようなことを言ったけれど、リゼットさんが戻もどってきてもクラリッサさんを説得できる可能性は低いと思う」

　結論を述べた。

　デボラがうなずき、クラリッサへ視線を向ける。

　そして、右手をかざした。




　爆発が起こる。




　クラリッサのすぐ目の前の地面が、大きくえぐれた。

　デボラの攻こう撃げきだ。

　クラリッサは、鋭するどい眼光でデボラを見た。

「お前もアタシの前に立ちふさがるのか」

「……やだよ……立ちふさがりたくないよ……デボラは、クラリッサのこと、大事な仲間だと思ってるもん……」

「だったら、目の前に立つなよ。アタシは言ったよな？　拠点に引っ込んでろって。アタシはお前の前に立ちふさがる〝運命〟じゃない。〝運命〟みたいな理り不ふ尽じんで性しよう悪わるで身勝手で鬼き畜ちくな存在じゃない。そうじゃないように、努力してた」

「……うんめい」

「でも、お前が立ちふさがるなら話は別だ。理不尽で性悪で身勝手で鬼畜な、お前の〝運命〟になってやる」

　クラリッサが雷かみなりを放つ。

　デボラは──爆発で、雷をそらした。

　そして、涙なみだを流す。

　クラリッサがため息をついた。

「泣きながら戦うのか。泣きながら立ちふさがるのか。そんなんじゃアタシは止まらないぞ。〝運命〟は涙なんか流さない。あいつらはもっと非情に、冷れい酷こくに、全部奪っていく」

「デボラは〝運命〟なんかじゃないもん……でも──」

　グッと歯を食いしばる。

　瞳ひとみは潤うるんだままだけれど、デボラの目から涙がこぼれ落ちるのは止まった。

「──クラリッサが望むなら、デボラはクラリッサの〝運命〟になるよ。仲間のためならがんばれるよ。がんばって……仲間のために、仲間をぶっ殺すよ」

　ゴウッ！　とクラリッサとデボラの周囲に炎ほのおの壁かべが現れる。

　デボラの隣にいた颯真も、一いつ緒しよに壁の中に包まれる。

　かなりの熱気だ。

　壁の外から黒い装そう甲こうをまとった未来人たちが来る様子はない。

　炎に巻かれるのを恐おそれて、来られないのだろう。

　──いつの時代のどんな人であっても、炎が怖こわいのは一緒か。

　颯真は妙みような共感を覚える。

　そして、クラリッサは炎に怯おびえる様子がなかった。

　まったくかまわずに、雷を放ってくる。

　デボラは雷を爆ばく発はつでそらし、炎で受け止める。

　普ふ通つうの雷が炎にぶつかって止まるとは思えない。

　彼女たちの能力は正確に言えば、〝炎や雷〟ではなく〝炎や雷に似た性質を持つまったく別のもの〟なのかもしれない。

　クラリッサの攻撃はとにかく速いが──

　デボラの爆発は発生が早く、範はん囲いが広い。

　いくらクラリッサが攻撃してきても、デボラが防ぼう御ぎよに徹てつしている限り負けることはなさそうだ。

　だが──攻撃できなければ意味がない。

　クラリッサを〝ぶっ殺す〟のが目的なのだから。




　──まずいな、早く決着をつけてアイトのところに行きたいのに……

　アイトは強い。

　だが、今の未来人勢力を率いている敵のボスも強いだろう。

　だからもしもの備えとしてなるべくアイトのところに人数を送り込みたいのだが……




　デボラとクラリッサの戦いに意識を戻す。

　両者は拮きつ抗こうしている。

　おそらく決着は一いち撃げきでつく。

　だが、お互たがいに隙すきがない。

　クラリッサが攻撃の手を緩ゆるめるか、デボラが防御を失敗すれば、その瞬しゆん間かんに終わる。

　あるいは──

　颯真は周囲を見回す。

　すると──
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　クラリッサの背後。

　炎を飛び越こえて壁の中に入ってくる一人の少女を見つけた。




　赤い髪かみの小こ柄がらな少女だ。

　手には抜ぬき放った剣けんを持っている。

　──あれは、クロエさん!?

　颯真はおどろき、目を見開く。




　クロエが、クラリッサの橫腹に剣を突き立てた。




　クラリッサが驚きよう愕がくの表情でクロエを見下ろす。

　そして、なにかに納なつ得とくしたようにうなずいた。

「ああ、そうだ、これだよ。理不尽で性悪で身勝手で鬼畜で、非情で冷酷で──突とつ然ぜん現れて全部奪うばっていく──」

　クロエが剣を引き抜く。

　そして、もう一度、今度は心臓の位置を狙ねらって突き出した。

　クラリッサが哄こう笑しようする。

「お前がアタシの〝運命〟か！」

　心臓に剣が突き刺ささる。

　くずおれるクラリッサを──

　クロエは、荒あらい息をつきながら見下ろしていた。

　クラリッサがケタケタと不気味に笑い続ける。

「ああ、もう出ない……怒いかりを、雷を放つ力も、ないのか……やっと見つけたのに……チクショウ……恨うらんでやる、呪のろってやる……眠ねむる時、暗くら闇やみを見る時、夜の森を歩く時、必ずアタシを思い出せ。アタシはお前を見ているぞ、〝運命〟」

　笑い声は次し第だいにかすれていき──

　そして、絶えた。




　クロエが颯真を見た。

　ひどい表情をしている。

　顔は真っ青で、息は荒くて、頰ほおには返り血がこびりついていた。

　それでも──

　炎を背負って立つ、赤い髪の少女は、妙に美しかった。




　炎の壁が消え去る。

　デボラが膝ひざから崩れ落ちた。

　颯真は彼女の体を支えながら周囲を見回した。

　見えるものは──

　クラリッサに大半を損そん壊かいさせられた、膝をついて戦意喪そう失しつしている未来人──

　その未来人たちを見下ろすように立っている魔ま女じよたち──

　騎き士したちは素す早ばやく未来人たちを縄なわで拘こう束そくしていた。

　──あれが騎士、戦うために教育を受けて己おのれを鍛きたえている集団、か。

　颯真は驚愕し戦せん慄りつした。

　まだ幼い、ぶかぶかの鎧よろいに長すぎる剣を身につけた子供たちだと侮あなどっていた。

　彼らの持つ力は、いきなり身についた魔ま法ほうや、ケンカの延長のような超ちよう能のう力りよくなどとはあきらかに異質──

　質素だが堅けん実じつで実用性に富んだ実力を持つ〝騎士〟という勢力は、ともすれば最強なのかもしれなかった。

　颯真はクロエに声をかける。

「お疲つかれ様。辛つらい役目をやらせてしまった」

　クロエが首を横に振ふった。

「いいのです。放っておけば我々もいずれこいつに襲おそわれていたと思うのです。だから、魔女がやらないのであれば、遅おそかれ早かれ、我々がこうしていたのです」

「……クロエは大人だね」

「賞賛と受け取っておくですよ。それより──今はこのぐらいでいいのです。でも、拠点に帰ったらちゃんとわたしとの約束を果たすのです」

　──褒ほめろ、というアレか。

　颯真は笑ってうなずく。

　それから、すぐそばのデボラに声をかけた。

「デボラ、お疲れ様」

　颯真はデボラに手を差し出す。

　デボラは颯真の手をとって、しがみつくように胸に抱だいた。

「……もう、こんなことはやだよ。もう、仲間と戦いたくないよ……」

　震えるデボラを見て、颯真はクロエに感謝する。

　もし、あのままデボラがクラリッサを殺していれば、きっと、こんなものではすまなかっただろう。

　もっと精神的に衰すい弱じやくしていた可能性が高い。

　そう考えると横よこ槍やりではあったが──クラリッサに曰いわく〝運命〟のようだったが──クロエの行動は実利的である以上にメンタル面での効果が高かったように思える。

　颯真はデボラの頭をなでた。

　デボラがギュッと腕うでにしがみつく力を強める。

「もう、いいよね？　デボラはもうやだから……もう、こんなこと、ないように、ソーマがしてくれるよね？」

「……」

　颯真は答えられなかった。

　保証などできるはずもない。

　だって、今まさに、〝言葉〟や〝説得〟の無意味さを体現したような相手を見ていたのだから。

　それでも──

「精せい一いつ杯ぱいがんばるよ」

　なにか励はげますような言葉をかけずにはいられなかった。

　その一方で、考える。

　ここでの仕事はひとまず終わり──

　あとは、アイトの救きゆう援えんに向かおう。

　颯真はクロエを見る。

「クロエさん、アイトを助けに行きたい。騎き士したちは拘こう束そくした未来人を見ててもらってもいいかな？」

　クロエがうなずいた。

「わかったのです。魔女を何人か置いて行ってくれると安心なのです」

「配はい慮りよしよう。……デボラさん、仲間を何人かここに残して──行こう」

　颯真はデボラを見た。

　デボラがうなずきながら、立ち上がる。

　足はふらふらで颯真にしがみついてようやく立っているといった状態だ。

　颯真は彼女の肩を支えながら、アイトの向かった方向──未来人拠きよ点てんへと向かう。




　デボラがつぶやいた。

「リゼットに会いたいよ……」

　颯真は笑いかける。

「すぐに会えるさ」

　根こん拠きよはないが噓うそをついているつもりもなかった。

　──ようするに僕は、アイトの勝利を疑ってないんだな。

　それでも万が一に備えて、颯真は未来人拠点へ急ぐ。
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「ユウ！」

　協力を得て──

　犠ぎ牲せいを払はらい──

　アイトは自分たちの拠点に足を踏ふみ入れた。

　エイチはそばにいない。

　彼女の能力的に、拠点にユウ以外がいないならば──外で見た人数がクーデターに賛同した全員ならば──仲間の救助をしてもらったほうがいいと考えたのだ。

　仮に敵がいても逃にげるぐらいならできるだろう、という信しん頼らいもあった。

　そして。

　ユウと二人きりで話したいことも、あった。




　だだっぴろい空間に映し出される映像は、宇宙だ。

　周囲の壁かべに、天てん井じように、床ゆかに、吸い込まれそうな漆しつ黒こくの闇やみと、ちりばめられた白い星々、それにうずまく色とりどりの銀河が映し出されていた。




　その中で、黒い服を身にまとったユウが、一人立っていた。

　ユウが口の端はをつり上げて笑う。

「よおアイト。こっちもそっちも色々と犠牲を払ったみてーだな。ボクは痛くもかゆくもねーが、お前は相当痛いんじゃねーの？」

「……ああ。俺をここに送り込むために、みんなが協力してくれた。だから──俺は負けない。人を殴なぐりたくないだの、戦いたくないだの、ウジウジ言わねえ。俺は今、颯そう真まの兵士だ。だから敵の指揮官であるお前を倒たおす……それだけだ」

「いいね。平和がどうこう、協調がどうこう、話し合いでどうこうとかクッソくだらねーこと言ってるお前より、がむしゃらになったお前のがボクは好きだぜ」

　ユウの周囲にアトマシンが集まっていく。

　それはあっという間に黒い人型となった。

　両手足、頭に至るまで、曲面が一いつ切さい存在しない鋭えい角かくで構成された人型。

　ただし──巨きよ体たいではない。

　ユウの体をピッタリと覆おおうような、小さく鋭するどい人型だ。

　──本当に〝殺し〟に来てるんだな。

　巨きよ大だいな装そう甲こうは強いが、巨大さゆえの〝討うち漏もらし〟がどうしても発生する。

　人型ならば人殺しに過不足ない。

　その決意を示すように──

　頭部装甲の中から、クリアな音声でユウが告げる。

「さて、殺し合うか」

　言葉の直後──

　ユウが動いた。




　一いつ瞬しゆんでの接近から、刃はのようにとがった左ひだり腕うでを突つき出す。

　一回、二回、三回、四回──

　人体で可能とは思えないほどの素す早ばやい連れん撃げきを、アイトは体にかすめながら避さけた。

　拳こぶしを握にぎりしめる。

　ユウがアトマシンで腕うで刃やいばを伸のばす。

　横よこ薙なぎの一撃。

　アイトは首を刈かりに来たその一撃を右みぎ腕うでで払はらって、左拳をユウの胸にたたき込んだ。

　ユウが吹ふき飛ぶ。

　そして、映像の映し出されたビルにぶつかって止まった。




　アイトは握にぎった左拳が震えているのを自覚する。

　感かん触しよくが、記き憶おくが、よみがえる。

　この拳は人を殺してしまう凶きよう器きだ。

　この拳は他者を傷つけ破は壊かいする兵器だ。

　この拳は相手にどんな事情があっても一瞬でぶち壊こわす武器だ。

　でも──この拳がなければ助けられない人もいる。

　そう考えたら、震えが弱くなった。

「誰だれかの味方をするってことはさ、誰かの敵になるってことなんだよな」

　アイトは悲しみながら言った。

　上半身の装甲が崩くずれ、膝ひざをつくユウに向けてゆったりと歩いて行く。

　ユウは笑う。

　アイトは彼を見下ろして続けた。

「俺はお前の敵になりたくなかった」

「そうか？　ボクはお前の敵になりたかったぜ」

「なんでだ？　お前は〝ホントウ〟に俺を裏切ったのか？」

「バーカ」

　ユウが左腕の装甲を再生する。

　アイトはすかさず、ユウの左腕を殴った。

　装甲が散り、ユウの腕が妙みような方向に曲がる。

　ユウは、それでも笑っていた。

「どうしたアイト、お前も笑えよ」

「笑えるかよ！　こんなの！」

「いいから笑えって。これで最さい期ごだ。ボクとお前が一いつ緒しよに笑い合うことは、今を過ぎたら二度とない。だから笑え」

「理由を教えてくれ。単純に俺が気に入らなかったから裏切っただけってなら、それでもいい」

「……ボクがたとえば、〝お前のことが気に入らなかったから裏切った〟って言ったら、お前はバカだからそれを素す直なおに信じるんだよな」

「そうだ。俺は──信じる。俺は、知りたい」

　真しん剣けんにユウを見る。

　ユウは、痛みによってだろう、脂あぶら汗あせを垂らしながら、笑い続ける。

「思考を止められても困るしな……なあアイト、お前がバカだから、ボクが代わりに考えてやったぜ？　みんながどう思うかをな」

「みんな？」

「ここにいる全員だよ。お前も、ボクも、どいつもこいつも、ボクらはまだまだガキなんだよ。仲間を殺されて、殺したやつの面めん倒どうを見るとか納なつ得とくできると思ってんの？」

「……やっぱりそれが原因か」

「最後まで聞けよバカ。これがボクの最期のおしゃべりだ。……うまくいかねーよそんなの。仲間が死んで、死んだ仲間のことを吞のみ込んで、未来のために協力してくなんて、そこまで大人になれるやつは少ねーんだよ」

　ユウが苦しげに咳せき込む。

　血液が混じっていた。

　アイトは震ふるえる。

「……ユウ、お前……」

　大だい丈じよう夫ぶなのか、と聞こうとして、それが間ま抜ぬけな質問であることに気付いた。

　自分が大丈夫ではないように殴ったのだ。

　殺すつもりで。

　ユウが鼻で笑う。

「だから、お前の代わりに考えた。お前はバカだから足元見えてねーんだよ。でも、お前がバカだから未来が見えてるんだ。……自分たちを殺そうとしたやつを助けようなんて発想、ボクにはねーよ。言われて気付いた。ここはどこかもわからない世界で、ここには誰がいるかもわからなくて──だったら、いちいち敵対してたらキリがないってな。だからきっと将来的にお前が正しい」

「……俺は、そこまで考えたわけじゃない。ただ、ゼロさんやジューゾーちゃんの境きよう遇ぐうに罪の意識を感じて、なんとかしてやりたくって、それで──」

「お前がバカなことはわかってるんだ。何度も言わすな。お前は考えなしで正しく生きられる。リーダーにふさわしい。だから──反乱分子はまとめてやった。ボクを滅ほろぼして、ボクについた連中の首根っこを押さえろ。お前ならそれができる」

「じゃあ、ユウ──お前は、俺を裏切ってなんかいなくって、〝ホントウ〟はその逆なのか？」

　アイトがユウの目の前にかがみ込む。

　ユウは──刃のように鋭い装甲に包まれた左腕を、アイトの首筋に当てた。

「なれあうな。ボクは敵だ。……本音なんて、ボクにもわかんねーよ。ただ、ボクは自分で思ってたよりみんなのことを考えてたんだっていうのは、新しん鮮せんなおどろきだったな」

「なあ、ユウ、死ぬことはない。滅ぼされることはない。俺はお前に勝った。だから、ここで手打ちにしよう。それに、俺たちなら死んでもやり直せる」

「ハッ、すげーなお前。首筋に刃やいば突つきつけられて勝利宣言とか、お前はボクを笑い殺す気か。……あんまり失望させるなよバカ。そんなんだからなめられるんだ。ボクが一声かけた程度でやすやす裏切るやつが大量に出るぐらいにな。連中はボクをかついだつもりだろうけどな」

「……」

「厳しくなれ。一回だけでいいんだ。ボクを殺せ。完全に殺せ。復活のしようもないほどに殺せ。……一回だけでいいんだ。ボクを殺せた事実がきっと組織に緊きん張ちようを生む。裏切りを粛しゆく清せいした事実がお前の甘さという真実を隠かくしてくれる。ボクを殺して礎いしずえにしろ。さもなくば、ボクがお前を殺して世界中と戦争する」

「そんな話聞いて、できるわけねえだろ！」

「この話をしなきゃ、お前はずっとこのクーデターの原因を自分の中に求め続けるだろ。いいか、考えるのをやめるな。お前の代わりに考えるボクはもういねーんだからな」

　ユウが真顔で言う。

　アイトは言葉に詰つまった。

　その通りだと思ったからだ。

　──本当に、どこからどこまで、こいつは〝俺の代わりに〟考えてくれてるんだ。

　アイトは拳を握りしめる。

　ユウが、笑った。

　心から嬉うれしそうに。

「それでいい」

「……最期に一つ、教えてくれ」

「質問の多いやつだな。アトマシンでの体内治ち療りよう終わっちまうぞ」

「俺はお前のこと、友達──大親友だと思ってる。お前は、どうなんだ？」

　その質問をした瞬しゆん間かん──

　ユウの表情が凍こおり付いた。

　そして、ため息をつく。

「……お前のためにここまでやったんだ。──わかれよ！」

　言葉とともに、ユウが左腕の装甲をアイトの首に向けてなぎ払はらった。

　それより速く──

　アイトの拳が、ユウの胸を貫つらぬいた。

「……ッ」

　あふれそうになる叫さけびを、唇くちびるを嚙かんで殺す。

　しかし、目め尻じりを伝う涙なみだだけは止められなかった。

　魂たましいの保存──そんな発想が浮うかんだが、それはユウの遺志を無む駄だにすることだろう。

　アイトはユウの死体を肩かたに担かついだ。

　そして、踵きびすを返す。

　この戦いの決着を、早く颯真たちに教えなければならない。

　腕うでで乱暴に涙をぬぐって、アイトは走り出した。







　未来人拠きよ点てん──

　そこは一言で言って、宇宙空間だった。

　実際は立方体の大きな箱状の建物の内部で、中に柱のようにビルが乱立している。

　そのビル、壁かべ、床ゆか、天てん井じようすべてがスクリーンの役割を果たしており、今の宇宙空間のように好きな映像を映し出せるのだとか。

　颯そう真まはこの壮そう大だいな装置について、浮かんだ言葉を吞のみ込めなかった。

「この機能、技術の無む駄だ遣づかいじゃないかな……」

　アイトが笑う。

「またテンプレ画像以外も投とう影えいできるようにすっかな。自作アニメとか作ったやつもいるぞ」

「アニメはアイトの時代にも存在するのか……」

「そっちの時代だとなくなる気配があんのか!?」

　というような無駄話をしながら──

〝捕ほ虜りよ〟となった黒い装そう甲こうの……今は普ふ通つうの格好をしている未来人たちが全員集まるのを待っていた。

　クーデター首しゆ謀ぼう者しやは、死んでいる。

　アイトが殺したようだ。

　颯真はそのことについてコメントをしなかった。

　どう言っていいかわからなかったし──

　自分を裏切った人を見て〝仲間〟と表現してしまうようなアイトが、その〝仲間〟を殺したのだ。

　簡単な気持ちではないだろう。

　立ち入るのは無ぶ粋すいだと思った。




　颯真は自分たちの前に並んだ未来人たちを順番に見る。

　──なんていうか、普通だなあ。

　特に〝未来〟という感じはしなかった。

　服装が今の時代よりやや派手になっているような気はするが、ＳＦ映画で見るような肌はだにピッタリフィットする銀色の全身タイツなどを着ている者はいない。

　髪かみ型がたも顔立ちも、たまに見慣れない前衛的なもの──右寄りのモヒカンとか──を見るとおどろくぐらいで、颯真の時代にそんな髪型がいないかと聞かれれば、どこかにはいそうな気がする。

　未来人たちは、仲間──今まで捕とらわれていた、いわゆるアイト派の未来人たちや、いつでも剣けんを抜ぬけるように控ひかえている騎き士したち、そして興味深そうな視線を向けてくる魔ま女じよたちに対して、ビクビクと怯おびえていた。

　当然の反応だろう。

　自分たちを率いていたリーダーが、殺されたのだ。

　自分たちも同じ命運をたどらないとは限らない。

　──アイトは彼らをどうするんだろう。

　聞かれてもないので、口出しもしていない。

　未来人のことは未来人であるアイトが決めるべきだと思っている。

　ただ、全員を処分する、とか言い出したら、あまりいい印象は持てないだけだ。

　これからのアイトとのつきあい方を考え直すだろう。




　アイトが咳せき払ばらいをした。

　わずかなざわめき、呼吸の音すら静せい粛しゆくになる。

　そして──

　アイトは、語り出した。

「一つだけお願いがある。二度と裏切らないでくれ」

　裏切った未来人たちがざわめく。

　あまりにもアイトが下手に出ているからだろう。

　アイトはわざと咳払いをして場を静めてから、続ける。

「俺は頭よくねえから、全部ぶっちゃける。俺は今回裏切ったやつらを責めようとかは思ってねえんだ。……ユウから聞いた。ジューゾーちゃんとかを助けるのに納なつ得とくできないやつが多いのはわかった。そもそも、俺なんかがリーダー面づらしてることを不満に思ってるやつだっているだろうしな」

　アイトが裏切り者たちを見回す。

　彼らは一様に視線を逸そらした。

　ただ、アイトの隣となりにいる小さな金きん髪ぱつの女の子──エイチが、不思議そうに首をかしげていた。

「アイトさんは甘いと思いますけど。加えて裏切り者どもの気持ちを予想するなら、ただ厳げん罰ばつに処さないだけでは逆に不安だと思いますよ」

「あー……罰ばつ則そくというか、提案はあるんだ」

「提案ですか？」

　エイチが逆方向に首をかしげた。

　アイトはうなずき、仲間のほうを見る。

「今回のことはようするに、考え方の違ちがいってだけだと思う。俺たちはまとまっちゃいるが境きよう遇ぐうが同じだけだ。思想集団でもなんでもねえ。だから、色んな考え方があるのは当たり前で、その結果争いが起こるのも──どうしようもない面があると思う」

　ざわめきが広がった。

　裏切られた本人が裏切りを肯こう定ていしたのだから、それはそうだろう。

　アイトはざわめきが収まるのを待って話を再開した。

「俺と考え方が合わないやつは出て行ってくれ」

　静せい寂じやくが広がった。

　呼吸すら忘れたような、間だった。

　アイトがたたみかける。

「この拠点は俺が、ユウから、力で奪うばい返した。俺とユウは……親友だ。裏切ったやつらも、そうだと思ってる。だったら、戦ったって悲しいだけだろ。殺し合ったって辛つらいだけだろ。たかが意見が違うだけで、昨日まで一いつ緒しよに遊んでたやつらと敵対関係になるなんて嫌いやだろ？」

　裏切った未来人たちは、お互たがいを見ていた。

　アイトが続ける。

「だから、これから言う俺の考えが嫌なやつは出て行ってほしい。嫌なことがあったら話し合おう。俺たちは言葉が通じるんだから。話し合いすら拒こばんでいきなり実行に移すようなやつは──出て行け。さもなくば、俺がたたき出す」

　拳こぶしを握にぎりしめる。

　その拳は、ただ強そうなだけではなく、重苦しい重圧を放っていた。

　アイトが自分の拳を見つめた。

「ユウにはさんざん甘いって言われたけど、やっぱり俺は戦いたくないから──これから俺たちは、ここにいる颯真に協力して、この世界の連中と仲良くやっていくことを目的にしていきたい」

「は!?」

　颯真は妙みように甲かん高だかい声をあげた。

　まったくなにも聞かされていなかったので、本当におどろいたのだ。

　アイトがこちらを見る。

「……というわけで、どうだ？　お前なら、全部の勢力と〝話し合い〟ができる。〝言葉がわからないから実行に移すしかなかった〟って言い訳を封ふうじられるのはお前だけだ」

　意表を突つかれこそしたが──

　颯真は考えてから、うなずく。

「そうだね。願ってもないことだ。これで今のところ顔見知りの勢力は全部仲間にできたし──」

　ハッとして颯真はデボラを見た。

　──デボラさんは、あくまでもリゼットさんを助けるまでの協力関係なんだよな。

　だが──

　デボラや魔女から、反論の気配はなかった。

　むしろデボラなどは颯真が自分を見たことで、首をかしげている。

　──これはＯＫってことなんだろうか……

　あとで確かく認にんしよう。

　颯真は決定して言葉を続ける。

「──顔見知りの勢力は全部仲間にできたはずだし、知らない勢力が来ても大だい丈じよう夫ぶだと思う」

「〝全部〟ではねえな。その勢力についても説明……俺はへたくそなんで、あとでエイチがすると思う」

「う、うん……？」

　なにか他ほかにいたかな、と颯真は首をかしげた。

　アイトが気まずそうに笑う。

「とか色々言ったが、結局、颯真のがんばりにかかってるのが、申し訳ねえ話だな」

「本音を言えばできる限りがんばりたくないんだけど……ここでサボるとあとが大変そうだしね。仕方がないからがんばるよ」

「……もうちっと頼たよりがいのある宣言をお願いしたいんだが。〝任せておけば絶対に大丈夫だ〟とかさ」

「可能な限り前向きに善処するとしか言えないよ。〝絶対に〟なんてことは言えない。なにがあるかわからないし」

「……とにかく、そういうわけだ。協力していこう。反対があれば言ってくれ。いきなり暴力に訴うつたえるなら俺が対応する。ただし──仲間相手でも、俺は拳を止めない」

　遠くを見るような視線だった。

　颯真は横から見ていてゾッとする。

　アイトの言葉が真実だと──拳を止めないという言葉に、殺すという決意があるのだと、感じ取れたからだ。

　話し合いで解決したい、仲良くしたいけど、暴力が必要になれば躊ちゆう躇ちよしない。

　その考え方を矛む盾じゆんと言う人もいそうだが、颯真はそう思わなかった。

　この世界に、たとえば〝暴力絶対禁止〟とかいう破れないルールがあれば別だが……

　そんなルールはない。

　あるのは不自由で強力な異能力だけだ。

　だったら全員が対話を望むとは限らないし──

　対話の過程で〝言葉〟より〝暴力〟が有用な手段だという相手がいないとは限らない。

　その時に、相手に〝言葉〟のフィールドにいてもらうためには、相手と同等以上の〝暴力〟が必要になるのだ。

　──理解できるけど、嫌な話だよなあ。

　颯真は自分で分ぶん析せきしておいて自分で拒きよ否ひ反応を起こす。

　アイトが、仲間の方を向いて──しかしこれは独り言のようにつぶやいた。

「……でも仲間を殴なぐりたくはねえよなあ」

　深いため息に、後こう悔かいが感じられた。

　震ふるえる拳に悲しみが感じられた。

　しばらく、沈ちん黙もくが降りる。

　今回のことで裏切った未来人たちは、近くの仲間と話し合っているようだった。

　そして、ひそひそという話し声が収まって──

　誰だれからも、反論は出なかった。

　そして誰も立ち上がって拠きよ点てんを出て行く者はいなかった。

　アイトはそれを見届けて、笑う。

「ありがとう。これで俺もユウのためになにかできた気がするよ。俺みたいなのでも誰かに応こたえられることがあるんだな」

　満足そうな声だった。

　颯真はアイトへ右手を差し出す。

「同盟締てい結けつかな」

　アイトが颯真の右手をとった。

「ああ、これからよろしく頼たのむ」

　そして握り合った手を上下に振ふろうとして──




　颯真は気付いた。

　アイトの姿が、だんだん薄うすれていっていることに。




　アイトが驚きよう愕がくに目を見開く。

「なんだこれ……!?　これは、転移の……いや、だが、なんで!?」

　振り払はらうように颯真の手を離はなした。

　一いつ瞬しゆんだけその場に流れかけた弛し緩かんしたムードが消え失うせる。

　一転してその場には困こん惑わくしたざわめきがあふれ出した。

「アイトさん！」

　エイチが手を伸のばす。

　アイトが鋭するどく叫さけんだ。

「触さわるな！　どんな影えい響きようがあるかわからねえだろ！」

　エイチが伸ばしかけた手を引っ込めた。

　颯真はおどろきながらも考える。

　──これは仮か名なに起きた現象と同じだ。だけど、なんで……!?

　仮名と、その隣にいた女の子は、満足したように消えていった。

　消えることを理解して、納なつ得とくして消えたように見えた。

　だが──今のアイトは違う。

　これからだ。

　今からようやく、なにかを成せそうだったのに──消える。

　アイトが嘆なげく。

「クソ、クソ、クソ！　どういう仕組みだよこれは！　今じゃねえだろ！　今消えたらユウが死んだことが、無む駄だに……！」

　颯真は──

　この現象を目まの当たりにするのが二度目だからか、一度目より落ち着いていた。

　だから、二つの事実を確信する。

　一つ、この転移現象は本人の意思とはまったく無関係に行われること。

　そしてもう一つは──自分、小鳥遊たかなし颯真はなにもできないこと。

　この〝世界に弾はじかれる〟とでも表現した方がいいような、唐とう突とつな──招かれた、あるいは来た時と同様に唐突な現象について、なにが起きてこうなるのか想像もつかない。

　だから颯真は、最後にアイトに誓ちかう。

「大丈夫だ、うまくやるよ」

「……は？」

　消えかけながら、アイトがこちらを見る。

　颯真は安心させるようにうなずいた。

「無駄にはしない。僕はアイトがなにを抱かかえてなんのためにがんばったのかわからないけど、君の意思をないがしろには〝絶対に〟しない。……すまない、こんな口約束しかできなくて。本当は消えるのを止められればいいんだろうけど、これが僕の精せい一いつ杯ぱいだ」

　謝罪する。

　アイトはぽかんとしていたが……

　少し経たって、笑え顔がおを浮うかべた。

「……まあ、颯真の口から〝絶対に〟って言葉を出させただけで、よしとするか」

　アイトの姿が足元から順番に、光の粒りゆう子しに分解されていく。

　右手を伸ばした。

　その先にはエイチがいる。

　アイトが悲しげな声で言った。

「ごめんな、置いていくことになって」

　エイチが首を振る。

「アイトさんよりうまくやりますよ」

　泣きそうな声だった。

　その強がりにしか聞こえない声に、アイトは笑って──

　そして、跡あと形かたもなく、その姿は消え失せた。

　エイチが語る。

「……近きん隣りん座標にアイトさんの存在は確認できません。私の感知範はん囲い外がい……移動範囲外にまで跳とんだか、別な世界へ跳んだか……いずれにせよどういうエネルギーとシステムか想像もつかない転移現象ですね」

　颯真はおずおずと問いかけた。

「アイトにはああ言ったけど、君たちとは協力関係だと思っていいんだよね？」

　エイチがうなずいた。

「はい。我々が単独で行動してもきっとろくなことにはならないと思います。それに、アイトさんの言葉ですから。彼が我々のリーダーです。我々は彼を噓うそつきにはしません」

「……よかったよ」

「そちらこそ、アイトさんとの約束を守ってくださいね。彼の意思をないがしろにしたら、その時は──」

「……その時は？」

「百回蹴けります」

　冗じよう談だんみたいな提案だったが、エイチは至って真ま面じ目めな顔だった。

　颯真は苦く笑しようしてうなずく。

「わかった。僕は肉体派じゃないから、百回も蹴られたら死にそうだ」

「我々の今後には、あなたの能力が必要なのです。期待していますよ」

　エイチが念を押す。

「〝必要〟ね」

　颯真はため息をついた。

　自分が各勢力の懸かけ橋になるのは、いちいち言われるまでもなく既き定てい路線だ。

　だからことさら反復することもないのだが──

　なぜだろう。

　必要という言葉は颯真の内側で、どこか遠く、そして空くう虚きよに響ひびいた。
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　大量に並ぶ手術台の一つで、アイトは目覚める。

　──俺は、あの世界で消えて、それから……

　周囲を見回す。

　この場所は、あの世界でも見慣れている研究所の一室だった。

　合計で五十二台の金属製ベッドが並んでおり、それぞれがピッタリ二メートルの間かん隔かくを空けて均等に配置されている。

　そのため、かなりの広さがある。

　主に肉体的な改造をほどこすための場所で、〝手術室〟と通つう称しようされる部屋だ。

　アイトは大声を出す。

「おーい！　エイチー！　颯そう真まー！　いねえのかー!?」

　答えはなかった。

　その代わりに──

　キュインキュイン、という機械の駆く動どう音が複数聞こえた。

　そして遠く──手術室の入り口のドアが、乱暴に開かれた。

　入って来たのは、鏡のように磨みがき上げられた銀色の装そう甲こうを持つ人型機械だ。

　それが、五体。

　覚えがあった。

〝ゴーレム〟と呼ばれる汎はん用よう型パワードスーツだ。

　この世界で、アイトたち能力者は弾だん圧あつされる流れの中にいた。

　何度か非正規に能力者排はい除じよをしようとした集団と戦ったことがあり──

　ゴーレムは、そういった連中が好んで使う、対能力者用兵器だった。

　もっとも、アイトが知っているゴーレムとはややかたちが違ちがう。

　以前見たゴーレムは、人間よりかなり大きいサイズで、胴どうが太いくせに手足が細かったりと、貧弱な印象だったが──

　今目の前にいるゴーレムは、全長二メートルぐらいまで小型化されていた。

　おまけに手足のデザインも洗練されており、卵のような曲面構造に加え、装甲が波打っているのは液体金属だろう、かなり変則的な攻こう撃げきをしてきそうだ。

　弱点だった関節部も見えなくなっており、パッと見た限りだと攻せめ手が見つからない。

　ゴーレムたちは無言のまま、アイトめがけて両りよう腕うでを突つき出す。

　ドドドドドドド……という重い音が連続して響いた。

　機き銃じゆうだ。

　アイトは寝ねていたベッドを反動で壊こわすほどの力で飛び上がり、銃じゆう弾だんをかわす。

　──警告ナシの発はつ砲ぽうかよ！

　たしか、まだ能力者粛しゆく清せいが始まったばかりで、さすがに警告ナシで撃うたれるほど危険な状じよう況きようではなかったはずだが……

　──まさか、あの世界で過ごした日数が、そのままこの世界でも流れてるのか？

　だとしたら警告ナシ発砲もわからないでもない。

　こちらの世界の人間視点では、粛清しようとしていた能力者たちが、いきなり一人残らず潜せん伏ぷくしたように見えたはずだ。

　実際は異世界に飛ばされていただけなのだが……

　──ていうかこの場所はどうなってんだ？　この場所ごと俺は転移したのか？

　場所ごと、というのは可能だったか。

　たしか──理論上は異世界とのやりとりが可能でも、人間複数人が装置もなく一いつ瞬しゆんにして異世界に消えるというのは、現実的な話ではない。

　だから能力者が潜伏したと考えられていても不思議はない。

　そして弾圧しようとしている対象が潜伏すれば、相手は危機感を覚えるだろう。

　──とか、ユウあたりなら考えそうだよな。

　アイトはため息をつく。

　もういない。

　だから、彼の分まで役割をこなさなくてはならない。

　アイトはなおも考えた。

　──こいつらは、あの世界にはいなかった。ってことは……

　戻もどってきている。

　元の世界に、戻ってきている！

　──やっぱりか。しかし、よりによってなんであのタイミングなんだ、ようやく俺も誰だれかのためになれると……

　考えて、気付く。

　ひょっとして、あの世界にいるための条件はそういうことなんじゃないか？

　アイトは気付いて、笑った。

「……なるほどな。だったらきっと、遠からずみんな帰ってくるか」

　颯真に任せたのだ。

〝絶対に〟とまで言わせた。

　だからきっと大だい丈じよう夫ぶだろう──と楽観的かもしれないが、アイトは思った。

　ゴーレムたちが距きよ離りを詰つめてくる。

　アイトは笑いながら拳こぶしを握にぎりしめる。

「悪いが目的ができちまった。みんなが帰ってくるまでに──この世界を俺たちが生きていける場所にするっていう目的がな。だから容よう赦しやはしねえ」

　敵のゴーレムは五体。

　以前戦ったゴーレムはパワードスーツだったが、今も動きからして無人機になっているということはないだろう。

　遠えん隔かく操そう作さ型になっている可能性もあるが──

　中に人がいようといまいと関係がない。

「もうとっくに覚かく悟ごは決まってんだ。悪いが、俺たちが生きられる世界の礎いしずえになってもらうぜ」

　アイトは拳を振ふりかぶる。

　この世界でもあの世界でも、結局、やることは何一つ変わらなかった。

　誰かのために拳を振るう。

　それしかできないけれど──

　それだけは、誰にも負けないぐらいに、得意なのだ。
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　未来人たちが治ち療りように用いているスペース──

　颯そう真まとデボラは、そこに案内された。

　──〝近未来的〟とでも言えばいいのかな。

　医務室（そう未来人が呼ぶ空間）を見て、颯真が抱いだいた感想がそれだった。

　部屋はかなり広い。

　サッカーコートぐらいはありそうなのだが、遠近感がうまくつかめないのでひょっとしたらもっと広いかもしれない。

　色しき彩さいとしては一面が真っ白で、床ゆかと壁かべ、壁と天てん井じようの継つぎ目が見当たらない。

　足元が湾わん曲きよくしている様子はないので、四角い部屋だろうと想像はつくのだが……

　そして部屋の壁かべ際ぎわには、びっしりと透とう明めいのカプセルが並んでいた。

　そのカプセルは人間が一人入れるぐらいの大きさで、完全に無色の液体──気き泡ほうが見えるので液体が入っていると想像できる──によって満たされていた。

　アイトの話によれば、あのカプセルに全ぜん裸らで入ると、怪け我がや病気の診しん断だんおよび治療を行ってくれるらしい。

　そして、リゼットもここで治療されていた。




「終わりましたよ」

　不意にどこからかエイチの声が聞こえる。

　彼女は颯真たちをこの空間まで案内すると、転移で姿を消してしまったのだ。

　続いて、シャッ、というカーテンをひくような音がして──




　リゼットが、颯真とデボラの視界に現れた。




　颯真は思わず硬こう直ちよくする。

　リゼットだ。

　二つに結ばれた長い髪かみ──

　気の強そうな顔立ち──

　浮うかべた表情は困ったような笑えみだけれど──

　彼女はどこか恥はずかしそうな顔で、部屋の中にあったらしい円柱形の白い椅い子すに腰こし掛かけてこちらを見ていた。




　颯真はリゼットに近寄ろうとする。

　それより早く、デボラがリゼットに駆かけ寄った。

「リゼット！　リゼット！　あいたかったよ！」

　デボラがリゼットに抱だきつく。

　リゼットがデボラの頭を撫なでた。

　その表情にはまだ困こん惑わくの色が強かったけれど──

　颯真はエイチにたずねる。

「リゼットさんは状じよう況きようをいまいち把は握あくしてない感じなのかな？」

　エイチが颯真の正面まで歩いて来て、答えた。

「それはそうだと思います。説明ができませんので。服を着せる時もかなり暴れられました」

「……それは、ご苦労様です」

「我々の時代においても、あなたのような能力者を創つくろうというのは試みとしてすら行われませんでした。あなたは自分の貴重さにもっと理解を示すべきだと思いますけれど」

「理解はしてるつもりだよ。だからがんばってる。ただ一点言わせてもらうと、僕の貴重さじゃなくて能力の貴重さだ。人間と能力はイコールじゃないだろ？」

　アイトを思い出す。

　彼は強く、優やさしかった。

　もし彼の能力が〝侵しん略りやく〟や〝略りやく奪だつ〟という方面に向いていれば、強大な敵として目の前に立ちはだかったことだろう。

　だが、アイトは〝協調〟を選んだ。

　計算ずくか無意識かはわからないが──たぶん無意識だろうが──彼は自分の能力を活かせない道を選ぼうとしていたのだ。

　颯真は自分の行く先が正しいかわからない。

　けれど──自分以外の、自分では想像もつかない能力の活いかし方を思いつき実行できる誰だれかが〝意い思し疎そ通つう〟できたならば、あらゆる事態を事前に解決できた可能性もある。

　そして〝自分以上の自分以外〟がいた可能性は高いと颯真は考えていた。

　たとえば菊きつ花かやクロエ、リゼットなど──

　きっと彼女たちであれば、自分とは違ちがった〝意思疎通〟をやってのけるはずだ。

　エイチは颯真の質問に答えない。

　人形のような無表情のまま、

「あなたのこれからについてはあとで協議させていただきましょう。まずは、再会を喜んでください。あと、事情の説明も。私は邪じや魔ましませんので」

　そんなことを言って、部屋から出て行った。




　颯真は出て行くエイチを見送ったあと、リゼットの方へ歩いて行く。

　リゼットが困った顔で出で迎むかえた。

「……久しぶりなのかしら？」

　颯真は首をかしげる。

「基準によるかな。約一日ぶり……まだ一日しか経たってないのか……だけど、僕とリゼットさんが過ごした日数から比ひ較かくすると、〝一日〟は長い方に入る」

「そうなの？　ねえソーマ、あたしの予想なんだけど、ひょっとしてここは治療のための施し設せつかなにかなの？」

「予想通りだよ。怪我をしたリゼットさんをアイト……一いつ緒しよに騎き士し拠きよ点てんに行こうとしたやつにあずけて、治療してもらった。ゴタゴタがあって迎むかえに来るのが遅おそくなったけど」

「その〝ゴタゴタ〟についてはデボラから聞いたわ。……ゴタゴタ前の話をしないからなにが起きたかわからなかったけど。なるほどね」

　リゼットが笑う。

　颯真も笑った。

「いろんな報告があるよ。でも、僕はリゼットさんに会ったら最初に聞きたいと思っていたことがあるんだ。デボラさんも、いいかな？　少しリゼットさんを借りるけど」

　デボラが頰ほおをふくらませる。

「……わかってるよ。デボラも考えたもん。きっと、ソーマの話は大事な話だから、特別に許すよ」

「ありがとう。席を外せとは言わないから」

「うん」

　デボラがうなずいた。

　リゼットが目を丸くしておどろく。

「……あんたたちの間になにがあったの？」

「話し合ってお互たがいに歩み寄っただけだよ。そのこともおいおい話すとして──実は、僕の友人と、リゼットさんの治療を頼たのんだアイトが、消えたんだ」

「……消えた？　失しつ踪そうしたっていうこと？」

「いや、違う。文字通り、唐とう突とつに、消失したんだ。どうにも異能力による転移とか装置を使っての移動とかじゃないらしい。僕は──直感的な物言いになるけど、〝世界に弾かれた〟ように感じた。さらに正確に述べるなら、この世界にいるための条件から弾かれたように……」

「……なるほど。聞きたいことっていうのはつまり──」

「〝化け物〟に襲おそわれる前にリゼットさんが言いかけてた〝この世界に来るための条件〟について詳くわしく教えてほしい」

　リゼットが困った顔をする。

「でも、正解を知ってるわけじゃないわよ？　あたしのだって予想にすぎないし」

「それでも聞きたい。ヒントもなにもない状況だから、人の考察を聞けるだけでもありがたい。理論方面の考察はさっぱりでね。未来人たちもわからないみたいだし」

「……未来人、ねえ。あたしにとってはソーマがそうみたいだけど。ソーマにとっての未来人もいるのね」

「ああ、アイトやこの施設の持ち主なんだけど……聞きたいことはたくさんあると思うけど、全部終わってから話すから、まずは知りたいんだ。ほら、僕やリゼットさんが唐突に消えることになったら、困るだろ？」

「そうね」

　リゼットはうなずき、考えこむ。

　そして──

「あたしは〝世界から不要だと思われた人間〟がこの世界に来ると思っているわ。人間に限らないのかしら？　動物も、地形も、あるいは世界を満たす目には見えない〝なにか〟や神様でさえも、元いた場所で不要だと思われればここに来るんじゃないかって」

「……世界から不要だと思われた、ねえ」

　そこまで壮そう大だいに不要だと思われるかな、と颯真は首をひねる。

　たしかに所属している二年Ｆ組は〝問題児〟のクラスだが……

　あくまで学校内だけの話で、世界中から不要視されるほどのことはやらかしていない。

　アイトやリゼットの事情と比較すると、二年Ｆ組だけ明らかにスケールが小さい。

　リゼットは颯真の疑問を感じたのだろう、答えるように続ける。

「でも、一番重要なのは、自分たちが自分のことを不要だと信じてしまっていること、だと思うのよね」

「……」

　それはないよ、と颯真は言おうと思った。

　だが、言えなかった。

　リゼットの言葉は〝たしかに〟と思ってしまうところがあったからだ。

　彼女が続ける。

「あたしは元の世界に居場所がないと思っているわ。だから帰りたいとも思っていない。これって、おかしいと思わない？　未練とか、やるべきこととか、一人でも支えてくれる人とか、そういうのがあったら帰りたいと思うはずなのに」

「でも、リゼットさんはデボラさんと一緒に来ただろ？」

「そうね。デボラがこの世界にいなかったら変わったかもしれないわ。でもあたしはね、デボラにとってあたしが必要だとは思えないのよ。むしろ、あたしの存在がこの子の成長の邪魔になってるんじゃないかって──そしてあたしがいない一日で、そのことは実証されたわ」

　リゼットがデボラを見る。

　デボラは甘えるようにリゼットに抱きついているが──

　少し前のように、颯真がそばにいても責めない。

　これはたしかに〝成長した〟と言えるかもしれない。

　颯真はうなずく。

「なるほどね。一理ある。だったら──誰だれかに必要とされてると信じられれば元の世界に帰れるっていうことかな？」

　リゼットもうなずいた。

「そうね。だからあたしは、ある意味で不安なのよ。ソーマがすぐ元の世界に帰っちゃうんじゃないかってね」

「……僕が、どうして？」

　颯真は首をかしげる。

　リゼットが笑顔でため息をついた。

「もうしょうがないわね、あんたは」

　座っていた円柱形の椅子から立ち上がる。

　そして、颯真のすぐ目の前まで歩いて来た。

　伴ともなわれているデボラが不思議そうな顔で颯真とリゼットを交こう互ごに見る。

　リゼットが颯真の目の前で言う。

「ねえ、元の世界に帰りたい？」

「わからない。正直なところを話せば、あまり未練はないんだ。両親もいるはずなのに」

「だったら、元の世界が恋こいしくなるまであたしが側そばにいてあげる。元の世界が恋しくなったら、もっと側にいてあげるわ。たぶんそれが、あたしの役割だと思うし──あたしが元の世界に帰れる唯ゆい一いつの方法だと思うから」

「……帰りたいの？」

「あたしたち以外にも狩かられている〝魔ま女じよ〟はいるはずだから。きっと、帰らないといけないんだと思うわ。……でも、なかなかふんぎりはつかないのよね。そういう意味でも、あんたの助けになることで、自分自身の必要性を見いだせる気がするのよ」

　颯真はうなずく。

「そちらの行動方針は任せるよ。それよりも、今は色々雑多なことをこなさないと」

「……帰るまでは、この世界でがんばらないといけないわね。そして、あたしが帰ったあともこの世界に来る人が、自分は必要とされてるんだと認めていける環かん境きようを創らないと」

「理想郷創り……ああいや、理想郷って言葉は嫌きらいなんだっけ？」

　リゼットが笑う。

　それから。

「そうね。世界から棄すてられた者たちの理想郷──廃はい棄き郷とでも呼べばいいかしら？」
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　出口に向けて歩いて行く。

　颯真も慌あわててあとに続いた。
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